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(57)Abstract
An editing system provided with a device for editing a source material，a data storage device for recording and reproducing the source 

material，and a computer for controlling the editing device and the data storage device. The editing device is provided with a switcher block 
for routing source data reproduced from the data storage device，and a video processing block and an audio processing block for processing 
video signals and audio signals sent ftom the switched block，respectively. The computer is programmed by a software program tor editing 
the source material，and has means for controlling the switcher block，the video processing block, the audio processing block and the data 
storage so as to correspond to an editing program ¿repared by using the software.



(57)要約
ゾース素材を編集する編集処理装置とソース素材を記録再生するデ 

一タストレ-ジ装置と編集処理装置及びデ-タストレージ装置とを制 

御するコンピユータとを備える。編集処理装置は、データス'トレ٠ジ 

装置から再生されたソースデータをルーティングするスイッチャブロ 

ックと、スイッチャプロックからのビデオ信号、オーディオ信号を処 

理するビデオ処理プロック、オーディオ処理ブロックとを備える。コ 

ンピユータは、ソース素材を編集するためのソフトウェアブログラム 

によつてラ٠ログラムされ、このソフトウェアを使用して作成した編集 

ブログラムに対応するように、スイッチャブロック、ビデオ処理ブロ 

ック、オーディオ処理ブロック及ぴデータストレージを制御する制御 

手段を備える。
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明細書

編集システム及び編集方法

技術分野

この堯明は編集装置に関し、例えば放送局などで使用される 

ニュ-ス素材等を編集するための編集システム及ぴ編集方法に 

適用して好適なものでぁる。

背景技術

従来、放送局等における編集素材を編集するためのポストプ 

ロダクションの分野では、編集素材を記録するための記録装置 

として磁気テ-ブを使用したテ-プ編集が一般的であった。こ 

のテープ編集とは、素材テープをサーチしながら編集点を決定 

することによって必要なシーンだけを選び、マスターテープへ 

ダビングしながら番組のストーリーを組み立てていく作業であ 

る。しかし、このテープ編集作業は、テープ上の記録された素 

材の所望のフレ-ムにアクセスするために、試行錯誤しながら 

キューアップを繰り返さなければならないため、編集点の決定 

に膨大な時間がかかっていた。また、編集点が決定されたカッ 

卜毎にテᅳプからテ-プへのダビングが必要であり、その都度、 

素材テ-プの٧丁尺とマスターの٧丁尺を制御しなけれぱけな 

いため、編集作業に多大な時間が必要でぁった。その結果、編 

集作業者は、長時問にわたって精神の集中が求められるこのテ 

ープ編集作業から開放されることはなかった。

放送局でのニュース番組、報道番組及びスボーッ番組の制作

1
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では、各地で起こった当日の出来事をいち早く視聴者に提供す 

ること、すなわち速報性が要求される。特に、このようなニュ 

-ス番組、報道番組及びスポーツ番組の制作では、単に編集さ 

れたシーンをつなぎあわせるようなアッセンプル編集だけでな 

なく、編集シ^ンの映像に対してモザイク効果やAر/B口^ル 

等のエフヱクトや、編集シ-ンの音声に対して、話者の声色の 

変更、取材現場の周辺ノイズの除去などのエフェクと追加しな 

けれぱいけない。

エフェクト等を追加するためには、ソ-ス٧丁只及ぴマスタ 

٧丁尺を操作する編集作業だけで無く、これらのェフヱクトを 

施すためのビデオスイッチャ装置や特殊効果装置を操作するた 

めの別の編集作業が必要であった。

そのため、従来の編集装置では、ニユース番組、報道番組及 

びスポーッ番組に提供されるビデォプログラムを、素早く迅速 

に制作することができなぃとぃぅ問題がぁった。

発明の開示

本発明は以上の点を考慮してなされたもので、迅速に、ニユ 

-ス番組、報道番組及びスポ-ツ番組等に提供される即時性の 

要求されるビデオプログラムを制作することのできる使い勝手 

の向上した編集システムを提案しようとするものである。

本発明の編集システムは、口-カルストレ-ジから再生され 

たソースデータをルーティングするためのスイッチャプロック 

と、スイッチャブロックから出力されたビデオ信号を処理する 

ビデォ信号処理プロックと、スィッチャプロックから出力され 

たォーディォ信号を処理するォ-ディォ処理ブロックとを備ぇ

2
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た編集処理装置と、ローカルストレージに記録されたソ-ス素 

材を編集するためのソフトウエアプログラムによってプログラ 

ムされ、編集用ソフトウエアプログラムを使用して作成した編 

集プログラムに対応するようにスイッチャブロック、ピデオ信 

号処置プロック、オ-ディオ信号処理ブロック及びローカルス 

トレージを制御するコンピュータとを備えたことを特徴とする 

ものである。

よって、この編集システムによれぱ、タイムライン上に作成 

したプログラムに応じて各処理プロックを自動的に制御するこ 

とができ、編集効率を向上させることができる。また、本発明 

の編集システムによれぱ、即時性の求められるニュース番組の 

制作時に、ノンリニアの特徴であるランダムアクセス性を生か 

した素早い編集作業が行なえる。また、ニュース番組制作や報 

道番組制作において、本発明の編集システムを使用することに 

よって、モザイク効果の追加や話者の声色の変更、取材現場の 

周辺ノイズの除去機能などの編集を、自分一人で迅速に行なう 

ことができる。

また、本発明の編集システムは、ソ-ス素材を供給するため 

の複数のソースデバイスと、ソースデバイスから再生されたソ 

ース素材をランダムアクセス可能な記録するとともに、記録媒 

体からソース素材を再生するための口-カルストレージと、口 

ーカルストレージから再生されたソースデータをルーティング 

するためのスイッチャブロックと、スイッチャブロックから出 

力されたピデオ信号を処理するビデオ信号処理プロック、スイ 

ッチャプロックから出力されたォーディォ信号を処理するォー 

ディォ処理ブロックとを備ぇた編集処理装置と、ソースデバィ

3
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スに記録されたソ-ス素材をローカルストレ-ジにダウンロー 

ドするダウンロード処理と、ローカルストレージに記録された 

ソ-ス素材を編集するための編集リストを作成する編集処理と 

を同時に行なうように、ソ-スデバイス及び口-カルストレー 

ジの記録再生動作と、スイッチャプロック、ビデオ信号処理ブ 

ロック及びオ-ディオ信号処理ブロックの処理動作とを制御す 

るコンビュータとを備えたことを特徴とするものである。

従って、素材をサ-バ等からダウンロ-ドしている時間にも、 

口-カルストレ-ジに記憶された他の素材の編集作業を行なう 

ことができるので、編集作業時間を短縮することができる。ま 

た、本発明の編集システムは、口-カルハ-ドディスクとして 

使用する単独システムと、ネットワーク上のサーバ素材を共有 

しながら、効率的に編集を行なうネットワ-ク型編集システム 

としても使用できる。

また本発明の編集システムは、ソースデバイスから供給され 

たソース素材をランダムアクセス可能な記録するとともに、記 

録媒体からソース素材を再生するためのローカルストレージと、 

口-カルストレ-ジから再生された複数のソースビデオ信号を 

ル-ティングするためのスイッチャブロックと、スイッチヤブ 

ロックから出力されたビデオ信号に対して所望のエフェクトを 

施すピデオ信号処理プロックとを備えた編集処理装置と、ソー 

スピデオデ-夕に対して施されるエフェクトを設定するエフェ 

クト設定手段と、ェフヱクト設定手段によって設定されたエフ 

ェクトに応じて、適切なソースビデオ信号をビデオ信号処理プ 

ロックに供給するょぅにスィッチャブロックを制御すると共に、 

エフェクトに対応したェフェクトを実行するようにビデォ信号
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処理ブロックを制御するコンビュ-夕とを備えたことを特徴と

しているものである。

従って、エフェクトを実行するために、編集処理装置の処理 

タィミングや入力信号の設定などを自動で行なうことができる 

ので、編集時間を短縮することができる。また、ニュ-ス番組 

制作や報道番組制作において、本発明の編集システムを使用す 

ることによつて、モザィク効果の追加や話者の声色の変更、取 

材現場の周辺ノィズの除去機能などの編集を、高速で行なうこ 

とができる。

また、本発明の編集システムによれぱ、これらの多彩なエフェ 

クトを実現するために、コンピュ-夕によるソフト上の処理と 

ハ-ドウエアの両方を最適になるように使用して、リアルタィ 

ムでの高速デジタル画像編集及ぴオ-ディオ編集を実現できる。

また、本発明の編集システムは、ソースデバィスから供給さ 

れたソース素材をランダムアクセス可能な記録するとともに、 

記録媒体からソ-ス素材を再生するためのローカルストレージ 

と、ローカルストレージから再生された複数のソ-スビデオ信 

号をル-ティングするためのスィッチャプロックと、スィッチ 

ャブロックから出力されたビデオ信号を処理するためのビデオ 

信号処理プロックと、スィッチャブロックから出力された才- 

ディオ信号を処理するためのオーディオ信号処理プロックとを 

備えた編集処理装置と、ローカルストレージに記録されたソー 

ス素材を編集するための編集リストを生成し、編集リストに応 

じて、適切なソースビデオ信号をビデオ信号処理プロックに供 

給するとともに、適切なソースォーディォ信号をビデォ信号処 

理ブロックに供給するょぅにスィッチャプロックを制御するコ

5
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ンピュータとを備えたことを特徴としているものである。

従って、本発明の編集システムによれぱ、ビデオ信号とオー

ディオ信号のクロスポイントの切り換え制御を簡易化すること

ができる。

また、本発明の編集システムは、ソース素材を編集するため 

の編集システムにおいて、ソ-スデバイスから供給された複数 

のソ-ス素材をランダムアクセス可能な記録するとともに、記 

録媒体からソ-ス素材を再生するためのローカルストレージと、 

口-カルストレ-ジから再生された複数のソースビデオ信号を 

ルーティングするためのスイッチヤプロックと、スイッチャプ 

ロックから出力されたビデオ信号に対して所望のエフェクトを 

施すビデオ信号処理ブロックとを備えた編集処理装置と、複数 

のソース素材を編集するための編集リストを生成すると共に、 

編集リストに応じた完成ビデオプログラムを生成するようにス 

トレージ装置及び編集処理装置を制御する制御手段を備え、完 

成ビデオプログラムに設定されたエフェクトの実行タイミング 

に応じて、適切なソースビデオ信号がビデオ信号処理ブロック 

に供給されるようにスイッチャブロックを制御するコンビュー 

夕とを備えたことを特徴とするものである。

従って、本発明の編集システムによれぱ、エフヱクトを実行 

するために、編集処理装置の処理タイミングや入力信号の設定 

などを自動で行なうことができるので、編集時間を短縮するこ 

とができる。また、ニュ-ス番組制作や報道番組制作において、 

本発明の編集システムを使用することによって、モザイク効果 

の追加ゃ話者の声色の変更、取材現場の周辺ノィズの除去機能 

などの編集を、高速で行なぅことができる。また、本発明の編
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集システムによれぱ、これらの多彩なエフェクトを実現するた 

めに、コンピュ-夕によるソフト上の処理とハ-ドウエアの両 

方を最適になるように使用して、リアルタイムでの高速デジタ 

ル画像編集及びオーディオ編集を実現できる。

また、本発明の編集方法は、編集用ソフトウヱアプログラム 

を使用して、口-カルストレ-ジに記録されたソース素材を編 

集するための編集リストを作成し、編集リストに対応したビデ 

オプログラムを生成するように、スイッチャプロック、ビデオ 

信号処置ブロック、オーディオ信号処理ブロック及びローカル 

ストレ-ジを制御することを特徴とするものである。

よって、本発明の編集方法によれば、タイムライン上に作成 

したプログラムに応じて各処理ブロックを自動的に制御するこ 

とができ、編集効率を向上させることができる。

また、本発明の編集方法は、ソ-スデバイスに記録されたソ 

ース素材をローカルストレージにダウンロードするダウンロー 

ド処理と、ローカルストレ-ジに記録されたソ-ス素材を編集 

するための編集リストを作成する編集処理とを同時に実行する 

ことを特徴とするものである。

従って、素材をサ-バ等からダウンロ-ドしている時間にも、 

ローカルストレ-ジに記憶された他の素材の編集作業を行なう 

ことができるので、編集作業時間を短縮することができる。

また、本発明の編集方法は、記口-カルストレージから再生 

された複数のソースビデオ信号に対して所望のエフェクトを設 

定し、設定されたェフヱクトに応じて、適切なソースビデオ信 

号をビデォ信号処理ブロックに供給するょぅにスィッチャプロ 

ックを制御することを特徴とするものでぁる。

フ
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従って、本発明の編集方法によれぱ、エフヱクトを実行する 

ために、編集処理装置の処理タイミングや入力信号の設定など 

を自動で行なうことができるので、編集時間を短縮することが 

できる。また、ニュース番組制作や報道番組制作において、本 

発明の編集方法を使用することによって、モザイク効果の追加 

ゃ話者の声色の変更、取材現場の周辺ノィズの除去機能などの 

編集を、高速で行なぅことができる。

図面の簡単な説明

図1は、本発明を適用した編集装置を示すブロック図である。 

図2は、編集装置を構成するコンピュ-夕の内部構成を示す

プロック図である。

図3は、編集装置を構成する編集処理装置の内部構成を示す 

ブロック図である。
図4は、編集処理装置のシステムコントロール部の構成を示 

すプロック図である。

図5は、編集処理装置のマトリクススイッチャ部の構成を示 

すブロック図である。

図6は、編集処理装置の画像処理部の構成を示すブロック図 

である。

図7は、編集処理装置の音声処理部の構成を示すプロック図 

である。

図8は、編集装置に接続される口-カルストレージの構成を 

示すブロック図でぁる。

図9は、ローカルストレージのディスクァレィプロックの構

成を示すブロック図でぁる。

8



wo 98/47145 PCT/JP98/01684

図10は、ディスクアレイブロックにおける動作を説明する 

ための図である。

図1 1は、ディスクアレイブロックにおける動作を説明する

図12は、編集用のグラフィックュ-ザィンターフェース画 

面を説明するための図でぁる。

図13は、ビューアウインドウを説明するための図である。

図14は、ログウインドウを説明するための図である。 

図15は、ログウインドウにおけるクリップカードの表示形

式を説明するための図である。

図1 6は、プログラムウインドウを説明するための略線図で 

ぁる。

図17は、プログラムウインドウを説明するための略線図で 

ぁる。

図18は、デバイスァイコンを説明するための略線図である。 

図19は、ファイル情報を説明するための図である。

図20は、ィべント登録処理の動作を説明するためのフロー

チャートでぁる。

図21は、ファイル検索ダイアログを説明するための図であ 

る。

図22は、ファイルリスト表示ダイアログを説明するための 

図である。

図23は、ビデオレべル設定ダイアログを説明するための図 

である。

図24は、ォ-ディォレべル設定ダィァログを説明するため 

の図でぁる。
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図25は、ダウンロード設定ダイアログを説明するための図 

である。

,図26は、シーン名設定ダイアログを説明するための図であ 

る。

図27は、プログラムリスト作成処理を説明するためのフロ 

-チャ-卜でぁる。

図28は、ミックスダウン設定用のダイアログを説明するた 

めの図である。

図29は、フェ-ダアサイン用のダイアログを説明するため 

の図である。

図30は、ェフェクト設定ダィァログを説明するための図で 

ある。

図31は、タイムライン上でのエフェクト設定作業を説明す 

るための図である。

図32は、タイムライン上でのエフェクト設定作業を説明す 

るための図である。

図33は、タィムラィン上でのェフェクト設定作業を説明す 

るための図でぁる。

図34は、タイムライン上でのエフェクト設定作業を説明す 

るための図である。

図35は、タイムライン上でのエフェクト設定作業を説明す 

るための図である。

図36は、タイムライン上でのエフェクト設定作業を説明す 

るための図でぁる。

図3 7は、プレビュー実行時にぉけるタィムラィン上のナゥ

ラィンの状態を説明するための図でぁる。
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図3 8は、記録デバィスを設定するためのダィログを説明す 

るための図でぁる。
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発明を実施するための最良の形態

以下、本発明に係る編集システム及ぴ編集方法の好ましい実

施の形態にっいて説明する。

1. 編集装置の構成 

1-1. 編集装置の全体構成

図1において、1は全体として本発明を適用した編集装置を 

示し、大きく分けてコンピュ-夕2と編集処理装置3からなる。

制御手段としてコンピュータ2は、CPU （中央処理ュニッ 

卜）や各種処理回路、或いはフロッピ-ディスクドライブ、ノヽ 

ードディスクドライプ等を備える本体2人と、当該本体2人に 

接続される表示手段としてのモニタ23と、入力手段としての 

キーボード2〇及ぴマウス2٥とを有している。このようなコ 

ンピュータ2は編集のためのアプリケーシヨンソフトウエアが 

ハ-ドディスクドライブに予めインストールされており、オペ 

レーテイングシステムの基で当該アプリケーシヨンソフトウェ 

アを動作させることにより編集装置用のコンピュ-夕として起 

動するようになされている。

このアプリケ-シヨンソフトウェアを動作させたときには、 

乇二夕26上忆編集用00니1（，꿋7나力々그-잣나＞夕一 

フェ-ス）のためのグラフィックイメ-ジが表示されるように 

なされている。この編集装置1では、このグラフィック表示と 

上述した入力手段とによってューザインターフェースを構成し、 

例免더٢걋ᄌ2٥슝使用1ᅮ、무二夕2므ᄃ表示숀九츈制御그 

マンドポタンを示すグラフィック表示の中から所望のグラフィ 

ック表示を選択することにょり、編集処理の処理内容を指定す 

るための制御コマンドを入力するょぅになされてぃる。なぉ、
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コンピュ-夕2は、入力された制御コマンドが編集処理装置3 

における編集処理動作を制御するものであれぱ当該制御コマン 

ドに応じた制御信号31を生成し、これを編集処理装置3に送 

出して編集処理動作を指示するようになされている。

またこのコンピュータ2には編集処理装置3を介してビデオ 

信号S2が入力され、これにより各素材の映像をモニタ2Bに 

表示して素材内容を確認しながらイン点（イぺントの開始点） 

やアウト点（イべントの終了点）をマーキングイしりことがで 

きる。このイべントとは、イン点及びアント点によつて指定さ 

れた編集区間のことであって、タイムライン上に並べられた1 

つの編集素材のことをを示している。また、このイべントは、 

オ-デイオイべント、ビデオイべンb١DS K（DownStreamKey） 

イべント等から構成される。

このコンピュ-夕2は、イン点及びアウト点を指示すること 

によつて切り取られたイべントや編集した完成プログラムの映 

像をモニタ上に表示することによって、それらを確認すること 

ができる。（以下、この切り取られたイべントや編集プログラ 

ムを再生して表示することをプレビュ-と呼ぶ）٥

一方、編集処理装置3は内部にマトリクススイッチャ部、画 

像処理部及ぴ音声処理部を有しており、素材の切り取りや繫ぎ 

合わせ、或いはビデオ信号やオーディオ信号に対するエフェク 

卜処理等、実際の編集作業を実行する編集実行装置である。

この編集処理装置3には上述したようなコンピュータ2が接 

続されているだけでなく、別の入力手段として専用コントロー 

ラ4、 5も接続されてぉり、当該専用コントローラ4、 5を使 

用しても編集のための制御コマンドを入力し得るょぅになされ
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ている。

専用コントロ-ラ4は、素材のィン点やアウト点を指示する 

ためのボタン操作子や、素材の再生を指示するためのポタン操 

作子、或いは編集したプログラムの記録を指示するためのボタ 

ン操作子等を有していると共に、変速再生（いわゆるシヤトル 

再生）やコマ送り再生（いわゆるジヨグ再生）の指示を入力す 

るためのダィアル操作子等を有しており、それらのポタン操作 

子又はダィアル操作子を介して入力された指示情報に応じた制 

御信号33を編集処理装置3に送出するようになされている。

また専用コントローラ5は、オーディオ信号の信号レべルを 

設定するための4つのオーディオ用フェーダレバーや2つの映 

像を切り換えるときの切換率を設定するためのピデオ用フェー 

ダレバー等を有しており、それらのフェーダレバーを介して入 

力された指示情報（この指示情報はフェーダレバーによる設定 

値を示す）に応じた制御信号3 4を編集処理装置3に送出する 

ようになされている。

また、この編集処理装置3に対しては、ディリーサーバ6（ — 

般に放送局において映像や音声等の編集素材を記憶している記 

憶手段）が接続されており、この編集処理装置3は、ディリ- 

サーバ6に記憶されているビデオ及びオーディオ信号を取り込 

むことができる。ディリーサーバ6は2チヤンネル分の出カポ 

ートを有しており、編集処理装置3から供給されるチヤンネル 

毎の制御信号35、36に応じて所望のビデオ及びオ-ディオ 

٠^-S7١ 38を記憶媒体6人から読み出して出力することが 

できる。なぉ、記憶媒体6Aには圧縮率l/10のMPEG（Moving 

Picture coding Experts Group ）規格で圧縮されたビデォ及び
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オーディオ信号が記憶されており、読み出されたビデオ及びオ 

ーディオ信号はそれぞれデコーダ63、 6٠を介して復号化が 

行われた後、シリアルデイジタルインターフエイス（以下、こ 

れを3٥1と呼ぶ）規格のフオーマツトに変換され、その3〇 

1規格のビデオ及びオーディオ信号37、 38が編集処理装置 

3に供給される。

またこの編集処理装置3に対しては٧۴尺7も接続されてお 

り、この編集処理装置3は、V T R 7 ، اجاح خ  HT ν ١ ة �كخ  t 

及びオ-ディオ信号も取り込むことができる。V T R 7 Ц S D 

1規格の入出カインタ-フエイスを有しており、編集処理装置 

3から供給される制御信号39に応じて所望のビデオ及びオ- 

ディオ信号310を読み出して出力することができる。また٧ 

۴尺7は、編集処理された後のビデオ及びオーディオ信号やデ 

イリーサーバ6から読み出されたビデオ及びオーディオ信号3

7、S 8を記録対象のピデオ及びオーディオ信号3 1 1として 

編集処理装置3から受けることができとともに、制御信号39 

に応じてそのビデオ及びオーディオ信号311をビデオテープ 

に記録できるようにも構成されている。

またこの編集処理装置3に対しては、記憶手段として、複数 

のハードディスクからなるローカルストレージ8も接続されて 

おり、編集処理装置3は、当該ローカルストレージ8に記憶さ 

れているビデオ及びオーディオ信号も取り込むことができるよ 

うに構成されている。ローカルストレージ8は5じ1規格の入 

出カインタ-フエイスを有していると共に、出カポ-卜として 

は2チャンネル分のボートを有してぉり、編集処理装置3から 

供給される制御信号512に応じて所望のピデォ及びォーディ
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オ信号313人~3£を読み出して出力するようになされてい 

る。また口-カルストレ-ジ8は、編集処理された後のビデオ 

及びオーディオ信号やデイリーサーバ6又は٧丁只7から読み 

出されたビデオ及びオ-ディオ信号を記録対象のビデオ及びオ 

ーディオ信号315として編集処理装置3から受けるようにな 

されてぉり、制御信号은 9に応じてそのビデオ及びオ-ディオ 

信号315を内部のハードディスクに記録するようにもなされ 

ている。

またこの編集処理装置3に対しては、オンエァバッファ（放 

送の際にプログラムを-時的に記憶するための記憶手段）9も 

接続されてぉり、当該編集処理装置3によつて編集処理したプ 

ログラムのビデオ及びオーディオ信号316をオンエァバッフ 

ァ9に記憶し得るようになされている。この場合、オンエァバ 

ッファ9は3٥1規格の入カインタ-フエイスを有しているの 

で、送出されるビデオ及びオ-ディオ信号316としては3٥ 

1規格の信号フオ-マットになつている。またオンエァバッフ 

ァ9にぉいては、供給されたビデオ及ぴオーディオ信号316 

をエンコ^ダ9Aによつて圧縮率l/10のMPEG規格で圧縮 

した後、内部の記憶媒体9ヨに記憶するようになされている。

なお、このオンエァバッファ9と編集装置1のコンビュータ 

2は例えぱイ-サネット等のローカルエリァネットワ-ク（以 

下、これをし人\と呼ぶ）10を介して接続されてぉり、オン 

エァバッファ9に対する制御コマンドはコンビユ^夕ة及びL 

人\10を介して当該オンエァパッファ9に送出される。また 

編集されたプログラムがどのょぅな素材で構成されてぃるかを 

示す編集リスト（一般にェディットディシジョンリストと呼ぱ
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れる）も、このLAN10を介してオンエアバツフア9に送出 

される。

また編集装置1のコンピュータ2とデイリーサーバ6もこの 

LANIOを介して接続されており、当該٤人凡10を介して 

デイリーサーバ6に記憶されている各素材のフアイル名等をコ 

ンピユータ2から参照し得るようになされている。

また編集処理装置3に対しては、オブシヨン接続としてスピ 

-力11及ぴ12が接続されるようになされており、編集処理 

装置3によつて編集されたオ-ディオ信号317、 318を当 

該スビ-力11、 12から送出してオ-ディオに関する編集結 

果を確認し得るようになされている。

さらに編集処理装置3に対しては、オプシヨン接続としてプ 

レビュー専用のモニタ1 3も接続されるようになされており、 

編集処理装置3によつて編集されたビデオ信号319を当該モ 

ニタ1 3に表示してビデオに関する編集結果をこのモニタ1 3 

によつても確認し得るようになされている。このモニタ13に 

表示されるプレビュー画面の方がコンビュータ2のモニタ23 

に表示されるプレビュ-画面よりも大きいので、モニタ1 3を 

接続した方がより鮮明に編集結果を確認し得る。

ここでこの編集装置1における編集方法を簡単に説明する。 

まずこの編集装置1では、アプリケ-シヨンソフトウエアを起 

動させると、上述したようにモニタ2BにGUIのためのグラ 

フィック表示が表示される。このグラフィック表示としては、 

後述するように、素材の映像を見ながらイン点やアウト点を指 

定することにょってィぺントを生成するビュ-ァゥィンドゥの 

画面ゃ、ビュ-ァゥィンドゥにょって生成したィべントのクリ
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ツプ画を表示するログウインドウの画面、或いはこの編集装置 

1で行う編集処理内容を指定すると共に、指定された編集処理 

内容をグラフィック表示を使用して表示するプログラムウイン 

ドウの画面や、その他、制御コマンドを入力するための制御コ 

マンドボタン等である。

まず編集オぺレータは、

制御コマンドボタンをマウス2٥を使用してボタンやアイコン 

をクリックするこどにより、編集素材が記憶されているデバイ 

ᄌ（すなわちデイリ-サ-バ6、٧丁尺7又はローカルストレ 

-ジ8）を指示すると共に、その素材の再生を指示する。これ 

によりその指示された素材のビデオ信号32が編集処理装置3 

を介してコンビュータ2に供給され、その素材の映像がモニタ 

23に表示される。オぺレ-夕はその素材の映像を見ながらイ 

ン点とアウト点を指示することにより、プログラム作成に必要 

なイぺントを生成する。オぺレータはこの処理を繰り返し、プ 

ログラム作成に必要なイべントを一通り用意し、これをログウ 

インドウに登録する。

続いてオぺレータは、ログウインドウに示されている所望の 

クリツプ画をマウス2٥によつてクリックすることにより所望 

のイべントを選択する。これにより選択したイべントを示す帯 

状グラフィックが表示されるので、これをプログラムウインド 

ウ内にあるタイムライン（詳細は後述する）上の所望位置に置 

く。これを順に繰り返してイべントを示す帯状グ^フィック表 

示を所望の順番に並べることによりプログラムの順番を指示す 

る。また所望のィべントにピデォェフヱクトを付加するのでぁ 

れば、所定の制御コマンドボタンをクリックすることにょりビ

18



wo 98/47145 PCT/JP98/01684

デオェフェクト設定のためのダイアログを表示させ、その中か 

ら付加したいピデオエフエクトを選択する。これにより選択し 

たビデオエフェクトを示す帯状グラフィック表示が表示される 

ので、これをタイムライン上のビデオエフェクトを付加したい 

位置に置く。

このようにしてブログラムの概案が決まると、オぺレ-夕は 

所定の制御コマンドボタンをクリックすることによりプレビュ 

一の指示を入力する。これを受けた編集装置1は、編集処理装 

置3を制御することによりプログラムウインドウで指示された 

プログラムの順番に基づいて各イべントを再生すると共に、編 

集処理装置3を制御することにより指示されたイべントにビデ 

オエフェクトを施し、ビデオ信号32を生成する。このビデオ 

信号32はコンピュ-夕2に供給され、モニタ23に表示され 

る。これによりオぺレ-夕はプログラムウインドウを使用して 

指示したプログラム内容を確認することができる。

このようなプレビュ-の結果、プログラム内容に変更がなけ 

れぱ、オぺレータは所定の制御コマンドボタンをクリックする 

ことにより記録指示を入力する。これを受けた編集装置1は、 

先程と同様に編集処理装置3を制御することにより指示された 

プログラムを示すビデオ及びオーディオ信号5 1 5 a、S 1 5 

٥を生成し、これをローカルストレージ8に供給して記録する。 

かくしてこの処理により、プログラムウインドウによつて指示 

されたプログラムが完成し、口-カルストレ-ジに記憶される。 

なお、この編集により生成したプログラムを放送する場合には、 

٥٧1を介して転送の指示を入力すれぱ、ローカルストレージ 

からそのビデォ及びォーディォ信号が読み出され、編集処理装
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置3を介してオンエアバツフア9に転送される。

このようにしてこの編集装置1では、各素材の映像やプログ

ラムの映像をモニタ23で確認しながら当該プログラムを作成 

し得るので、編集の使い勝手を向上し得る。またこの編集装置 

1では、オぺレータがスイッチャや特殊効果装置を直接操_し 

なくても編集が行ぇるので、編集操作を容易に行ぅことができ、 

編集に掛かる手間を削減し得る。

1 — 2. コンビュータの構成

この項ではコンビュータ2の内部構成について具体的に説明 

する。図2に示すように、コンピュータ2は、コマンドデ-夕 

やピデオデータを伝送するためのシステムバス20、コンピュ 

ータ全体の制御を行う ٠?٧ 21、入力されるビデオ信号32 

に対して画像処理等を行うビデオプロセッサ22、モニタ23 

に表示されるビデオデ-夕や〇٧1のためのグラフィック表示 

を管理する表示コントローラ23、ローカルハードディスクド 

ライブ（ローカルHDD）ワ.٥ А » ٠ ب ة ためのΗ η η ノ .ソ 

ターフェィス24、フロッビ-ディスクドライブ（FDD） 2 

5人を制御するための卩٥〇ィンターフェィス25、マウス2

〇及びキ-ポ-ド2〇等のポインテイングデバイスからのコマ 

ンドに基づいて制御コマンドを生成するボインテイングデバイ 

スィンタ-フェィス26、編集処理装置3に制御信号31を送 

出するためのソフトゥェァドラィバを備ぇた外部ィンタ-フェ

ィス27を有してぃる。

システムバス20は、コンビュータ2内部でピデォデータゃ

コマンドデータ、或ぃはァドレスデータ等の通信を行ぅための

20
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バスであり、ビデオデータを伝送するための画像データバス2 

OA¿١コマンドデータやアドレスデータを伝送するためのコ 

マソممز，ギーツバス9. r） R ءん。六＞٨

画像デ-タバス20人には〇۶٧21、ビデオプロセッサ2

2、表示コントローラ23、HDDインターフェイス٠2 4及ぴ 

卩٥٥ィンタ-フェィス25がそれぞれ接続されており、当該 

CPU21、ビデオプロセッサ22、表示コントロ-ラ23、 

^「＞٢）インみ-フエノス9. ٥^٣ 门7门٢）ノ.ソ^-フエノス9ち

はこの画像データバス20人を介してビデオデータの伝送を行

うようになされている。

一方、コマンドデータバᄌ2 0Bには、CPU2 1、ビデオ 

プᄆセッサ22、表示コントᄆ^ラ23、HDDインターフェ 

イス24、？٥〇インターフェイス25、ポインテイングデバ 

イスインターフェイス26及び外部インターフェイス27がそ 

れぞれ接続されており（すなわちコンピュ-夕2内部の全ての 

プロックが接続されている）、当該コマンドデ^タバᄌ20B 

を介してコマンドデータやアドレスデータの伝送を行うように 

なされている。

〇۶٧21はコンピュータ2全体の制御を行うブロックであ 

り、コンビュータ2のオぺレーテイングシステムが格納されて 

V١6ROM21A¿١アツプロードされたアブリケーシヨンソ 

フトウェア等が格納されるRAM21Bとを有している。コン 

ピュータ2を起動する場合には、 ٤?٧ 21は尺〇“21八に 

記憶されたオぺレーテイングシステムに基づいたソフトウェア 

を実行する。またァプリケーションソフトゥェァをこの起動中 

のォぺレーティングシステムの下で実行する場合には、〇۶٧

21
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2 1はまずハードディᄌクドライプ2 4 Aのハードディᄌクに 

記録されているアプリケ-シヨンソフトウエアを読み出して尺

その後、当該アプリケ-シヨン

ソフトウエアを実行する。

ビデオプロセッサ22は、コンピュ-夕2に入力される3٥ 

I規格のピデオ信号S 2を受け取り、当該ピデオ信号S 2に対 

してデータ変換を施すと共に、その変換されたビデオデータを 

一時的にバツフアリングするためのプロックである。具体的に 

は、ビデオプロセッサ22は、当該ビデオプロセッサ22の全 

体を制御するプロセッサコントロ-ラ22人と、受け取つたビ 

デオ信号32のぺイロード部からコンボジツトピデオ信号を抽 

出し、かつ当該コンボジツトビデオ信号をデイジタルのコンポ 

ーネントビデオ信号に変換するデータ変換部22Bと、データ

時的に記憶するフレームメモリ22〇とからなる。

プロセッサコントローラ22٨は、データ変換部223に対

して制御信号を送出することにより当該データ変換部223の

ビデオ信号32からタイムコードを抽出させる。またプロセッ 

サコントローラ22人は、フレームメモリ22٠に対して制御 

信号を送出することにより当該フレームメモリ22。のリード 

'ライトタイミング及びリ-ド，ライトアドレスを制御する。 

リ-ドタイミングに関しては、プロセッサコントローラ22人 

は表示コントローラ23に送出するタイムコードとビデオデー 

夕（フレームデータ）とが対応するょぅにフレームメモリ22 

〇のリードタィミングを制御する。

22
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プロセッサコントローラ22人から 

の制御信号に基づいてコンボジツトビデオ信号をデイジタルの 

コンポーネントビデオ信号に変換する。タイムコードはこの変 

換過程において抽出される。この変換により得られたビデオデ 

-夕は上述したようにフレームメモリ22〇に送出され、また 

抽出されたタイムコ-ドはプロセッサコントローラ22人に送 

出される。

フレームメモリ 22٠弦눗-夕変換部22묘하6供給츠九죠 

ビデオデ-夕を一時的に記憶する。このフレームメモリ22〇 

のリード/ライトタイミングは、上述したようにプロセッサコ 

ントロ-ラ22٨によつて制御される。このフレームメモリ2 

2〇は2個のフレームメモリから構成され、2フレーム分のビ 

デォデータを記憶し得るようになされている。

このフレームメモリ22〇に記憶されたビデオデータは、プ 

ロセッサコントロ-ラ22人の読み出し制御に基づいて読み出 

される。その際、フレ-ムメモリ22〇に記憶されたビデオデ 

ータを全画素読み出すのではなく、所定の間隔で間引いて読み 

出すことにより画像サイズを原画像よりも小さくする。このよ 

うにして画像サイズが小さく変換されたビデオデ-夕は、モニ 

（詳細は後述する）に表示される

ため、画像データバス20٨を介して表示コントローラ23に 

送出される。

表示コントロ-ラ23は、モニタ2Βに表示されるデ-夕を 

制御するための制御ブロックである。表示コントローラ23は 

メモリコントᄆ^ラ23AとVRAM （ビデォランダムァクセ 

スメモリ）235とを有してぃる。メモリコントローラ23人

23
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はコンビュ^夕2の内部同期に従つてVRAM23Bのリード 

，ライトタイミングを制御する。このVRAM23Bには、ビ 

デオプロセッサ22のフレームメモリ22〇から送出されたビ 

デオデータ及び〇卩٧21によつて生成されるイメージデータ 

が、メモリコントローラ23人からのタイミング制御信号に基 

づいて記憶される。：：0VRAM23Bに記憶されたビデオデ 

一夕やイメージデータは、コンビュータ2の内部同期に基づい 

たメモリコントローラ23人からのタイミング制御信号に基づ 

いて読み出され、モニタ2Bに表示される。

この場合、イメ-ジデ-夕によるグラフィック表示が〇٧1 

のためのグラフィック表示となる。CPU10^bVRAM2 

36{ خىخؤذح4٦6ة؛و-ظاًوبري١ 例えぱウインドウやカー 

ソル、或いはスクロールバーやデパイスを示すアイコン等のイ 

メージデータである。このコンビュータ2では、これらの複数 

@٠のノゾーリ，プー々ち^二々9R س ب  :レト۴つてに

じ1のためのグラフィック表示を得ている。

HDDインターフェイス24は、コンピュータ2内部に設け 

られたローカルハードディスクドライプ(HDD) 24Α¿® 

信するためのインタ-フェイスブロックである。このHDDイ 

ンタ-フェイス24とハ-ドディスクドライプ24人とは3٠ 

S I (Small Computer System Interface )の伝送フオ-マツ 

卜に基づいて通信が行われるようになされている。

ハ-ドディᄌクドライブ2 4 Aには、このコンピュータ2で 

起動するアプリケ-シヨンソフトウェアがインスト-ルされて 

おり、当該アプリケーションソフトウェアを実行する場合には、 

このハードディスクドライプ24人から読み出されて〇?٧2

24
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1のRAM21Bにアツプロ^ドされる。またこのアプリケ- 

シヨンソフトウェァを終了する際には、RAM21B،：|S|٥ 

れている編集オぺレーシヨンによって生成された各種情報（例 

えぱフアイル情報等）は、このハ-ドディスクドライプ24人 

を介してハ-ドディスクにダウンロ-ドされる。

FDDインタ-フェイス25は、コンビュ-夕2内部に設け 

られたフロッピ-ディスクドライブ（FDD） 25人と通信す 

るためのインタ-フェイスブロックである。この卩٥٥インタ 

ーフェイス25とフロツピーディスクドライブ25人とは3〇 

31の伝送フオーマットに基づいて通信が行われるようになさ 

れてぃる。

ポィンティングデバィスィンタ-フェィス26は、コンピュ

-夕2に接続されたマウス2٥及ぴキ-ボ-ド2〇からの情報

を受信するィンターフェィスプロックである。ポインティング

デバィスィンターフェィス26は、マウス2٥に設けられた2

次元口-タリ-ェンコ-ダの検出情報と、マウス2〇に設けら

れた左右のボタンのクリック情報とを当該マウス2٥から受け

取り、受け取ったそれらの情報をデコードして〇۶リ21に送

出する。同様に、ボィンティングデバィスィンタ-フェィス2

6はキーポ-ド2〇に設けられたポタンからの入力情報を受け

取り、受け取った入力情報をデコ-ドして〇?٧21に送出す

る。これにより٠۶٧21は、モニタ23に表示される〇リ1

のうちいずれのコマンドボタンが指示されたか認識し得ると共

に、キ-ボード2٠より入力された各種データを認識し得、そ

れらに対応する制御を行ぅことができる。

外部ィンターフェィス27は、コンビュ-夕2の外部に接続

25
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された編集処理装置3と通信するためのプロックである。外部 

インターフエイス27は٠۶٧21で生成された再生コマンド 

や記録コマンド等の各種制御コマンドを所定の通信プロトコル 

のデ-夕に変換するドライバを有しており、当該ドライバを介 

して制御コマンドを示す制御信号31を編集処理装置3に送出 

する。

1-2. 編集処理装置の構成

この項では編集処理装置3の構成について説明する。図3に

示すように、編集処理装置3は大きく分けてシステムコントロ 

ール部3人、マトリクススイッチャ部33、画像処理部3٠及 

ぴ音声処理部3٥からなつている。システムコントロール部3 

人は、コンピュータ2から送られてくる制御信号31や専用コ 

ントローラ4、5から送られてくる制御信号33、34を受け、 

当該制御信号31、33又は34を基に各ブロックの動作を制 

御する。具体的には、システムコントロ-ル部3人は、コント 

口 ー ルバ ス ٩ R を 介 丨 - て マ ط リ ク ス ス イ ヴ チ 수 ٠ ヌ R 画像処 

理部3٠及び音声処理部3٥の動作を制御すると共に、制御信 

tS5١ S6、 39又は312を送出してデイリーサーバ6、 

٧丁尺7及びローカルストレージ8の再生又は記録動作等を制 

御する。システムコントロ-ル部3八は外部より供給されるリ 

フエレンスタイムコード（REF-ТС）も受け取り、タイムコード 

の管理も行うようになされている。

マトリスクスイッチャ部33は複数の入力端子と複数の出力

端子とを有し、システムコントロール部3人からの制御に応じ

て所望の入力端子を所望の出力端子に接続するょぅになされて

2 6
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おり、これにより各デバイス（デイリーサーバ6、 VTR7X 

はローカルストレージ8）から読み出されたビデオ及びオーデ 

ィオ信号のうち所望の信号を画像処理部3〇や音声処理部3٥ 

に送出し得ると共に、所望の信号をコンビュータ2や各デバイ 

ス（٧丁尺7、口-カルストレ-ジ8又はオンエアバツフア9） 

に送出し得るようになされている。さらに画像処理部30によ 

つて処理されたビデオ信号をコンピュータ2に送出したり、或 

いはそのビデオ信号に音声処理部3٥によつて処理されたオー 

ディオ信号を重畳して各デバイス（VTR7、 ローカルストレ 

ージ8又はオンェアバツフア9）に送出し得るようにもなされ 

ている。

画像処理部3〇は、トランジシヨンエフヱクト（ワイプやぺ 

-ジターン等、バツクグラウンドの映像からフオアグラウンド 

の映像に切り換えるようなエフェクト）やアニメーションエフ 

ェクト（モザイクやピクチヤインピクチヤ等、特殊な画像処理 

や挿入処理を伴うェフェクト）といつたエフェクト処理をビデ 

オ信号に施すブロックであり、マトリクススイッチャ部30に 

よつて選択されたビデオ及びオーディオ信号からビデオ信号を 

抽出し、当該ビデオ信号にエフェクト処理を施した後、そのビ 

デ オ ٠ 유 » マ ط リ 々 ス ス イ 'ソ チ セ R じ ■屮 チ】 す ?、:

尚、この編集装置においては、ェフェクトの種類としてトラ 

ンジシヨンエフエクトとアニメ-シヨンエフエクトの2種類を 

有している。トランジシヨンエフェクトとは、ワイプ効果やぺ 

ージターン効果等のように、2つの画像を切り換えるピデオエ 

フェクトのことを言ぃ、ァニメーションェフェクトとは、3次 

元画像空間変換等の画像に特殊効果をかけるェフヱクト、また

27
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は、スポットライト効果、ズームアップ効果及ぴピクチャイン 

ビクチャ効果等のようにある画像にビデオエフェクトのかかっ 

た画像を揷入するエフヱクトのことを言う。

音声処理部3٥は、オーディオ信号のレべル調整や合成を 

行うプロックであり、マトリクススイッチャ部3٥によつて選 

択されたビデオ及びオ-ディオ信号からオ-ディオ信号を抽出 

した後、そのオーディオ信号にレべル調整を施したり、或いは 

オーディオ信号同士をそれぞれ合成したりし、その結果得られ 

るオ^ディオ信号をマトリクᄌᄌイッチャ部зв又はᄌビーカ 

11、12に出力する。

ここでこれら各プロックの構成を図を用いて以下に具体的に 

説明する。図4に示すように、システムコントロール部3人は、 

//fycpu （M— CPU） 30、コミユニケーシヨン〇卩٧

（C-CPU） 3 1及びデバイス制御用CPU （D — CPU） 

32〜34の複数の〇۶٧から構成される。 ر ي ح  C P U 3 0 

は、コントロールバス3£を介して各ブロック（すなわちマト 

リクスᄌイッチャ部ЗB、画像処理部ЗC及び音声処理部ЗD） 

に制御コマンドを与えることにより当該各プロックの動作を制 

御するための〇卩٧である。またコミユニケーシヨン。۶٧3 

1は、外部のタイムコード発生器（図示せず）によつて発生し 

たリフアレンスタイムコード（REF-ТС）を受け取つたり、或い 

はコンピュータ2からの制御信号31や専用コントローラ4、 

5からの制御信号33、34を受け取つたりするための通信用 

CPUである。またデバイス制御用〇۶٧32~34は、各デ 

バイス（すなゎちディリーサーバ6、 ٧丁尺7及びローカルス 

トレ-ジ8）に対して制御信号35、 S6、 S9X«S12^

28
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送出して当該各デバイスの動作を制御するための〇卩じである。 

このようなシステムコントロール部3人は、コミュニケ-シ

ヨン〇۶٧31によつて制御信号31、33又は34を受け取 

り、当該コミュニケ-シヨン〇۶リ3 1によつてその制御信号

SI、 33又は34が示す制御コマンドを再生する。この制御 

コマンドはシステムコントロール部3٨内部のバス35を介し 

てメイン٠۶じ30に転送される。メイン٠卩リ30はこの制 

御コマンドを解析し、デバイス制御が必要であれぱ対応するデ 

バイス制御用٠卩٧32、33又は34に制御コマンドを送出 

して当該デバイス制御用〇卩٧32、33又は34を介してデ 

バイスの動作を制御し、マトリクスᄌイッチャ部ЗB、画像処 

理部3٠又は音声処理部3٥の制御が必要であれぱ対応するプ 

ロックにコントロールバス3£を介して制御コマンドを送出し 

て当該ブロックの動作を制御する。

コミュニケ-シヨン〇۶٧3 1は、内部にコンピュータ2の 

外部インターフエイス27に対応した通信用のドライバを有し 

ており、当該ドライバによつてコンビュータ2から送られてく 

る制御信号31を受信するようになされている。またデバイス 

制御用〇۶٧32〜34は内部に尺3—422規格のドライバ 

を有しており、当該ドライバによつて尺3—422規格の制御 

信号35、 S6、 39又は312を各デバイスに送出するよう 

になされている。

続いて図5を用いてマトリクススイッチャ部33について説 

明する。この図5に示すように、マトリクススイッチャ部33 

は大きく分けて制御回路40、マトリクススィッチャプロック 

4 1及びフォーマット変換プロック42からなってぃる٠制御
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回路40はこのマトリクᄌスイッチャ部ЗBの全体を制御する 

回路であり、コントロールバス3£を介して受けた制御コマン 

ドに基づぃて制御信号320、 321を生成し、当該制御信号 

320、321をそれぞれマトリクススイッチャブロック41、 

フオ-マット変換プロック42に出力してその動作を制御する。

マトリクススイッチャブロック41は、入力端子IN1〜I 

N11にそれぞれ接続される複数の入カラインと、出力端子〇 

٧丁1〜〇٧丁13にそれぞれ接続される複数の出カラインと 

が格子状に配列されており、入カラインと出カラインが交差す 

るクロスポイント۶ （図中ズ印で示す）の所で当該入カライン 

と出カラインを接続し得るようになされてぃる。このためマト 

リクススイッチャブロック41は、制御回路40から供給され 

る制御信号820に基づぃて所望のクロスポイントの所で入力 

ラインと出カラインを接続すれぱ、入力端子IN1〜IN11 

に入力された所望の信号を所望の出力端子〇٧丁1~〇٧丁1 

3に出力することができる。尚、移行の説明におぃて、例えば 

1^7と〇٧丁9を接続するクロスボイントを「۶7 9」とし、

とする。

このマトリクススイッチャ部ЗBにおいては、デイリーサー 

バ6、٧丁尺7及びローカルストレージ8の各デバイスから読 

み出されたビデォ及ぴオーディオ信号がそれぞれ入力端子IN 

1〜IN8に入力されるようになされてぃる（但し、この図5 

の你1てけ ر 쉬없조 T M 1 〜 T N 이了 ド':尹っ卜历パっトーギ ر 

^■S7١ S8١ 310及ぴ313八~313£が入力され、入

力端子IN5〜IN8は空き端子となってぃる）。また入力端
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子IN9及びIN10には画像処理部ЗCによつて画像処理が 

施されたビデオ信号331、 332がそれぞれ入力され、入力 

端子1\11には音声処理部3٥によつて信号処理が施された

オーディオ信号333が入力されるようになされている。 

またこのマトリクᄌᄌイッチャ部звにおいては、出力端子 

〇リ丁1はローカルストレ-ジ8にビデオ及びオーディオ信号 

315を出力するための端子として割り当てられ、出力端子〇 

٧۴2は٧丁只7にビデオ及びオーディオ信号311を出力す 

るための端子として割り当てられ、出力端子〇٧丁3はオンエ 

アパツフア9にビデオ及びオーディオ信号316を出力するた 

0٧〜めの端子として割り当てられており、出力端子0니丁1 

丁3はそれぞれプログラム出力用の端子として割り当てられて 

いる。また出力端子〇٧٢4はプレピュー専用のモニタ1 3に 

ビデオ信号319を出力するためのプレビュー用の出力端子と 

して割り当てられており、出力端子OUT5はコンピュータ2 

にビデオ信号32を出力するためのキヤプチヤ用の出力端子と 

 して割り当てられている。ج^؛توذ±،ح؛ةج0آلا6~0آلا1

32〜0は画像処理部3〇にビデオ及びオーディオ信号323 

7を出力するための端子として割り当てられ、出力端子OUT 

1 ι〜ουτι 3は音声処理部3٥にビデオ及びオーディオ信 

号328〜330を出力するための端子として割り当てられて

いる。

フオ-マツト変換ブロック42は、制御回路40から供給さ 

れる制御信号321に基づいて、出力端子〇٧丁1〜〇٧١5 

に出力する信号を3٥1規格の信号に変換する回路プロックで 

1〜〇٧丁3に出力する信号をフォーマ؟あり、出力端子〇٧
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ツト変換するアウトプットプロセッサ43及びオーディオコン 

バイナ44と、出力端子〇し丁4に出力する信号をフオーマツ 

卜変換するアウトプットプロセッサ45と、出力端子〇し٢5 

に出力する信号をフオーマツト変換するアウトプットプロセッ 

サ46とを有している。

アウトプットプロセッサ43は、画像処理部3٠によつて画 

像処理されたビデオ信号（すなわち入力端子I N 9又はI N 1 

0に入力されるビデオ信号331又は332）を出力するとき、 

当該ビデオ信号S3lXttS32を3٥1規格のビデオ信号に 

変換する。オ-ディオコンバイナ44は、音声処理部3٥によ 

つて処理されたェンぺデッドオーディオ信号（すなわち入力端 

子IN11に入力されるオ^ディオ信号SЗЗ）を出力すると 

き、アウトプットプロセッサ43から出力される3٥1規格の 

ビデオ信号に当該ェンべデッドオーディオ信号3 3 3を重畳す 

る。これにより画像処理部3〇によつて処理されたピデオ信号 

S3 1、33 2や音声処理部3〇によつて処理されたオ٠_ディ 

オ信号333を3٥1規格の信号でローカルストレージ8や٧ 

丁只7或いはオンエアバツフア9に送出し得る。尚、このエン 

べデッドオーディオ（Embedded Audio ）とは、s D I規格の 

補助データ領域のパケットを使用して伝送されるデジタルオー 

ディオデータのことである。

入力端子IN1〜IN8に入力されたビデオ及びオーディオ 

信号を出力端子〇٧丁1〜〇٧丁3に出力する場合には、当該 

ビデオ及びオーディオ信号が3٥1規格で各デバイスから出力 

されてぃるので、ァゥトプットプロセッサ43及びォーディォ 

コンバィナ44は何ら処理せず、入力されるビデォ及ぴォーデ
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ィオ信号をそのまま出力端子〇٧丁1~〇٧丁3に出力する。 

アウトプットプロセッサ45、46も、同様に、それぞれ画

像処理部3〇によつて画像処理されたビデオ信号331又は3 

32を出力端子〇じ丁4又は〇リ丁5に出力するとき、当該ビ 

デオ信号S 31XflS32^SDI規格のピデオ信号に変換す 

る。これにより画像処理部3〇によつて処理されたビデオ信号 

S31又は232を3٥1規格の信号でプレビュー専用のモニ 

夕13やコンビユータ2に送出し得る。このアウトプットプロ 

セッサ45、 46も、入力端子IN1〜IN8に入力されたピ 

デオ及びオーディオ信号を出力端子〇٧丁4、〇リ丁5に出力 

する場合には、当該ビデオ及ぴオーディオ信号に何ら処理せず、 

そのまま出力端子〇٧丁4、 〇٧丁5に出力する。

続いて図6を用いて画像処理部3〇について説明する。この 

図6に示すように、画像処理部3〇は大きく分けて制御回路5 

〇と、デマルチプレクサプロック51と、スイッチャブロック 

52と、特殊効果ブロック53と、ミキサブロック54とを有 

している。制御回路5〇はこの画像処理部3〇の全体を制御す 

る回路であり、コントロ-ルバス3£を介して受けた制御コマ 

ンドに基づいて制御信号34〇、 S41、 S42、 ة43عج  

成し、当該制御信号340、S41、S42、343をそれぞ 

れデマルチプレクサブロック51、スイッチヤブロック52、 

特殊効果ブロック53、ミキサブロック54に出力してその動 

作を制御する。これによりこの画像処理部3〇では、マトリク 

ススイッチャ部33から供給されたビデオ信号（323〜32 

7）に対して画像処理を施す。ここで言ぅ画像処理とは、ソ- 

スビデォ信号に特殊効果を施したり、バックグラゥンドビデオ

33



wo 98/47145 PCT/JP98/01684

信号に特殊効果のかかつたビデオ信号を挿入したりするアニメ 

ーシヨンエフエクトや、バツクグラウンドビデオ信号からフオ 

アグラウンドビデオ信号に映像を切り換えるトランジションエ 

フエクトのことである。

デマルチプレクサブロック51は、3٥1規格の信号形式で 

送られてくるビデオ及びオーディオ信号323〜327からビ 

デオ信号又はキー信号を抽出するブロックである。このデマル 

チプレクサブロック5 1は、入力されるビデオ及びオ-ディオ 

信号3 2 3〜s 2 7からそれぞれ信号抽出を行う5つのデマル 

チプレクサ回路51人〜51£からなつている。デマルチプレ 

-- .ビデオ及びオーディオ信号323を形成す

る各パケツトのぺイロード部からキー信号を抽出する回路であ 

り、当該キー信号の先頭に配置されている同期信号及びへツダ

は、ビデオ及ぴオーディオ信号324を形成する各パケツトの 

ぺイロード部からビデオ信号を抽出する回路であり、当該ビデ 

オ信号の先頭に配置されている同期信号及びへツダ情報に基づ 

いて抽出を行う。同様に、デマルチブレクサ回路5 1〇はピデ 

オ及びオーディオ信号3 2 5からキー信号を抽出し、デマルチ 

プレクサ回路51٠はビデオ及びオ-ディオ信号326からビ 

デオ信号を抽出し、デマルチプレクサ回路5 1 P.けド٩ギナ及び 

オーディオ信号5 2 7からビデオ信号を抽出する。

スイッチャブロック52は、抽出されたキー信号及びビデオ 

信号に対してトランジションエフェクトのための処理を施すブ 

ロックでぁり、ヮィプ信号発生器52人、52Β、キー信号処 

理回路52〇、52٥、及びビデォ信号処理回路52£、52
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ドからなつている。ワイプ信号発生器52人は、制御回路50 

からの制御信号341に基づいてオぺレータが指定したトラン 

ジションエフェクトに対応するワイプ信号を生成し、当該ワイ 

プ信号をキー信号処理回路5 2〇及ぴビデオ信号処理回路5 2 

£に送出する。キー信号処理回路52〇は、供給されるワイプ 

信号に基づいてデマルチプレクサ回路51人から供給されるキ 

-信号を当該ワイプ信号に対応するように変換し（又は供給さ 

れるワイプ信号に基づいて当該ワイプ信号に対応する所望のキ 

一信号を新たに生成する）、その結果得られるキー信号を後述 

するミキサプロック54に送出する。またビデオ信号処理回路 

52£は、供給されるワイプ信号に基づいてデマルチプレクサ 

回路5 1 &か。٠،合$れ&ド'¥ナ٠&»$言女フノ٧イ啻&じ女トホ 

するように変換し、その結果得られるビデオ信号を後述するミ 

キサブロック54に送出する。

同様に、ワイプ信号発生器523は、制御回路50からの制 

御信号341に基づいてオぺレ٠_夕が指定したトランジシヨン 

ェフェクトに対応するワイプ信号を生成し、当該ワイプ信号を 

キー信号処理回路5 2٠及びビデオ信号処理回路5 2卩に送出 

する。キ-信号処理回路52٥は、供給されるワイプ信号に基 

づいてデマルチプレクサ回路51〇から供給されるキ-信号を 

当該ワイプ信号に対応するように変換し（又は供給されるワイ 

プ信号に基づいて当該ワイプ信号に対応する所望のキー信号を 

新たに生成する）、その結果得られるキ-信号を後述する特殊 

効果プロック53に送出する。またビデオ信号処理回路52۶ 

は、供給されるヮィプ信号に基づぃてデマルチプレクサ回路5 

1٥から供給されるビデォ信号を当該ヮィプ信号に対応するょ
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うに変換し、その結果得られるビデオ信号を後述する特殊効果 

ブロック53に送出する。

特殊効果プロック5 3は、制御回路5 〇から供給される制御 

信号342に基づいて、キ-信号処理回路52٥から出力され 

るキー信号及ぴピデオ信号処理回路52卩から出力されるビデ 

オ信号を3次元的に画像変換するためのブロックであり、3次 

元アドレス発生回路53人、フレームメモリ53B、 53CR 

び補間回路53٥、 53£からなつている。3次元アドレス発 

生回路53人は、制御信号34 2に基づいて、オぺレ-夕が指 

定した3次元的な画像変換を行うための変換アドレスを生成し、 

当該変換アドレスをフレームメモリ535、 53〇及び補間回 

路53٥、53£に出力する。

フレ-ムメモリ536は、キー信号処理回路52٥から供給 

されるキ-信号を順次内部のメモリ領域に格納すると共に、そ 

の格納されたキ-信号を変換アドレスに基づいて読み出すこと 

により、当該キー信号に対して3次元的な画像変換を施し、そ 

の結果得られるキー信号を補間回路53٥に送出する。同様に、 

フレ-ムメモリ5 3 Вは、ビデオ信号処理回路5 2卩から供給 

されるビデオ信号を順次内部のメモリ領域に格納すると共に、 

その格納されたビデオ信号を変換アドレスに基づいて読み出す 

ことにより、当該ピデオ信号に対して3次元的な画像変換を施 

し、その結果得られるビデオ信号を補間回路5 3 £に送出する。

補間回路53٥は3次元的な変換処理が施されたキー信号に 

補間処理を施す回路であり、変換アドレスに基づいてキー信号 

の画素を空間的に補間し、その結果得られるキー信号を後述す 

るミキサプロック54に送出する。同様に、捕問回路53£は
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3次元的な変換処理が施されたピデオ信号に補間処理を施す回 

路であり、変換アドレスに基づいてビデオ信号の画素を空間的 

に補間し、その結果得られるビデオ信号を後述するミキサブロ 

ック5 4に送出する。

ミキサプロック54は制御信号2 4 3による指示に従ってビ 

デオ信号を合成するプロックであり、2っのミツクス回路54 

А 54Bからなっている。ミツクス回路54人は、特殊効果 

プロック53から出力されるキー信号に基づいて、当該特殊効 

果ブロック53によって画像変換されたビデオ信号とデマルチ 

ブレクサ回路51£から出力されるビデオ信号とを合成するこ 

とによりビデオ信号331を生成する。またミツクス回路54 

Βί ؛١ スイッチャブロック5 2から出力されるキー信号に基づ 

いて、当該スイッチャプロック52から出力されるビデオ信号 

とミツクス回路54人から出力されるピデオ信号331とを合 

成することによりビデオ信号332を生成する。このようにし 

て生成されたビデオ信号331、 S32tt١上述したようにマ 

トリクススイッチャ部33に送出される。

単に2っの映像を切り換えるだけのトランジションエフェク 

卜を行う場合には、デマルチプレクサ回路51٥から出力され 

るピデオ信号をバツクグラウンドビデオ信号としてミツクス回 

路54٨を介してミツクス回路546に入力すると共に、ビデ 

オ信号処理回路52£から出力されるビデオ信号をフオアグラ 

ウンドピデオ信号としてミツクᄌ回路54Bに入力し、その2 

っのビデオ信号をキ-信号処理回路52٠から出力されるキ- 

信号に基づいて合成する。これによりバックグラゥンドビデォ 

信号からフオアグラゥンドビデオ信号に切り換ゎるビデォ信号
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332が生成される。

尚、フォアグランド映像とは、トランジシヨンエフェクトの 

実行によって画面に現れる画像または、アニメ-ションエフェ 

クトの実行によってバックグランフド画像に挿入され、エフェ 

クトパタ-ンを埋める画像の事を言う。また、バックグランド 

映像とは、トランジシヨンエフエクトの実行によつて、画面か 

- -アニメーシヨンエフェクトの実行

によつてフォアグランド画像が埋められたエフエクトパターン

が挿入される画像のことを言う。

またぺージターンのような画像変換を伴うトランジションエ 

フェクトを行う場合には、デマルチプレクサ回路51£から出 

力されるビデォ信号をバツクグラウンドビデォ信号としてミツ 

クス回路54٨に入力すると共に、ビデォ信号処理回路52卩 

から出力されるビデォ信号をフオアグラウンドビデォ信号とし 

て特殊効果プロック53を介して画像変換した後にミツクス回 

路54人に入力し、その2つのビデォ信号を特殊効果プロック 

53を介して信号処理されたキー信号に基づいて合成する。こ 

れによりぺージをめくるようにしてバツクグラウンドビデォ信 

号からフォアグラウンドビデォ信号に切り換わるビデォ信号S 

31が生成される。

またビクチヤインピクチヤのようなアニメーシヨンエフエク 

卜を行う場合には、デマルチプレクサ回路51£から出力され 

るビデォ信号をバツクグラウンドビデォ信号としてミツクス回 

路54٨に入力すると共に、ビデォ信号処理回路52ドから出 

力されるビデォ信号を挿入素材として特殊効果プロック53を 

介して画像変換した後にミックス回路54人に入力し、その2
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つのビデオ信号を特殊効果プロック53を介して信号処理され

たキ-信号に基づいて合成する。これによりバツクグラウンド

ビデオ信号に挿入素材が挿入されたピクチヤインピクチヤのビ

デオ信号331が生成される。

続いて図7を用いて音声処理部3٥について説明する。この 

図7に示すように、音声処理部3 ٥は大きく分けて制御回路5

5、入力信号処理ブロツク5 6、補助入力信号処理プロック5

7、ミキサブロツク58及び出力信号処理ブロック59からな 

つている。制御回路55はこの音声処理部3٥の全体を制御す 

る回路であり、コントロ-ルバス3£を介して受けた制御コマ 

ンドに基づいて制御信号345、 S46、 S47、 348を生 

成し、当該制御信号345、S46、S47、348をそれぞ 

れ入力信号処理ブロツク5 6、補助入力信号処理ブロツク5 7、 

ミキサブロツク58、出力信号処理ブロツク59に出力してそ 

の動作を制御する。これによりこの音声処理部3٥では、マト 

リクᄌᄌイツチヤ部ЗBから供給されたオーデイオ信号(S2 

8〜S3O)に対して音声処理が施される。ここで言う音声処 

理とは、オーデイオ信号のレべル調整と合成のことである。

入力信号処理ブロツク56は、3٥1規格の信号形式がパラ 

レル化され送られてくるビデオ及びオ٠-デイオ信号328〜3 

30からオーデイオ信号を抽出し、そのオーディオ信号を信号 

処理部(DSP^)で処理するために〇3۶フォーマットのオ 

ーディオ信号に変換して送出するブロックである。この入力信 

号処理ブロツク56は、信号分離回路としてのセパレータ56 

八〜56〇を有してぃる。セパレータ5бA〜56Cは、それ 

ぞれパラレル化された301規格のビデォ及びォ-ディォ信号
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328〜330から٥3؟フォーマットのオーデイオ信号を抽 

出する回路である。すなわち、セパレータ56人~56〇は、 

入力されるピデオ及びオ-デイオ信号3 2 8〜s 3 〇からエン 

ぺデツトオーディオ信号を抽出して、シリアル化した後オーデ 

ィオ信号をそれぞれミキサブロツク58に送出する。

補助入力信号処理ブロック5 7は、外部から入力されるAE 

SZEBU (Audio Engineering Society / European Broadca 

sting Union )フォ-マットのオ-ディオ信号を〇3۶フォ*_ 

マットのオ-ディオ信号に変換するブロックである。この補助 

入力信号処理プロック57は、レ-卜変換のためのサンプリン 

グレートコンバータ57人〜57٥と、フォーマット変換回路 

ハしての~デコーガ5 7卩.〜。7^>»右~丨.てい？，：サンプリン 

グレ-トコンバ-夕57人〜57٥では、供給されたAES' 

£3リフォーマットのオーディオ信号の異なるサンプリングレ 

-卜が音声処理部3٥内の所定のサンプリングレ-卜に変換さ 

れる。サンプリングレートが変換されたオーディオ信号は、デ 

コーダ57E〜57Hに送出される。デコーダ57E〜57H 

は、それぞれオーディオ信号をフオ-マツト変換する回路であ 

り、λ 力 ٨ れ み A R ٩ نم  R 다 T T フ ナ ー マ、、ノ ط の フト ー ギ ノ フトイ雲 & 

をそれぞれ٥3?フォーマットのオーディオ信号に変換し、そ 

の結果得られるオーディオ信号をそれぞれミキサブロツク5 8 

に送出する。

ミキサプロツク58は、オー"デイオ信号のレべル調整を行う 

と共に、信号合成を行うブロツクであり、ゲイン設定回路58 

A〜58Nと、加算回路58◦、 58۶と、ゲィン設定回路5 

8A〜58Nの信号レべルを専用コントローラ5へ送信するメ
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ータデータ発生回路58٠とからなつている。入力信号処理ブ 

ロック5 6から供給されたオーデイオ信号及び補助入力信号処 

理ブロック57から供給されたオーディオ信号は、それぞれ右 

側成分と左側成分に分離された後にゲイン設定回路58人〜5 

8Gとゲイン設定回路58H〜58Nに入力される。ゲイン設

コンピュータ 2 の

モニタ23に表示される٠٧1のオーディオフエ-ダ又は専用 

コントロ-ラ5に設けられたオーディオフエーダの操作に連動 

して抵抗値が変化するようになされており、これにより入力さ 

れるオーディオ信号をそれぞれオぺレータが指定した信号レべ 

ルにレべル調整する。

ゲイン設定回路58人〜58〇によつてレべル調整されたオ 

ーディオ信号は、それぞれ加算回路58〇に入力され、ここで 

加算された後に出力信号処理ブロック59に送出される。同様 

に、ノ产 ノ ソ 言٠ $ И !坎 я H 〜 디 я M ؛.ァ ٣ 시 て ئ ベ バノ ・ ٠ A > 

オーディオ信号は、それぞれ加算回路58؟に入力され、ここ 

で加算された後に出力信号処理ブロック59に送出される。メ 

-タデ-夕発生回路58٠は、後述する専用コントローラ5の 

パネルのディジタルメ-夕を直接制御するように、この時の信 

号レべルをデータへ変換する。変換されたデータは、専用コン 

トローラ5へ送出される。

出力信号処理プロック59は出力する〇3۶フォーマットの 

オーデイオ信号を3٥1規格の信号形式をパラレル化したエン 

べデッドオーディオ信号に変換するプロックである。この出力 

信号処理プロック59は、信号合成回路としてのェンべデット 

回路59人と、フオーマット変換回路としてのェンコーダ59
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B、59〇とを有している。エンぺデツト回路59人は、マト

信号を3び1規格のビデオ信号に重畳し得るように所定の信号 

 形式に信号変換を行う回路であり、加算回路58〇及び58؟

から供給されたシリアルのオ-ディオ信号を合成した後に所定 

の信号形式、すなわちパラレルのェンべデッドオーディオ信号 

に信号変換を行う。この処理により得られたエンべデッドオ- 

デイオ信号333は、上述したようにマトリクススイツチヤ部

33のコンパイナ44に送出される。

フオ-マツトのオーデイオ信号を؟エンコーダ596は〇3

卜のオーディオ信号にフオーマツト

変換する回路であり、加算回路58〇から出力されたオ-デイ 

7 1 ノ Rてレフ+ —マ、、ノレのナーギノフト信号٩ ٩ ナ信& » A

にフオ-マツト変換し、音声確認用のスビ-力11（図1参照） 

に送出する。同様に、エンコ-ダ59〇は٥3۶フオーマツト 

y 卜のオ-ディオ7؛_t,ÍBt^AES/EBU7i۴/>7؛،'_،،Z）t 

信号にフオーマツト変換する回路であり、加算回路58۶から 

出力されたオーデイオ信号を人£3^3٧フォーマットのオ 

ーディォ信号318にフォーマット変換し、音声確認用のスピ

。ーカ12（図1参照）に送出する

1—4. ローカルストレージの構成

次にこの項では編集処理装置3に接続されるデータ記憶手段

としてローカルストレージ8にっいて説明する。図8に示すよ 

うに、この口-カルストレ-ジ8は、入出カィンタ-フェィス 

としてのデ-夕入出カブロック60と、この口-カルストレ-
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ジ8全体の動作を制御するシステムコントロ-ルプロック61 

と、ビデオデータを記憶するディスクアレイプロック62と、 

オーディオデータを記憶するディスクアレイブロック63とを 

有している。尚、この図8には、1チャンネル分の入出カプロ 

ック及びディスクアレイブロックしか書かれていないが、実際 

には、5チャンネル分の入出カブロック及びディスクアレイブ 

ロックがある。

デ-夕入出カプロック60は入力1チヤンネノレ、出力2チヤ 

ンネルの構成を有しており、システムコントロールブロック6 

1からの制御信号360に基づいて、編集処理装置3から供給 

されたビデオ及びオーディオ信号315にデータ記憶に先立つ 

て所定の信号処理を施すと共に、ディスクアレイプロック62 

63から読み出したデ-夕に所定の信号処理を施してピデオ及 

ぴオーディオ信号313人〜313£として出力する。

具体的に説明すると、まず編集処理装置3から供給されたビ 

デオ及びオーディオ信号315はェンコーダ60人に入力され 

る。エンコーダ60人は3〇1規格のビデオ及びオーディオ信 

号315からビデオ信号361とオーディオ信号362を抽出 

し、当該ビデオ信号3 6 1をビデオ圧縮回路6 0 3に出力する 

と共に、オーディオ信号3 6 2をオーディオ圧縮回路6 0 لに 

th^t6٥t١٠٢tjï^|nJ^6OBfÜ；١Œ|٠l/lO0MPEG٠ 

格でビデオ信号361を圧縮し、その圧縮したビデオデータを 

バツフアメモリ60٠に格納する。同様に、オーディオ圧縮回 

- -.所定の音声圧縮方式を用いてオーディオ信号3 6

2を圧縮し、その圧縮したォーディォデータをバッファメモリ 

60尺に格納する。バッファメモリ60٠、 60尺に格納され
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たビデオデータとオ-ディオデ-夕は、システムコントロ-ル 

ブロック61の制御の基に順次読み出され、ビデオデータ用の 

ディスクアレイブロック62とオーディオ用のディスクアレイ 

ブロック6 3にそれぞれ記録される。

一方、再生第1チヤンネルのビデオデータとしてディスクア 

レイブロック62から読み出されたビデオデータは、システム 

コントロールプロック6 1の制御の基に、順次バツフアメモリ 

60Fに格納される。同様に、再生第1チヤンネルのオ-ディ 

オデ-夕としてディスクアレイブロック63から読み出された 

オーディオデータは、システムコントロ-ルプロック61の制 

御の基に、順次バッフアメモリ60Mに格納される。第1のピ 

デオ伸長回路6 0ドは、圧縮率1/10の^卩£0規格で圧縮され 

ているビデオデータをバツフアメモリ60?から読み出し、当 

該ビデオデ-夕を伸長処理した後、そのビデオデータS 6 3を 

第1のデコーダ60٥に出力する。同様に、第1のオ-ディオ 

伸長回路6 0しは、圧縮されているオーディオデータをバッフ

理した後、そのオーディオデータ364を第1のデコーダ60 

٥に出力する。第1のデコーダ6〇〇は3〇1規格のフオーマ 

ットに基づいてビデオデータ363にオーディオデータ264 

を重畳する。これによりディスクアレイプロック62から読み 

出した再生第1チヤンネルのビデオデータとディスクアレイブ 

ロック63から読み出した再生第1チヤンネルのオ-ディオデ 

-夕を3〇1規格のビデオ及びオ-ディオ信号3 1 ЗАとして 

送出し得る。

同様に、再生第2チャンネルのビデォデ-夕としてディスク
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アレイブロック62から読み出されたビデオデ-夕は、システ 

ムコントロールブロック61の制御の基に、順次バツフアメモ 

リ601に格納される。また再生第2チヤンネルのオ-ディオ 

宁 - タ ヒ して デ ィ フ、ク 了 レ イ ブ и ッ ク ج 표 か ら識み伍 خ れ٩匕٤ 

ーディオデータも、システムコントロールブロック6 1の制御 

の基に、順次バツフアメモリ60؟に格納される。第2のビデ

いるビデオデータをバツフアメモリ601から読み出し、当該 

ビデオデ-夕を伸長処理した後、そのビデオデータ365を第 

2のデコーダ60〇に出力する。同様に、第2のオーディオ伸 

長回路60^も、圧縮されているオーディオデータをバツフア 

メモリ60۶から読み出し、当該オーディオデータを伸長処理 

した後、そのオ-ディオデータ366を第2のデコーダ60〇 

に出力する。第2のデコーダ60〇は3٥1規格のフオーマツ 

卜に基づいてビデオデータ365にオーディオデータ366を 

重畳する。これによりディスクアレイプロック62から読み出 

した再生第2チヤンネルのピデオデ-夕とディスクアレイブロ 

ック63から読み出した再生第2チヤンネルのオーディオデー 

夕を3٥1規格のビデォ及びォーディォ信号314として送出 

し得る。

システムコントロールブロック61は、この口-カルストレ 

-ジ8の全体を制御するブロックでぁり١ CPU61A¿١ D

B١61C¿١S 

£ لح١ 制御信号3 

てぃる。CPU6

(Direct Memory Access controller )61 

CSIプロトコルコントローラ61D、61 

12の入カィンターフェィス61۶とを有し 

1人はシステムコントロ-ルプロック61の
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中心的存在である制御回路を構成しており、編集処理装置3か 

ら尺3—422の通信プロトコルで送られてくる制御信号31 

2を入カインターフエイス6 1۶を介して受け、その制御信号 

SI 2が示す制御コマンドに基づいて、٥河人コントロ-ラ6 

1Β、61CとSCSIプロトコルコントローラ61D、61 

Eの動作を制御する。تترهCPU61人は上述したように制御 

信号360を生成してデ-夕入出カブロック60に出力するこ 

とにより当該デ-夕入出カブロック60の動作を制御する。

èe>؛：CPU61A»١ディスクアレイブロック62及び6 

3の記録アドレスを、記録されるデータのタイムコードと共に 

管理しており、これによりタイムコードを基準にしてそのタイ 

ムコ-ドが示すデ-夕の記録アドレスを容易に検索し得るよう 

になされている。具体的には、CPU61Aは、ディスクアレ 

イブロック6 2にフレーム単位で記録されるビデオデータの全 

記録アドレスと、記録されるフレームの全タイムコードとを対 

応付けた対応表を内蔵メモリに記憶している。同様に、CPU 

61АЦ١ディスクアレイプロック63にフレ-ム単位で記録 

されるオーディオデータの全記録アドレスと、記録されるフレ 

ームの全タイムコ-ドとを対応付けた対応表を内蔵メモリに記 

憶している。従つて外部からタイムコードを指定しさえすれぱ、 

対応表を参照して記録アドレスを容易に探し出すことができ、 

ビデオデータ及ぴオーディオデータを速やかに再生することが 

できる。

ع ٢ tM0DMA：iybnk-٧61B ة؛ ١0?٧61٨دؤز ة  

のコマンドに応じて、データ記録時にはデータ入出カプロック 

60のバッファメモリ60〇からビデォデータを読み出し、デ
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ータ再生時にはデ-夕入出カブロック60のパツフアメモリ6 

OF、 601にピデオデータを書き込む。またピデオ系の3〇 

3 1ブロトコルコントロ-ラ6 1٥は、データ記録時、CPU 

61人からのコマンドと、DMAコントローラ6 1Βから受け 

取つたフレーム単位のピデオデータと、そのビデオデータのフ 

レームに付与されているタイムコードとを3031フオーマツ 

卜のデータ367に変換してビデオデータ用のディスクアレイ 

ブロック62に送出し、ビデオデ-夕の記録を当該ディスクア 

レイブロック62に指示する。またSCSIプロトコルコント 

ローラ6 1٥は、データ再生時、ディスクァレイブロック6 2 

から再生された3〇31フオ-マツトのビデオデータ367を 

受け取り、これを元のデータ形式に変換して ٥^]٨ コントロー 

уб1В؛:^Ш-۴0٥

同様に、オーディオ系の٠矹人コントローラ6 1〇は、СР 

٧61人からのコマンドに応じて、データ記録時にはデ-夕入 

出カブロック60のバツフアメモリ60仄からオーディオデー 

夕を読み出し、データ再生時にはデータ入出カブロック60の 

バツフアメモリ60河、60۶にオーディオデータを書き込む。 

またオ-ディオ系の3٠31プロトコルコントロ＞-ラ61£は、 

デ-夕記録時、CPU61A ده к لح١ DMA：٧b

ローラ6 1 ◦から受け取つたフレーム単位のオーディオデータ 

と、そのオーディオデータのフレームに付与されているタイム 

コ-ドとを3。31フオーマツトのデータ368に変換してオ 

ーディオデータ用のディスクアレイプロック63に送出し、オ 

ーディォデ-夕の記録を当該ディスクァレィプロック63に指 

示する。またSCSIプロトコルコントローラ61Εは、デー
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夕再生時、ディスクアレイブロック63から再生された3٠3 

1フオーマツトのオーディオデータ268を受け取り、これを 

元のデータ形式に変換して٥以人コントロ-ラ61〇に送出す 

る。

ビデオデ-夕用のディスクアレイブロック6 2及びオ-ディ 

オデータ用のディスクアレイブロック63は、それぞれ内部に 

複数のハ-ドディスクを有したディスクアレイ装置からなり、 

その複数のバードディスクを並列的に同時運転してピデオデー 

夕やオーディオデータを記録するようになされている。またデ 

ィスクアレイブロック62及び63は、データを記録するとき 

に冗長性を持たせて記録するようになされており、これにより 

ディスクアレイ装置内のいずれかのハードディスクが故障した 

場合でも、故障したハ-ドディスクに記録されていたデータを 

復旧(再構築動作ともいう)し得るようになされている。なお、 

このようなデ-夕の再構築機能を有するディスクアレイ装置は、 

-般に、RAID (Redandant Array of Inexpensive Disks) 

と呼ぱれている。

ここでこのようなディスクアレイプロック62、 63につい 

て、以下に図を用いて具体的に説明する。但し、ディスクアレ 

イブロック62、63は基本的に同一の構成を有しているので、 

ここではディスクアレイプロック62についてのみ説明する。 

図9に示すように、ディスクアレイブロック62は、大きく分 

けてバツフアメモリ62人と、ディスクアレイコントローラ6 

2B¿١デ-タマルチプレクサ62٠と、パリテイ演算回路6 

2Dと、複数の3٠31プロトコルコントロ-ラ62£〜62 

1と、複数のハードディスク62]~62^とからなってぃる。
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バツフアメモリ6 2人はデータの一時記憶用のメモリであり、 

図8に示したシステムコントロ-ルプロック61から送出され 

る2〇31フオ-マツトのデータ367を順次受け取つて記憶 

すると共に、データ再生時には後述するデータマルチプレクサ 

62匚から送られてくるデ-夕をデータ送出に伴つて一時的に 

記憶する。

デイスクアレイコントローラ623は、このディスクアレイ 

ブロック6 2における記録動作や再生動作等、ブロック全体の 

動作を制御する回路である。このディスクアレイコントロ-ラ 

62Bは、バツフアメモリ62Aに記憶されているデ^夕のう 

ちシステムコントロールブロック61からの制御コマンドに関 

するデータをコマンドデータバス62۶を介して受け取り、そ 

の制御コマンドに対応したコマンドデータをコマンドデータバ 

ス62۶を介してデ-タマルチプレクサ62〇、SCSIプロ 

トコルコントローラ62£〜621及びハードディスク62) 

〜62Nに送出することにより各部の動作を制御する。

デ-タマルチプレクサ6 2〇は、データ記録時、ビデオデー 

夕等の記録対象のデータをバツフアメモリ6 2人から読み出し 

て当該データを3。2 1プロトコルコントローラ62£〜62 

H ☆ 介 丨. て ه ハ ー ド ギ ノ ス 々 ft 9 ) 〜 ft 9. M ى ■ り 分 바 즈 > jfc 

に、振り分けたデータ内容をパリテイ演算回路62٥に通知す 

る。またデータマルチプレクサ62〇は、データ再生時、各ハ 

ードディスク62)〜62厘から再生されたデ-夕を1つにま 

とめてバツフアメモリ6 2人に送出すると共に、ハ-ドディス 

ク6 2 2 6〜ل^の損傷等にょり再生できなかったデータがぁ 

るのでぁれぱパリティ演算回路62٠から供給されるパリティ
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データを基にそのデータを再構築演算によつて再生する。

パリティ演算回路62۶は、データ記録時、データマルチプ

レクサ62〇が振り分けたデータ内容に基づいてそれらのデー 

夕のパリテイデータを演算し、当該パリテイデータを3٠31 

プロトコルコントローラ621を介してハードディᄌク62N 

に供給する。またパリテイ演算回路62؟は、デ-夕再生時、 

ハ-ドディスク62)~62乂から再生できないデータがある 

のであれぱ、ハ^ドディスク62Nから再生したパリテイデ^ 

夕をデ-タマルチプレクサ62〇に送出する。

3〇31プロトコルコントロ-ラ62£~621は、デ-夕 

記録時、データマルチプレクサ6 2٥から供給された記録対象 

のデ-夕又はパリテイ演算回路62۶から供給されたパリテイ 

データをハードディスク6 2 2 6〜لNの記録フオーマツトに 

合つたデータ形式に変換し、当該変換されたデータをハードデ 

ノ إ 々 ft ٠ ل 〜 « ٠  M 卜 근 屮: せ~ ス また3٠31プロトコルコ 

ントローラ62£~621は、データ再生時、各ハードディス 

ク62J〜62Nから再生されたデータをSCS1フオーマツ 

卜のデータ形式に変換し、これをデー*タマルチプレクサ6 2C 

又はパリテイ演算回路62۶に送出する。

٩にS Tプロ、コルコソط 口 -ラfi 9. ۶.〜ft 9 Tけハ-ド 

ディスク62J〜62Nをアクセスした際に当該ハ^ドディᄌ 

々 ft 9- T ~ Д ワ M 이 & ۴ ٠ @ س  の ا' - 々 S Æ ؛ マネ 훙 六니, ٦ ᅮ :レ M

検出された場合には、その検出結果をディスクアレイコントロ 

ーラ623に送出するようになされており、これによりディス 

クァレィコントローラ623からデータマルチプレクサ62〇 

にデータ再構築を指示し得るょぅになされてぃる。
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ハードディスク62J〜62Νは、ビデオデータ等の記録対 

象のデータを分散して並列的に記録するためのデ-夕記憶手段 

である。この例では、^|ハ"٦八一だ~プノフ々《٠丁〜《٠٩斤を 

設けてデータを分散するようになつているが、この数は特に限 

숨 A ٨ も の 거 け か い ب の ハ ー ド，デリ ス 々 ft 9. T 〜 ft 9 卜十

データ記録時、SCSIプロトコルコントローラ62Ε〜62

共に、データ再生時にはデータを順次読み出して3〇31プロ 

トコルコントᄆーラ62E〜62Hに送出する。このように複 

数のハードディスク6 2 2 6〜ل河を設けてデータを分散して 

記録するようにしたことにより、このディスクアレィプロック 

62ではビデオデータ等のような大容量のデータであつても確 

実に記録することができる。

またハードディᄌク62Nは、記録対象のデータを基に算出 

したパリティデータを記録するためのデータ記憶手段である。 

ごのハード千’ノス々6 9.〜けデータ記録時、SCSI/Pb 

コルコントローラ621から供給されるパリティデ-夕を順次 

所望の記録ェリアに記録すると共に、データ再生時にはパリテ 

ィデータを順次読み出して3〇31プロトコルコントロ-ラ6 

21に送出する。このように記録対象のデ-夕を基に算出した 

パリティデータを、当該記録対象のデータを記録するハードデ 

ノ ス 々 ft 9 آ 〜 ft 9 يآ مل  け ¾11 の ハ ー ド ギ ر ス 々 ñ 9 M س 취 ٠ ナ 

るようにしたことにより、故障等によつてハードディスク62

データを基にデータを再構築することができる。

ここでこのデ-夕再構築の原理にっぃて説明する。まずデー
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タマルチプレクサ62。によつて割り振られたデ-夕のうちハ 

-ドディスク62Jに割り振られたデ-夕をDO、ハ-ドディ 

スク62民に割り振られたデータを٥1、ハードディスク62 

乙に割り振られたデータを٥2、ハードディスク62^に割り 

振られたデ-夕をD3とし、パリティ演算回路62卩によつて 

算出されたパリティデータを۶〇とする。

パリティ演算回路62卩内部には、図10人に示すような論 

理演算手段70が設けられており、当該論理演算手段70によ 

つてパリティデータを算出するようになされている。この論理 

演算手段7 〇は、ハードディスク6 2 لに割り振られたデ-夕 

〇0と、ハードディスク62尺に割り振られたデータ٥1と、 

ハードディスク62乙に割り振られたデータ٥2と、ハードデ 

ィスク62^に割り振られたデータ٥3とを加算し、その加算 

結果が偶数であれぱ値「1」のパリティデータ۶٥を出力し、 

加算結果が奇数であれぱ値「0」のパリティデータを出力する。 

加算結果が「0」である場合には、偶数と見なして値「1」の 

パリティデータ؟〇を出力する。

具体的には、図103に示すように、例えぱデ-夕〇0〜٥ 

3が全て値「0」の場合には、論理演算手段70は加算結果が 

「0」となるので値「1」なるパリティデ-夕卩〇を出力し、 

データ٥0〜٥2が値「0」でデータD3が値「1」の場合に 

は、加算結果が「1」となるので値「〇」なるパリティデータ 

卩٥を出力する。以下、同様の原理でその他のデータの組み合 

わせについても、図10Bの図表のようなパリティデ^夕PD 

を出力する。このょぅに算出されたパリティデータ卩〇は、上 

述したょぅにSCSIプロトコルコントローラ621を介して
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ハードディᄌク62Nに記録される。

ここで再生時にハ-ドディスク62しの故障で当該ハードデ

ィスク62乙に記録されているデ-夕٥2が再生できなかつた 

とすると、ディᄌクアレイコントᄆーラ62Bは、 SCSI； 

ロトコルコントローラ6 2٠からの再生不可の検出結果を受け 

て、データマルチプレクサ62٠にパリテイデータによるデー 

夕再構築を指示する。これを受けたデ-タマルチプレクサ62 

Сй١図1 1人に示すように、内部に設けられた論理演算手段 

71に対してハ-ドディスク62）から再生されたデータ٠0、 

ハードディスク62仄から再生されたデータ〇1、ハードディ 

スク62“から再生されたデータ〇3及びハードディスク62 

Nから再生されたパリテイデ^夕PDを入力し、当該論理演算 

手段71によつてデ-夕٥2の再構築のための演算を実行する。 

この論理演算手段71は、パリテイデ-夕۶٥を算出する論理 

演算手段70と同様に、入力されるデータ٥〇、Dl、٥3及 

びパリテイデータ卩〇を加算し、その加算結果が偶数であれぱ 

値「1」の再構築データ（D2）を出力し、加算結果が奇数で 

あれぱ値「0」の再構築データ（D2）を出力する。

具体的には、図11人に示すように、例えぱデータDO、D

1、٥3が値「0」でパリテイデータ卩٥が値「1」の場合に 

は、論理演算手段7 1は加算結果が「1」となるので値「OJ 

なる再構築データ（D2）を出力し、データ٥〇、Dl、PD 

が値「0」でデータ٠3が値「1」の場合には、加算結果が同 

じく 「1Jとなるので値「0」なる再構築データ（D2）を出 

力する。以下、同様の原理でその他のデータの組み合ゎせにっ 

ぃても、図11Bの図表のょぅな再構築デ^夕（D2）を出力
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に、ハードディスク62乙の故障により再生できなかつたデー

夕٥2が正確に復元できている。

このようにしてこのディスクアレイブロック6 2では、デー 

夕記録時、記録対象のデ-夕〇0~٥3を基にパリテイデ-夕 

PDを算出してハ^ドディᄌク62Nに当該パリテイデ^夕P 

٥を記録するようにしたことにより、デ-夕再生時にハードデ 

ィスク62）、62Κ、fí 9 T.لآ け ñ 9. 1나 の Afr ٠ 卜 ۴ مبل - 々 

DO、 DI、 ٥2又は〇3が再生できなかつた場合でも、当該 

パリティデ-夕۶〇を基に再生できなかったデ-夕٥〇、〇1 

٥2又は٥3を確実に復元し得る。

2. グラフィックユーザインターフェースの構成

2-1. 本実施例の編集装置1においては、まずコンビュー 

夕2により編集用のアプリケーシヨンソフトウェアを、コンビ 

ュータ内^のハᅳドデノス々り・¾. ·屮丨.てم

とによって、モニタ2B上に図1 2に示すような編集用のグラ 

フィカルユ-ザインタ-フェース9 〇を表示させる。

編集処理を行なうためのグラフィカルユーザインターフェー 

ス90は、ビュ-アウインドウ92、 ログウインドウ93及ぴ 

プログラムウインドウ94の3つのウインドウから構成され、 

これら3っのウインドウを使用して編集操作を行なう。

ビュ-アウインドウ9 2は、選択されたソ-スデバイスから 

再生されたビデオイメージをビュ-イングしながら、そのソー 

スデバィスから再生された編集素材に対してィン点及びァゥト 

点を設定するためのゥィンドゥでぁる。 ログウィンドゥ9 3
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は、イン点及びアウト点の指定によって生成されたイべントを 

表わすクリップカード（スタンプピクチャ）を登録するための 

ウインドウである。 プログラムウインドウ94は、イン点及 

びアウト点が指定されたイべントを、タイムラインに並べるこ 

とによって、所望のブログラムを作成するためのウインドウで 

ある。

大まかな編集方法としては、ビューアウインドウ92におい 

てイン点及びアウト点を指定することでイべントを生成する。 

そして、ログウインドウ93にその作成したイべントをクリッ 

プカードとして表示する。このような作業を繰り返すことによ 

つてログウインドウ93上に複数のイぺントを表わすクリップ 

力-ドが表示される。

次に、ログウインドウ93に登録されたイべントの中から所 

望のイべントをドラッグアンドドロップを使用して、プログラ 

ムウインドウ94のタイムライン95に並べてることによって、 

プログラムを作成することができる。また、このタイムライン 

上で、タイムライン95上に並べられたイべントに対してアニ 

メ-シヨンエフェクト又はトランジシヨンェフェクト等ビデオ 

ェフェクトを設定することができる。

2—2. ビューアウインドウの構成

ピューアウインドウ92は、ソースデバイスを選択し、選択

されたソースデバイスから再生されたビデオイメージをビュー 

イングしながら、そのソ-スデバイスから再生された編集素材 

に対してィン点及びァゥト点を設定するためのゥィンドゥでぁ 

る。
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図13に示すように、ビューアウインドウ92は、ソースデ 

バイスから再生されたビデオイメ -ジをビューイングするビュ 

ーア106と、選択されたソースデバイスをコントロールする 

ためのデバイスコントロール部96と、ビューアウインドウ9 

2に表示されている素材に対して、イン点を指定するためのマ 

ークインポタン115と、マークインポタン115のクリック 

によって指定されたイン点のスタンプ画像を表示するイン点画 

像表示部1 10と、ピュ-アウインドウ92に表示されている 

素材に対して、アウト点を指定するためのマークアウトポタン 

116と、マ-クアウトボタン116のクリックによって指定 

されたアウト点のスタンプ画像を表示するアウト点画像表示部 

112有している〇

ビューアウインドウ92は、イン点画像表示部110に表示 

されているスタンプ画像のタイムコードつまりイン点のタイム 

コ-ドを表示するためのイン点タイムコード表示欄111と、 

ァウト点画像表示部112に表示されているスタンブ画像の夕 

イムコードっまりアウト点のタイムコ-ドを表示するためのア 

ウト点タイムコード表示欄113と、イン点とアウト点のマー 

キングによって生成されたイべントの期間(Duration)を表示す 

るための欄であって、イン点のタイムコード及びアウト点の夕 

イムコ-ドに基いて演算されたタイムコードが表示される〇٧ 

尺表示欄114とを有している。

さらに、ビュ-アウインドウ92は、デイリーサーバ6、V 

TR7、ローカルストレージ8、

ナ"M Tッーフ' + ب ¢¾一 7 ء 

Ш^^У1О2(1О2А~1О2Е)^٠1Т٧١6٥ШЖ؛
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ぺレータが、これらのいずれかのソース選択ポタンをクリック 

することにより、デイリーサーバ6、VTR7、ローカルスト 

レージ8、٠・人力٠٨け٢みび内^:、力了^۴のいず扣土を 

ソ-スデバイスとして選択することができる。

補助入力部人٧又は複数のソ-スを有するもので、現在、捕 

助入力部八^父として設定されている補助入力部(AUX1〜 

AUXn)内のいずれかの入力部名がソース選択ボタン102 

٥に表示される。

デバイスコントロ ール部9 6は、ᄌライダ(Slider)٠ß 12 0 

及びジョグシヤトル部121とを有している。スライダ部12 

〇を操作することによって、イべントの長さを示すデュレーシ 

ョン表示部120人の範囲内においてスライダ1203の表示 

される位置によって、現在、再生中のフアイルの現在位置を表 

すと共に、当該ᄌライダ120Bをマウᄌ2Dによってデュレ 

ーション表示部120人の任意の位置にスライドすることによ 

つてフアイルの所望の位置をサ-チすることができる。矢印ボ 

タン120〇又は120٥をクリックすることにより、フアイ 

ルの位置をそれぞれ±1フレ-ムずつ前後に移動させることが 

できるようになされている。

ジョグシヤトル部121は、1倍速再生を指示する再生ボタ 

ン1 1 9人と、スチル再生を指示するスチルボタン1 1 9Β¿ 

シヤトル再生するシャトルモードを指示するシヤトルボタン1 

21A¿١このシヤトルモ-ドにおいてデバイスのサ-チ速度 

を_50倍速から+50倍速範囲で可変にするためのボタン12

ビュ-ァゥィンドゥ92は、さらに、選択された編集素材名
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が表示される素材名欄107と、ビュ-ア106に表示されて 

いる映像フレームのタイムコードが表示されるタイムコード表 

示欄108と、ピューアウインドウ92の状況（ステイタス） 

を表示するためのステイタス欄109とを有している。

タイムコード表示欄108をクリックすることにより、当該 

タィムコード表示欄108を入カモ-ドに設定することができ、 

ここでタィムコ-ド表示欄1 0 8に素材の所望の位置のタィム

コ-ドを入力してエンタ-キ-を入力することにより、素材の 

所望の位置をタイムコードに応じて探し出す（サ-チ）ことが 

できる。

また、ステイタス欄109のステイタス表示が「OPEN」 

となると、デバイスコントロール部96によるデパイスコント 

口-ルによつて選択された素材に対するデバイスコントロ-ル 

が実行可能な状態に設定されていることを示す。

さらに、ステイタス欄109にテンキ-入力により再生速度 

を入力すると、当該再生速度でデバイスを再生モードに設定す 

ることができる。このとき再生中の素材の所望位置において、 

マークインボタン115をクリック入力することにより、その 

位置にイン点が設定されると共に、スタンプ画とタイムコ-ド 

が取り込まれてそれぞれイン点画像表示部110とイン点タイ 

ムコ-ド表示欄111とに表示される。さらに選択された素材 

のサーを行ない、マ-クアウトボタン116をクリック入力す 

ることにより、その位置にアウト点が設定されると共に、スタ 

ンプ画とタィムコ-ドが取り込まれてそれぞれァゥト点画像表 

示部1 1 2とァゥト点タィムコ-ド表示欄1 1 3とに表示され

る。
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また、イン点タイムコ-ド表示欄111をクリックすること 

によつてイン点タイムコ-ド表示欄111をタイムコ-ドの入 

カモ-ドにかえることができ、このときイン点タイムコード表 

示欄111に目的のタイムコ-ド値をテンキ-入力することに 

より入カタイムコードに対応する素材データの画像をイン点画 

像として読み出し、イン点画像表示部110に表示させること 

もできる。同様にしてアウト点タイムコ-ド表示欄113をク 

リックすることによつてアウト点タイムコード表示欄113を 

タイムコードの入カモードにかえることができ、このときアウ 

卜点タイムコード表示欄113に目的のタイムコード値をテン 

キ-入力することにより入カタイムコ-ドに対応する素材デー 

夕の画像をアウト点画像として読み出し、アウト点画像表示部 

112に表示させることもできる。 またビューアウインドウ 

92は、イン点とアウト点によって規定された編集素材を、イ 

べントとして登録する前に、イン点からアウト点の素材をプレ 

ビュ٠_するためのブレビューポタン1 1 7と、そしてその設定 

状態でビューアウインドウ92においてイン点及びアウト点を 

が設定された素材をイべントとして登録するための人〇٥ボタ 

ン122人と、イべントを登録する際のェントリーモードとし 

て、イべントをログウインドウ93にクリップカードをして登 

録するログモードを選択するログポタン1 22Β、イベントを 

登録する際のェントリーモードとして、タイムライン95にイ 

べントを登録するタィムラィンモードを選択するタィムラィン 

ボタン12 2〇とを有してぃる。

2-3. ログゥィンドゥの構成
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ログウインドウ9 3は、ビュァ-ウインドウ9 2において登 

録されたィべントをクリップカ-ド179として格納してぉく 

ためのデータべースゥィンドゥでぁる。

このログゥィンドゥは、複数のクリップカードを表示するた 

めのクリッブカード表示ェリアと、ダィレクトェントリーボタ 

ン180と、シ-ンチェンジボタン178人と、リコ٠-ルポタ 

ン17 8〇と、ソ-トボタン17 8٥、デリートボタン17 8 

Ë、ダゥソロ--ドポ々.ソ1 7»۴しレ»٥してい？，1

ダィレクトェントリーボタン178〇は、ログウィンドゥに 

格納されているクリップカ-ド179をタィムラィン上に自動 

的に並べるダィレクトェントリーモ-ドを設定するためのボタ 

ンである。このダィレクトェントリーモードとは、ログウィン 

ドゥ93に表示されているクリップカ-ド179を、ドラッグ 

アンドドロップせずにクリックするだけで、タィムラィン上に 

並べることができるモードである。具体的には、後述する。

シ-ンチェンジボタン178〇は、このログゥィンドゥ93 

にクリッブカード179として格納されるィべントに対して、 

一連のクリップ名を付けたい場合に使用するボタンである。こ 

のシーンチェンジポタン178〇がクリックされると、シーン 

名設定ダィアログがオープンする。このシーンの設定方法につ 

いては後述する。

リコ-ルボタン178〇は、クリックすることによりクリツ 

プ名等をもとにクリップカ-ド179を検索するボタンであつ 

つて、ソートボタン178٥はクリックすることによりクリッ 

プカード179を降順又は昇順に並べ替ぇするボタンでぁって、

A ء、卜 宁내 一 ط ボ 々、ノ 1 7 я P 卜十 ノケ 1J '、、々 ب ٨  ン س 卜っ ٣ D
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グウインドウ93上に登録したクリップカード179の削除を

設定するボタンである。

さらにダウンロ^ドボタン178Bは、選択されたクリップ 

カード179を口-カルストレ-ジ8へのダウンロードを指示 

するためのボタンである。

このログウインドウ93に登録されたクリップカ-ド179 

を表示するための表示形式として、図15人〜図15〇に示す 

ように、3っのクリップカ-ド表示形式が存在する。

図15人に示すような第1のクリップカ-ド表示形式は、ク 

リップ名、イン点のスタンプビクチャ及びイべントのデュレー 

ションを表示する形式である。

リップカ-ド表示形式は、クリップ名、イべントデュレ-ショ 

ン、イン点及びアウト点のタイムコード及びイン点及びアウト 

点のスタンプビクチャを表示する形式である。図15〇に示す 

ような第3のクリップカード表示形式は、クリップ名、イべン 

トデュレ-ション、イン点のスタンプピクチャ及びイべントに 

関する情報を記載したテキストを表示するテキスト表示欄を表 

示する形式である。

編集オぺレータによって、これらの3っのクリップカード表 

示形式の中から所望のクリップカード表示形式が選択され、こ 

のログウインドウ93にイぺントをクリップカ-ドとして格納 

する場合には、その選択されクリッブカード表示形式となるよ 

うにクリップカ-ドが表示される。

2—4. プログラムゥィンドゥの構成

プログラムゥィンドゥ9 4は、ビューァゥィンドゥ9 2にお
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いてイン点とアウト点が指定された素材及びログウインドウ9 

3に格納されているクリップカード179を、タイムライン上 

にイべントとして並ぺることによつて、プログラムリスト(E 

D)を作成するためのウインドウである。

図1 6及び図1 7に示すようにプログラムゥィンドゥは、ビ 

デォ及びォ-ディォを貼り付ける複数のラィンにょり構成され

ているタイムライン95を有している。このタイムライン95 

は、 احد-ءبم١حياًاهاً  (Base Video Line) 1 3 2Α、ベース 

オ^ディオライン132B、サプオーディオライン134、ビ 

エフェクトライン1 3 5と、オーバレイライン(Overlay Line) 

136と、٥3仄ライン137と、ボイスオ-バライン138

٨١1386لءدؤتلح٠خجج4٦6ه

ぺ-ᄌビデオライン(Base Video Line) 132人は、べースと 

なるべースビデオを貼るためのラインであって、ぺースォーデ 

ィォライン1 3 2Β^١べースビデォに関連するべースォーデ 

ィオを貼るためのラインである。このべースビデオライン13 

»٨＞べースナー宁リ，卜^ノソ1 常にリンクしてお

り、同じ素材が使用される。

オ-バレイライح (Overlay Line)l 3 6は、2つの映像を合 

成するようなアニメーションェフェクトを設定した場合に使用 

するラインであって、べースビデォに対してォーバレイさせる 

ビデオを貼るためのラインである。サブォーディォライン1 3 

4は、オーバレイライン1 36に貼られたオーバレイビデオの 

オ-ディオを設定するためのラインである。このオ-バレイラ 

ィン136とサプォ^ディォラィン138Bは、常にリンクし 

ており、同じ素材が使用される。
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エフェクトライン135は、ビデオエフェクトを設定するた 

めのラインである。このエフェクトライン135の使い方につ 

いては後述する。

D S К 7 3 1 ت ي ر は、タイトルや文字ス-パの合成等に使 

用されるダウンストリ-ムキ-( Down Stream Key)を設定する 

ためのラインである。

ボイスオーバライン138人及ぴ1383は、べースオーデ 

イオに対して、アナウンサ等の声(Voice)を合成するためのラ 

インである。

タイムライン95に表示されるイべント及び設定されたェフ 

 、卜は各ライン毎に異なった色に設定されている。例えばحء

ビデオイべントは青、オーデイオイぺントは黄色、エフェクト 

イべントはピンク色、٥3尺イべントは緑色によつて表示され 

る。

またタイムライン95は、タイムライン上におけるカレント 

タイム又はカレント位置を表わすナウライン1 3 9を有してい 

る。タイムライン95上のイべントをプレビューするプレビュ 

ーモードのときには、ビューアウインドウ92に画面表示され 

るビデオフレームと連動して、ナウライン139がタイムライ 

ン上を右に移動する。

ナウライン139はタイムライン95が表示されているとき 

は、当該タイムライン95上に常時表示されるようになされて 

おり、通常は灰色表示され、プレピュ-又は再生実行中には赤 

色に色別表示される。このようにナウライン139をプレビュ 

一又は再生実行中とで色別表示するょぅにしたことにょり、現 

在、ナゥラィン1 3 9にょって示されるタィムコード位置に対
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応する映像クリップがピューァウィンドウ92に画面表示され

てぃるものであるか否かを視覚にょり容易に識別し得る。

図16に示すようにナウライン139は、タイムライン95 

の上部に表示される入カッール140にょって簡易にタイムラ 

イン95上の所望の位置へ移動させるこ.とができるょうになさ 

れている。プログラムウインドウ94には、入カツール140 

としてナウライン139をタイムライン95の先頭に移動させ 

るへッドポタン141、ナウライン139をタイムライン95 

上の最後尾のイべントに直後に移動させるテ-ルボタン1 4 2 

ナウライン139を現在位置するイべントの一っ前のイべント 

に移動させる前ボタン143、ナウラィン139を現在位置す 

るイべントの一っ後のイべントに移動させる次ポタン144、 

ナウライン139をタイムライン95上の所定の位置に移動し 

スライダ146が設けられてぃる。 ٠

またタイムライン95には、ナウライン139のタイムライ 

ン上の現在位置を表示するためのカウントタイム表示欄1 5 2 

が設けられてぃる。

また、タイムライン95上には、タイムコードに対応した目 

盛りを表すスケールライン14 7 (Scale Line)が設けられて 

いる。このスケールライン147のスケール幅は、タイムライ 

ン95に貼り付けられるイべントの長さ、及びタイムライン上 

で作成されるプログラムの長さに応じて任意に変更できる。

図17に示すょうに、プログラムウインドウ94には、GU 

1ツ-ルとしてタイムライン95に設定される時間又は、スケ 

ールライン1 4 7の一目盛りが示す時間を調整するためのズー 

ムァゥトボタン1 50及びズームィンボタン1 5 1が設けられ
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ている。ズームアウトポタン150は、プログラムウインドウ 

94の1画面で表示できるタイムラインの時間を長く設定する 

ものである。またズームインボタン151はプログラムウイン 

ドウ94の1画面で表示できるタイムラインの時間を短く設定 

するものである。

またプログラムウインドウ94には、入カツールとして、リ 

ツプルボタン154、マニュアルロケーションボタン155、 

トリムポタン156、マッチカットポタン157、デリートポ 

タン1 58及ぴビデォェフェクトボタン1 59が設けられてぃ

る。

リップルボタン1 54は、既にぺースラインに並んでいるイ 

べントの途中にイぺントを貼り付ける場合、貼り付けるイべン 

卜を挿入イぺントとしてべースラインに挿入し、以降のイべン 

卜をその挿入イべントの次に続くように順次、繰下げて並べ替 

える処理を設定すると共に、べ-スライン上のイべントが削除 

又は移動された場合にはべ-スラインに穴が開いた部分に後に 

続くイべントを繰り上げて並べるという処理を設定する。

またマニユアルロケーションボタン155は、エフェクトの 

位置（ロケーション）を設定し得るようなアニメーションエフ 

ェクトを設定するときに、当該アニメ-ションェフェクトをか 

けるィべントのプレビュー又はレコーディング実行中にマゥス 

2٥にょる操作にょってェフェクトのロケ-ションを制御し得

るょうに設定する。

またトリムボタン156は、タイムライン95上におぃてイ 

ベントにトリムを設定しモニタ上にてィべントのバックグラン 

ド及びバックグランドをその境界部分とと共に表示し、マッチ
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カツトボタン157は、イぺントをナウライン139の位置に 

て2つに切り離す設定をするためのボタンとして設けられてい 

る。

またデリートボタン1 58は、イべントに対して削除を設定 

するものである。またビデオエフェクトボタン159は、映像 

の変わり目や映像自体にエフエクト（ビデオエフェクト）をか 

けるためのダイアログを表示させるものである。

さらにプログラムウインドウ94には、サプオ-ディオライ 

ン134、ボイスオーバライン138に貼り付けられたオーデ 

ィオイべントのフエ-ドイン又はフエイドアウトの効果を付け 

るためのオーディオフェードボタン160、 ٥3尺の各種設定 

を行うためのダイアログを開くための٥3尺ボタン161及び 

最終的なオーディオの4チヤネル出力に対してタイムライン上 

のオーディオをどのようにルーテイングするかを決定するため 

のダイアログを表示させるミツクスダウンボタン162が設け 

られている。

2-5. デバイスアイコン

本実施例の編集装置においては、ビューアウインドウ9 2、 

ログウインドウ93及ぴプログラムウインドウ94の各ウイン 

ドウにおいて、編集対象となっている素材及びイべントが、ど 

のソ-スデバイスの素材及びイべントであるのかを示すデバイ 

スアイコン165が表示される。

デバイスアイコン165は、図18人〜図18£に示すよう 

な、5種類のデバィスァィコンを有してぃる。素材のソ-スデ 

バィスがディリーサーバ6の場合はサーバァィコン165人、

66



wo 98/47145 PCT/JP98/01684

素材のソースデバイスがローカルストレージ8の場合はローカ 

ルストレージアイコン1 6 5Β١素材のソースデバイスが٧丁 

只7の場合は٧۴尺アイコン165〇、素材のソースデバイス 

が補助入力部人٧乂である場合は人٧父ァイコン165٥、素 

材のソースデバイスが編集装置内部の信号発生装置である場合 

はINTアイコン126がそれぞれ表示される。

ビューアウインドウ92においては、図1 3に示されるよう 

に、ビューア106に表示されている映像がどのソースデバイ 

スであるかを示すために、ビュ-ア106の上部に、このデバ 

イスアイコン165が表示される。つまり、デバイスアイコン 

165をイべント画像と同時にビューアウインドウ92上に表 

示するようにしたことにより、ピュ-アウインドウ92に再生 

されている映像がどのソースデバイスから供給されている映像 

であるかを、デバイスアイコン1 65によって容易に識別する 

ことができる。

ログウインドウ93においては、図18に示されるように、 

各クリップカード179によって示されるイべントがどのソー 

スデバイスから生成されたイべントであるかを示すために、各 

クリップカ-ド毎にデバイスアイコン165が表示される。つ 

まり、デバイスアイコン165を各クリップカ-ド179毎に 

表示するようにしたことにより、各クリップカード179によ 

って示されるイべントが、どのソ-スデバイスの映像から生成 

されたイべントであるかを、デバイスアイコン165によって 

容易に識別することができる。

プログラムゥィンドゥ94にぉぃては、図1 6に示すょぅに、 

タィムラィン上に登録された各ィべントどのソースデバィスか
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ら生成されたイべントであるかを示すために、各イべント毎に 

デバイスアイコン165が表示される。つまり、デバイスアイ 

コン165をタイムライン上の各イべント毎に表示するように 

したことにより、各イべントが、どのソースデバイスの映像か 

ら生成されたイべントであるかを、デバイスアイコン165に 

よって容易に識別することができる。

編集オぺレ-夕が、編集プログラムを作成するにあたって、 

各イべントのソースデバイスを認識しなければいけない理由を 

説明する。本実施例の編集装置において使用されているローカ 

ルストレレージ8は、ランダムアクセス可能な記録媒体を使用 

し、しかも、マルチチヤンネルのビデオ及びオーディオをリア 

ルタイムで再生できる能力を有しているので、エフェクト設定 

やプログラム生成処理に関して何の制؟艮もない。

しかし、٧丁尺7のようにランダムアクセスできない記録媒 

体の場合には、キューアップするためにはテープをまき戻す時 

間が必要であるため、エフェクト設定及びプログラム生成処理 

に関して多くの制限が設けられている。例えば、VTR7O۶ 

-プ上の素材から生成された2つ以上のイべントを、タイムラ 

イン上において近くに並べるようなプログラムを作成すること 

はできない。また、同じように、٧丁尺7のテープから生成さ 

れた2つ以上のイべントを、時間的重なるように、ベースビデ 

オラインとオーバレイビデオラインに配置するようなプログラ 

ムは作成することはできない。

また、サ-バから生成された素材に関しては、VTRÍÍ بح تلت  

フェクト設定及びプログラム生成処理にぉぃて制限はなぃが、 

ローカルストレージ8に比べるとァクセス性能が遅ぃとぃぅ理
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由と、編集処理装置から離れた位置に配置されているため、ビ 

デオ信号の受取りに遅延が発生することがあるという理由で、 

数種類のェフェクト設定に関して制限がある。

以上のような理由で、編集オぺレータは、編集プログラムを 

作成するにあたって、各イべントのソ-スデバイスを認識しな 

けれぱいけない。

このように、各イべントに対して、デバイスァイコンを付与 

することによつて、容易にソ-スデバイスを認識することがで 

きる。これにより、イベントに対してエフェクトを設定すると 

き、イべントのソースデバイスが、VTR7、デイリーサーバ 

6又はローカルストレージ8であるか否かを容易に判別するこ 

とができる。例えば、エフェクトを付加しようとするイべント 

のソースデバイスが٧丁尺7であつて、タイムライン上におい 

てそのイべントの近くに設定されているイべントのソースデバ 

イスもヅ丁尺であることが判明した場合には、どちらかのイべ 

ントを٧丁尺7からローカルストレージ8にダウンロードする 

ように指示することができる。つまり、素材に対する編集操作 

をより確実に行なうことができる。

3. ファイルマネージャ

本実施例の編集装置においては、ローカルストレ-ジ8にダ 

ウンロードした素材や完成ビデオプログラム、コンピュータ2 

のハ^ドディᄌクHDDに保存されたプᄆグラムリストやᄆグ 

クリップ等の各種データは、ファイルマネージャで管理するよ 

ぅにされてぃる。つまり、登録されたィべントは、1っのファ 

ィルとしてこのファィルマネ-ジャにょって管理されてぃる。
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また、このファイルマネージャによって、各ファイルは予め 

指定された特定のフォルダに格納されるょうに管理されている。 

例えば、ログファイルは、ログフォルダに格納され、プログラ 

٠٨V；b (EDL)ファイルは、プログラムリストフォルダに 

格納され、素材ファイルは、素材フォルダに格納され、完成ビ 

デォプログラム(EditedMaster )に関するデータを記憶する 

編集マスタファイルは、編集マスタフォルダに格納されるょう 

にナょっている。

このファイルマネージャによって管理される全てのファイル 

は、図27に示したようなファイル情報を有している。このフ 

ァイル情報は、ファイル名331、イべント名332、イン点 

のタイムコード333、イン点のクリップアドレス334、ア 

ウト点のタイムコード335、アウト点のクリップアドレス3

36、ディュレーション337、ファイルタイプ情報338、

ファイル位置情報3 3 9、ソースデバイᄌI D情報3 4 0、作 

成日時3 4 1 、ビデォ調整情報3 4 2、ォーディォ調整情報3 

43、テキストデータ344、プログラムリスト名345等か 

ら構成されてぃる。

このファイル名331は、このイべントがどのファイル名の 

素材から生成されたデ-夕であるかを示すためのデ-夕であっ 

て、ソ-スファイル名の名前が登録される。ソ-スデバイスが、 

ローカルストレージ8又はサーバ6の場合には、そのソースフ 

ァイル名が登録されるが、ソ-スデバイスが、٧丁尺の場合に 

は、テープカセットのリール名が登録される。

ィべント名332は、編集ォぺレ-夕が任意に付与すること 

のできる名称でぁる。このィぺント名は、すでに説明したクリ
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ップ名と同じものであって、単に、ログウインドウ93に表示 

されてぃるクリップに付与されてぃるされてぃる名称をクリッ 

プ名と呼び、タイムラインウインドウ95に表示されてぃるイ 

べントに付与されてぃる名称をイべント名と呼んでぃる。

イン点のクリップアドレス334及びアウト点のクリップア

ドレス336は、イン点及びアウト点をマ-キングしたときに

生成されたスタンブピクチャが記憶されてぃるコンビュ-夕2

のハ^ドディᄌクHDDのアドレスを示している。

ファイルタイプ情報338は、そのファイルがログクリップ 

を示すファイルであるのか、プログラムリストを示すファイル 

であるのか、ローヵルストレージにダウンロードされた素材を 

示すファイルであるのか、ローカルストレージに記録済みの完 

成プログラムであるのかを示す情報である。「Logjは、そ 

のファイルがログクリップであることを示し、「EDLjは、 

そのファイルがプログラムリストであることを示し、「Ma t 

er i a ljは、そのファイルがローカルストレージにダウン 

ロードされた素材であることを示し、「Ma s t e r」は、そ 

のファイルが、ローカルストレージに記録済みの完成プログラ 

ムであることを示してぃる。

ファイル位置情報339は、そのファイルがコンピュ-夕2

の ハ ー ド 午' ノ ス 々 Η Γ> η に ٠ Ã れ て い ة 宁~ 一 상 フ ۴ ノ ル で ظ

るのか、ローカルストレージ8内の素材ファイルであるのかを 

示すデータである。「C」は、コンピュータ内のデータファイ 

ル「であることを示し、「し」はローカルストレージ内の素材 

ファィルを示してぃる。

ソ-ᄌデバィᄌ情報は、このファィル情報によつて示される
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素材がどのソ-スデバイスに記録されてぃるかを示す情報であ 

る。「3』はソ-スデバイスがサ-バ6であることを示し、「LJ 

はソースデバイスがローカルストレージであることを示し、

「٧」は、ソ-スデバイスが、٧丁にであることを示し、「AJ 

は人٧又（ォグジャリー）素材でぁることを示し、「1」は内 

部素材でぁることを示してぃる。

4. 編集処理の動作

4—1. イぺント作成処理

まず、図20のフローを参照して、編集処理の最初の処理で 

あるイべント作成処理ついて説明する。尚、以下の説明におい 

て使用する「編集才ぺレータの操作」とは、コンピュータ1を 

操作する編集オぺレ-夕が、例えば、乇二夕2묘忆表示죤九노 

グラフィックイメ-ジのある部分をマウス2٥等のポインティ 

ングデバイスによってクリック、ドラッグ及びドロップする操 

作や、キ-ボード2٠、マウス2٥、専用コントーラ4、5等 

を直接操作することを示している。

まず、ステップ3?301において、コンビュ-夕1の〇۶ 

U 2 1 ة؛١ 編集オぺレ-夕の操作に応答して、制御対象となる 

ソースデバイスを選択する。具体的には、編集オぺレータが、

D T T T Юの・ ٠ ء  I -で：۴ -二々9 Rはァ٠ iやわ.々ド’-，一 7 ر

ンド9 2のソース選択ボタン1 0 2Α~1 0 2£のいずれかを 

クリックすることにより、٠۶٧21は、制御対象となるソ- 

スデバイスを決定することになる。例えば、オペレータによっ 

てソース選択ボタン102人がクリックされると٠卩٧21は 

ソースデバィスとしてディリーサーバ6が選択されたと判断し、
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+ ぺ レ ー 々 卜 시 て ソ ー ス 選 ボ 々 ソ 1 n ワ R が 々 1し” 々 さ 

ると、CPU21はソーᄌデバイᄌとしてVTR7が選択され 

たと判断し、オぺレータによってソース選択ボタン102٠が 

クリックされると、〇卩٧21はソースデバイスとしてローカ 

ルルトレ-ジ8が選択されたと判断する。

ステップ3۶302では、〇卩リ21は、編集オぺレータの 

操作に応答して、ステップ3۶301において指定されたソー 

スデバイスに登録されている素材ファイルを検索する。具体的 

には、まず、그'匕그一夕1ᄋ乇二夕2묘上忆図21忆示ᄂ七 

ような素材検索用のダイアログ300が表示される。このダイ 

アログ3 0 0は、入力項目として、素材デ-夕の生成日時を入 

力するための生成日時入力覧301と、ファイル名称入力覧3 

02と、ファイルタイプ入力覧303と、オーディオモード選 

択覧3 0 4と、プログラム名入力覧3 0 5と、検索実行指示ボ 

タン3 0 6とを有している。例えば、ファイル名称入力覧30 

2に「FIREJというキーワードを入力すると、ファイル名 

称に「FIREJという文字が含まれているファイルのみを検 

索することができる。編集オぺレータがダイアログ3 0 0の各 

入力覧に所望のデータを入力することによって検索条件が設定 

され、その後、編集オぺレ-夕によって検索実行ボタン306 

が押されると、CPU2 1 ؛؛١ このダイアログ300に設定さ 

れた条件に従ってソ-スデパイスに登録されたファイルを検索 

する検索処理を実行する。

CPU21は、RAM21Bに記憶されたファイル情報を参 

照し、ダィァログ300に設定された条件にぁったファィルを 

検索する。そして、CPU21は、その検索結果を図22に示
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されるようなファイルリスト310として表示する。

ステップ3۶303では、◦٧21؟は、編集オぺレータの

指示に応答して、ステップ3۶302における検索結果のファ 

ィルリストから所望のファィルを選択する。具体的には、編集 

オペレータがファイルリスト3 1 〇の中から所望のファイル名 

をクリックすると、〇۶٧21は、編集オぺレータによつて指 

定されたファィルを選択する。

ステップ3۶304では、〇卩リ21は、選択されたファィ 

ルに含まれるピデオデータ及びォーディオデータを再生し、そ 

の再生されたピデオデータがビュ-アウィンドウ9 2に表示さ 

れる共に、再生されたォ-ディォデ-夕がスピーカ11及び1 

2から再生されるように、選択されたソ-スデバィス及ぴ編集 

装置3を制御する。一例として、ディリーサーバ6に記録され 

ているファィルを再生する場合を例にあげて説明する。

まず、CPU2 1tt١ Τ.ΑΝ1 〇キ介にてギィリー廿ーバ^ 

に対して、ステップ3卩303において選択されたファィルを 

ディリ-サーバから再生するための制御信号を供給する。ディ 

リーサーバ6は、この制御信号に基いて、指定されたファィル 

に含まれるビデォデータ及びォーディォデータを3٥ Iフォー 

マットの規格に基いたデジタル信号37として編集処理装置3 

に供給する。供給されたデジタル信号2 7は、編集処理装置3

CPU2 1f ؛١ 編集処理装置3のシステムコントロール部3 

人を介して、٩埔+١、ぃ

めのクロスポィント۶19をァクティプにするょぅにマトリク 

ススィチャ部33を制御する。その結果、入力端子INlに供
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給された3٥1フォーマットのデジタル信号37は、出力端子

〇し丁9から3٥1フォーマットのデジタルビデオ信号326

として出力され、画像処理部3〇に供給される。 

出力端子〇٧丁9から出力された3٥1フォーマットのデジ 

タルビデオ信号326は、画像処理部3〇のデマルチプレクサ 

51٥に供給される。デマルチプレクサ51٥は、SO17t 

ーマットのデータのぺイロード部からデジタルビデオ信号を抽 

出し、その抽出されたデジタルビデオ信号は、スイッチャブロ 

ック52、特殊効果ブロック53及びミキサブロック54を介

して出カビデオ信号331として出力される。

٠から出力されたデジタルビデオ信号3 3 1は 画像処理部3 

再ぴマトリックᄌスイッチャ部ЗBの入力端子IN9に供給さ 

 れる。CPU21؛Í١ لققجإ؛ه|د30ر-،تأجحتشاًدكة1ا

部3人を介して、入力端子IN9と出力端子OUT5を接続す 

るためのクロスポイント۶95をアクティブにするようにマト 

リクススイチャ部ЗBを制御する。その結果、入力端子IN9 

に供給されたデジタルビデオ信号S3 1は、アゥトプットプロ 

セッサ46を介して出力端子OUT5からデジタルピデオ信号

32としてコンビュータ2に出力される。

編集処理装置3から出力されたデジタルピデオ信号32は、

コンビュ-夕2のビデオプロセッサ22に供給され、表示コン

ドゥ92に表示される。

一方、◦?リ21は、編集処理装置3のシステムコントロー 

ル部3人を介して、入力端子1작1ᄃ供給숀九뇬3٥17才- 

マットのデジタル信号37を、音声処理部3٥に供給するょぅ
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に、マトリクススイチャ部38を制御する。つまり、CPU2 

1は、編集処理装置3のシステムコントロール部3人を介して、 

入力端子IN1と出力端子OUT11を接続するためのクロᄌ 

ボイント۶111をアクティプにするようにマトリクススイチ 

٢部3요순制御寸조。その結果、

3٥1フォーマットのデジタル信号37は、出力端子〇٧丁9 

からだけでは無く、出力端子〇リ٢11からもデジタル出力信 

号328として、音声処理部3٥に出力される。

3٥1フォーマットのデジタル出力信号328のぺイロード 

部には、ビデオデータが重畳され、補助データ部にはオ.ディ 

オデータが重畳されているので、音声処理部3٥のセパレ-夕 

56人は、3٥1フォーマットのデジタル信号328からオー 

ディオデータみをセパレートする。CPU2 1f ؛١ 編集処理装 

置3のシステムコントロール部3人を介して、セ٠パレートされ 

たオーディオ信号348を、ミキサブロック57を介して、出 

カオーディオ信号317、 318としてスピーカ11及び12 

に供給するように音声処理部3٥を制御する。

ステップ3۶305では、編集オぺレ-夕の操作に従って、 

コンピュータの〇卩٧21は、選択されたソースデバイスから 

再生されたビデオデータとオーディオデータを調整する。具体 

的には、編集オぺレ-夕によってビューアウインドウ92のビ 

デオアジャストキー167٨がクリックされると、コンピュー 

夕2の〇۶٧21は、図23に示したようなビデオレバル設定 

用のダイアログ17〇をモニタ2ヨに表示する。編集オぺレー 

夕は、スラィダ部170をマゥス2٥にょって移動させて、所 

望のLuminanceやChroma等のレべルを設定することができる。
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コンピユータ2の〇۶リ21は、システムコントロール部3 

人を介して、このビデオレべル設定用のダイアログ1 70によ 

つて設定された各レべルを、ファイル情報のビデオ調整情報と 

して記憶する。また、21^ ٠؟ は、選択されたソースデバイ 

スから再生されたビデオデータのLuminanceレべル及びChroma 

レベルが、このビデオレバル設定用のダイアログ1 7 0によつ 

て設定されたLuminanceレベル及びChromaレぺルとなるように、

٩ の 5 9. R ルび 5 ワ1 »٠٠

する。

尚、上述したビデオレべル調整処理は、編集オぺレータによ 

つてビデオアジャストキー167人がクリックされた場合にの 

み行われる処理である。このようなピデオレべル調整処理が行 

われない場合には、基準Luminanceレべル及び基準Chromaレべ 

ルとして予め設定されたデフォルト値によつてビデオ信号が調 

整される。

一方、編集オぺレータによつてビューアウインドウ92のオ 

ーディオアジャストキー167八がクリックされると、コンビ 

ュータ2の〇?٧21は、図24に示したようなオーディオビ 

デオレバル設定用のダイアログ172をモニタ2B上に表示す 

る。編集オぺレ-夕は、スライダ173٨を調整及ぴフェーダ 

174人をマウス2٥によつて移動させることによつて、所望 

のオーディオ入出カレべルを設定することができる。

コンビユータ2の〇٧21؟は、システムコントロール部3 

人を介して、このオ-ディオビデオレバル設定用のダイアログ 

172にょって設定されたォーディォレべルを、ファィル情報 

のォーディォ調整情報として記憶する。また、CPU2 1«١
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選択されたソ-スデバイスから再生されたオーディオデータの 

入出カレべルが、このオ-ディオレべル設定用のダイアログ1 

72によって設定されたオーディオデータの入出カレべルとな 

るように、音声処理部3٥のミキサプロック57を制御する。

尚、上述したオ-ディオレべル調整処理は、編集才ぺレータ 

によつてオᅳディオアジャストキー167Bがクリックされた 

場合にのみ行われる処理である。このようなオーディオレべル 

調整処理が行われない場合には、オーディオデータの基準入出 

カレべルとして予め設定されたデフォルト値によってオ-ディ 

オ信号が調整される。

ステップ3306؟において、〇۶٧21は、編集オぺレ- 

夕の操作に基いて、選択されたソースファイルに記録されてい 

るビデオ素材をサ-チする。具体的には、編集オぺレータが、 

ビューアウインドウ92のデバイスコントロール部96を操作 

すると、コンピュータ2の匚？٧21は、その操作に対応する 

ように、選択されたソースデバイスの再生動作を制御する。そ 

の結果、ピューワウインドウ92のビューア106には、編集 

オぺレータの指定した速度のビデオデ-夕が表示される。

ステップ3卩307において、〇卩٧21は、編集オぺレ- 

夕の操作に基いて、イン点及びアウト点を設定する。具体的に 

は、ステップ3۶306のサーチ処理によって、選択されたフ 

ァイルのビデオイメージがビューア106に動画として表示さ 

れているときに、編集オぺレ-夕がステッブ3۶306のよう 

にビデオフレームをサーチすることによって所望のビデオフレ 

ームがピュヮーゥィンドゥ92のビューァ106に表示された 

ときに、ビュヮーゥィンドゥ92のマークィンポタン1 1 5を
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クリックすると、そのマークインボタン115をクリックした 

タイミングでイン点が指定される。CPU21«١そのマーク 

インポタン115がクリックされるとそのクリック操作に応答 

して、そのクリックされたタイミングにおけるビューア106 

に表示されていたビデオデ-夕を、クリッブ画（スタンプピク 

チャ）としてイン点画像表示部110に表示する。それと同時 

に、CPU21tt١そのイン点がマ-キングされたタイミング 

のビデオフレームに付与されていたタイムコードをイン点の夕 

イムコードとして認識する。

イン点が指定された後、編集オぺレ-夕がステップ3۶30 

6のようにビデオフレームをさらにサーチし、所望のビデオフ 

レームがビュワーウインドウ92のビューア106に表示され 

たときに、マークアウトボタン116をクリックすると、その 

マ-クアウトポタン116をクリックしたタイミングでアウト 

点が指定される。CPU21fj：١

6がクリックされるとそのクリック操作に応答して、そのクリ 

ックされたタイミングにおけるビューア106に表示されてい 

たピデオデ-夕を、クリップ画（スタンプビクチャ）としてア 

ウト点画像表示部112に表示する。それと同時に、CPU2 

1は、そのアウト点がマ-キングされたタイミングのピデオフ 

レームに付与されていたタイムコードをアウト点のタイムコー 

ドとして認識する。

このようにアウト点が指定されると、٠卩٧21は、設定さ 

れたイン点及びアウト点それぞれのタイムコードからイン点及 

びァゥト点間の時間が計算され、その計算した時間をビューァ 

ウィンドゥ92上のDUR表示欄1 14に表示する。
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ステップ3۶308では、〇۶٧21は、編集オぺレータの 

操作に基いて、ステップ3۶307において設定されたイン点 

及びアウト点によって指定された期間をプレビュ-する。具体 

的には、編集オぺレータが、ピューワウインドウ9 2のプレビ 

ューポタン117をクリックすると、CPU21 ، ي： ١ دهوري  

りも数秒前のピデオフレームからアウト点のビデオフレ-ムま 

でを再生するように、編集制御装置3のシステムコントロ-ル 

部3人を介して、適切なソースデバイス（デイリ-サ-バ6、 

口-カルストレ-ジ8又は٧丁尺7）を制御する。

本実施例の編集システムにおけるプレビュー処理は、ステッ 

プ3۶307の処理によって生成されたイべントが、タイムラ 

イン95のナウライン1 3 9の位置に登録されたと仮定して行 

われる処理である。また、このプレビュ-処理は、イン点から 

再生を開始するのではなく、イン点の数秒前（例えぱ5秒前） 

から再生を開始するようにしている。

つまり、このプレビュー処理は、仮想的にイべントをタイム 

ライン上の登録し、イン点の数秒前から再生を開始するように 

することによって、実際にイべントをタイムライン上に登録す 

る前に、これから登録しようとしているイべントとその直前の 

イべントとのつなぎめを仮想的に確認することができる。

もし、このプレビュ-の結果、素材自体及びイン点及ぴアウ 

卜点の設定等が気に入らない場合には、再びステップ30 3؟ 

1又はステップ3卩306に戻ることができる。

尚、このステップ3卩3 0 8は、必須の処理ではなくて、編 

集ォぺレータにょってプレビューボタン117がクリックされ 

たときにのみ行ゎれる処理でぁる。
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ステップ3?309では、コンピユータ2の〇卩٧21は、 

編集オぺレータの操作に従って、デイリーサーバ6及び٧丁只 

7の素材をローカルストレー"ジ8にダウンロードする処理が指 

定されたか否かを判断する。具体的には、編集オぺレ-夕が、 

ビューアウインドウ92のダウンロードポタン123人をクリ 

ックすると、CPU2 1f ؛١ ダウンロ-ド処理が指定されたと 

判断する。尚、このダウンロード処理は、ステ、ソプ٩ P Д η 1 

においてソースデバイスとして、デイリーサーパ6又は٧丁只 

7が指定されているときにのみ行なえる処理である。編集オぺ 

レ-夕によって、ダウンロ-ド処理が指定されると、CPU2 

1は、図25に示すようにダウンロード処理設定用のダイアロ 

グ320をオ-プンし、ステップ3۶310に進む。.方、編 

集オぺレータによってダウンロード処理が指定されない場合に 

はステップ5۶312に進む。

ステップ3卩310では、〇卩٧21は、編集オぺレ-夕の 

操作に従って、ダウンロ-ド処理を開始する。具体的には、C 

卩٧21が実際にダウンロ-ド処理を開始する前に、まず、編 

集オぺレータがダウンロード処理設定用のダイアログ320に 

おいてダウンロ-ド処理おいて必要な設定を入力する。ファイ 

ル名称入力部321は、口-カルストレ-ジにダウンロ-ドさ 

れるファイルに対して付与される新たなファイル名を設定する 

ための設定覧であって、スタートタイムコード設定部322は、 

口-カルストレ-ジにダウンロ-ドされるフアイルのスタート 

タイムコ-ドを設定するための設定覧であって、転送スピード 

設定覧3 2 3は、選択されたソ-スデバィスから口-カルスト 

レージに転送される転送スビードを設定するための設定覧でぁ
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る。

編集オぺレータが、ダウンロード処理設定用のダイアログ3 

20に必要な設定を入力し、エグゼキュ-トボタン3 2 4をク 

リックすると、٠۶٧21は、指定されたファイルのイン点か 

らアウト点までのビデオデータをローカルストレージ8にダウ 

ンロ-ドするように、ソ-スデバイス及び編集制御装置3を制 

御する。以下に、デイリーサーバ6に記録されているファイル 

のイン点からアウト点のビデオデータ及びオーディオデータを 

ローカルストレージ8にダウンロードする場合を例に挙げて、 

コンビュ-夕2の٠۶٧21及ぴ編集制御装置3の動作を説明 

する。

まず、デイリーサーバ6は、指定されたファイルのイン点の 

ビデオデータ及びオ-ディオデータから再生を開始し、その再 

生されたビデオ信号及び才-ディオ信号を3٥ Iフォ-マット 

の規格に基いたデジタル信号2 7として編集処理装置3に供給 

する。供給されたデジタル信号37は、編集処理装置3のマト 

リクᄌᄌイチャ部ЗBの入力端子IN1に入力される。

デイリーサーバ6から再生されたデジタル信号37をローカ 

ルストレ-ジ8にダウンロ-ドしなければいけないので、〇۶ 

U2 1|t١編集処理装置3のシステムコントロ-ル部3人を介 

して、入力端子IN1と出力端子OUT1を接続するためのク 

ロスポイント۶11をアクティブにするようにマトリクススイ 

チャ部3вを制御する。その結果、入力端子IN1に供給され 

た3٥1フォーマットのデジタル信号37は、アウトプットプ 

ロセッサ43を介して出力端子〇リ丁1から2٥1フォーマッ 

卜のデジタル信号315として出力される。
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ローカルストレ-ジ8は、編集処理装置3から供給されたデ 

ジタル信号315を、只人1٥アルゴリズムを使用して適切な 

記録媒体に記録する。その結果、デイリ-サ-バ6に記録され 

ているビデオ及びオーディオデータが、ローカルストレージ8 

にダウンロードされる。

.方、このようなダインロード処理中、ローカルストレージ 

にダウンロ -ドされているビデオ信号をビューワウインドウ9 

2に表示するために、まず、◦٧21؟は、編集処理装置3の 

システムコントロール部3人を介して、了+秘はけ…“》， 

された3٥1フォ-マットのデジタル信号37を出力端子9に 

出力するように、マトリクススイチャ部33のクロスポイント 

۶19をアクティブにする。その結果、

された3٥1フォーマットのデジタル信号37は、出力端子3 

15を介してローカルストレージにダウンロードされると同時 

に、出力端子〇٧丁9を介して、SDIフォーマットのデジタ 

ルビデオ信号326として画像処理部3〇に供給される。

出力端子〇٧丁9から出力された3٥1フォ-マットのデジ 

タルビデオ信号3 2 6は、画像処理部3٠部を通って、出カビ 

デオ信号S31として再ぴマトリックスᄌイッチャ部ЗBの入 

力端子1^9に供給される。〇卩٧21は、編集処理装置3の 

システムコントロール部3人を介して、 -

端子〇٧丁5を接続するためのクロスボイント۶95をアクテ

ィブにするようにマトリクススイチャ部33を制御する。その

は、ァゥトプットプロセッサ46を介して出力端子〇٧丁5か 

らデジタルビデォ信号32としてコンビュータ2に出力される。
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編集処理装置3から出力されたデジタルビデオ信号3 2は、 

コンピユータ2のビデオプロセッサ22に供給され、表示コン

ンドゥ92に表示される。

つまり、ディリ-サ-バ6から再生されたビデオデータは、 

ローカルストレージ8にダゥンロードされると同時に、コンビ 

ュータ2のピューワゥィンドゥ92に表示される。尚、本実施 

例の編集装置では、編集素材を、このようにローカルストレー 

ジ8にダゥンロードしながらビューワゥィンドゥ92に表示す 

るようにする処理を「バックグランドでのダゥンロード処理」 

と呼んでいる。

ステップ3۶311では、編集オぺレータの指示に従って、 

〇卩リ21は、バックグラゥンドでダゥンロード処理を行なう 

ように編集処理装置3を制御する。編集オぺレ-夕が、ダウン 

口-ド処理中にダゥンロ-ド設定用ダィアログ320のキャン 

セルボタン325をクリックすること、フォアグラウンド処理 

として行われていたダゥンロード処理が、バックグランド処理 

として行なわれる。具体的には、CPU2 1tt١編集オぺレー 

夕によってダゥンロード設定用ダィアログ320のキャンセル 

ボタン325がクリックされると、ディリーサーバ6からのデ 

ジタルデータが供給される入力端子IN1と、ダゥンロードす 

るための出力端子〇٧丁1とのクロスボィント卩11は、アク 

ティブの状態で維持するが、入力端子INlと画像処理部ЗD 

に出力するための〇٧丁端子〇٧丁9とのクロスポィント卩1 

9を、ィンァクティブにするょぅに、マトリックススィッチャ 

ة ٥ f^J^t مؤ В للة 3
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その結果、デイリ٠_サーバから再生されたデジタル信号37 

は、ローカルストレ'-ージ8にダウンロードされ続けるが、画 

像処理部3〇及びコンピュータ2への供給はストップする。つ 

まり、コンビュータ2を操作する編集オぺレータから見ると、 

オぺレータの見えないバックグランドでこのダウンロード処理 

が行われていることになる。

このステップ3۶311の処理において、CPU21tt١ᄆ 

ーカルストレージをダウンロードで処理するように編集処理装 

置3を制御すると、バックグランドでのダウンロード処理を行 

いなから、再びステップ3?301に戻り、次の素材を編集す 

る処理に移行する。

尚、このステップ3۶3 11において、編集オぺレータによ 

ってバックグラウンドでのダウンロード処理が指定されない場 

合には、ダウンロ-ド処理が終了するまで、バックグランドで 

のダウンロ-ド処理が行なわれる。

次に、ステップ3卩309においてダウンロード処理が指定 

されない通常の編集プロセスについて、次のステップ3卩31 

2からを参照して説明する。

ステップ3۶312では、٠۶リ21は、編集オぺレータの 

操作に従って、シーン名設定処理を行なう。具体的には、編集 

オぺレータによつてビューアウインドウ92のシーンチェンジ 

ポタン178人がクリックされると、シ-ン名設定処置（ステ 

 y7٠SP313）に移行し、シーンチェンジポタン178人が؛

クリックされない場合には、ステップ3卩314に移行し、そ 

のステップ3۶314にぉぃて既に設定されてぃるシーン名を 

使用してクリップ名及びィべント名を作成する。
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313のシ-ン名設定処理について説明する。؟ステップ3 

まず、CPU2 1tt١図26人に示されるようなシ-ン名入 

力用のダイアログ180をモニタ2B上にオ^プンする。編集 

オペレータによって、ダイアログ1 80内に設けられたシーン 

名のリストを表示させるためのプルダウンボタン1 82が選択 

 された場合、CPU2 1fj：١ 0266جح،۴ئحؤئ٦،جكح-،ر7د

リスト183をモニタ2丑上に表示する。このシーン名のリス 

卜は、前回の編集オぺレ-ションのときに編集オぺレータによ 

って使用及び登録されたシ-ン名のリストであって、RAM2

1丑に履歴リストとして記憶されているデ-夕である。 

編集オぺレ-夕によって表示されたリスト183中からシ- 

ン名が選択された場合には、CPU21tt١その選択されたシ 

ーン名を、後述するクリップ生成処理及びイべント作成処理で

使用するシーン名として登録する。

また、このプルダウンボタン182を選択せずに、編集オぺ 

レ-夕がシ-ン名入力欄1 8 1に新たにシ-ン名をキ-ボ-ド 

2〇から直接入力することもできる。この場合にも同じように、 

CPU2 1tt١その入力されたシ-ン名を、後述するクリップ 

生成処理及びイべント作成処理で使用するシ-ン名として登録

する。

本実施例の編集装置に、このようなシーン名を更新する機能

が設けられている理由について説明する。

後述するクリップ作成処理及びイべント作成処理では、この 

シーン名を使用してクリップ名及びイぺント名が付与される。 

具体的には、クリップ名及びィべント名は、「シーン名称」と 

「シリアル番号」とから生成される。すなゎち、ステップ3۶
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313においてシ-ン名が「FIREJに更新されたとすると、 

この後の、クリップ作成処理において、「FIREOOlJ、

「FIRE 0 0 2 J、 ٢FIRE 0 0 3 j. ...¿V١5J：9 

なクリップ名を有するクリッブが順に作成される。例えば、こ 

の後、ステップ3卩313においてシーン名が「SEA」に更 

新されたとすると、同じように、この後の、クリップ作成処理 

において、「SEA001」、 「SEA002J、 「SEAO

03」... ٠というようなクリップ名を有するクリップが順 

に作成される。

つまりこのように、編集オぺレータが、素材のシーンが変わ 

つた時に適切なシ-ン名を設定することによつて、ログウィン 

ドウ93に登録されたクリップをシーン名毎に分類することが 

できる。それによつて、何百というクリップを作成したとして 

も、その沢山のクリップを容易に管理することができる。また、 

ステップ3?302においてローカルストレージ8のクリップ 

を検索するときに、このシーン名をキーワードとすることによ 

つて、関連するクリップのみを容易に検索することができる。

ステップ314 3؟にぉいて、編集オぺレ-夕の操作に応答 

して、0۶٧21は、エントリーモードを設定する。このエン 

トリ-モ-ドとは、ィン点及ぴアウト点が設定された素材を、 

ログウィンドウにエントリー（登録）するか、タィムラィンウ 

ィンドウにエントリー（登録）するかを決めるためのモードで 

ある。このエントリーモーは、ィン点及びアウト点が設定され 

た素材を、ログウィンドウにクリップとして登録するログモー 

ドと、ィン点及びァゥト点が設定された素材をタィムラィンゥ 

ィンドゥにィべントとして登録するタィムラィンモードとの2
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つのモ-ドを有し、ェントリーモードとして何れかのモードが

指定されるように構成されている。

具体的には、編集オぺレ-夕が、ビュ-アゥィンドゥ9 2の 

ログボタン1 2 2 Вを選択すると、ログモードが選択され、編 

集オぺレータが、ビューアゥィンドゥ92のタィムラィンボタ 

ン122。を選択すると、タィムラィンモードが選択される。 

ログモ-ドが設定された場合にはステップ5۶3 1 5に進み、 

タィムラィンモ-ドが設定された場合にはステップ3?316 

に進む。

ステップ3?315では、編集オぺレータの操作に応答して、 

CPU21«١ィン点とァゥト点として指定された素材をィべ 

ントとして登録する。具体的には、編集オぺレータが、ビュー 

アゥィンドゥ92の人〇٥ボタン122人をクリックすると、 

CPU21fâ١ィン点とァゥト点として指定された素材をィべ 

ントとして登録する。このとき、CPU21«١この登録され 

たィべントを表わすための図27に示したようなファィル情報 

を生成する。

さらに、ステップ3卩314においてログモードが選択され 

ているので、٤۶٧21は、イべントのイン点のスタンプピク 

チヤと、ィン点のタィムコードと、ステップSP313におい 

て設定されたシ-ン名に基いて生成されたクリップ名とをクリ 

ップカード1 79としてログウィンドゥ93に表示する。

ステップ3?306からこのステップ3卩315の処理を繰 

り返すことによって、編集オぺレ-夕によって指定された複数 

のィべントが登録される。さらに、このログモードでは、その 

複数のィべントを表ゎす複数のクリッブカ-ド179をログゥ
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インドウ93に表示されることができる。

ステップ3۶3 1 6では、編集オぺレ-夕の操作に応答して、 

١イン点とアウト点として指定された素材をイぺ1؛؛ CPU2

315と同じ؟ントとして登録する。具体的には、ステップ3 

ように、編集オぺレータが、ビューアウインドウ92の人٠٥ 

ボタン122人をクリックすると、〇۶リ21は、イン点とア 

ウト点として指定された素材をイべントとして登録する。この 

١図19に示したような、この登録された 2 1 جيء とき、C PU

イべントを表わすためのファイル情報を生成する。

さらに、7Tÿ；SP314においてタイムラインモードが 

١ビデオイべントをべ-ス1؛؛ 選択されているので、CPU2

ビデオライン132人のナウライン139の位置に貼り付け、 

オーディオイぺントをべースオーディオライン1 3 23のナウ 

ライン1 3 9の位置に貼り付ける。

ステップ3?306からこのステップ3卩316の処理を繰 

り返すことによって、編集オぺレ-夕によって指定された複数 

のイべントが登録される。さらに、このタイムラインウインド 

ウでは、その複数のイぺントをタイムライン9 5のべ-スビデ 

オ及びべ-スオ-ディオライン1 3 2の所望の位置に貼り付け

ることができる。

尚、このログモ-ドにおいて生成されるイべントと、タイム 

ラインモードにおいて生成されるイべントとは全く同じである。

このログモード及びタイムラインモードとの違いは、生成され 

たイべントを、クリップカ-ドとしてログウインドウ93に表 

示するか又はィべントとしてタィムラィン95に表示されるか

。とぃぅ点が異なるだけでぁる
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4-2. プログラムリスト作成処理

次に、ステップ3?301からステップ3卩315のイべン

卜生成処理によって作成されたイぺントを使用して、プログラ 

ムリストを作成するプログラムリスト作成処理に関して説明す 

る。

図27のフロ-チャートは、このプログラムリスト作成処理 

の動作を説明するための図である。この図27に示されたフロ 

-チャ-卜は、ログウインドウ93にクリップカード179と 

して表示されたイべントを使用してプログラムリストを作成す 

る場合のフロ-である。

まず、ステップ3卩401では、ログウインドウ93にクリ 

ップカ-ド179として表示されているイべントを、タイムラ 

イン上に並べる。このようにタイムライン上にイぺントを並べ 

るためには、以下の2つの方法がある。

第1の方法は、編集オぺレ-夕が、マウス2٥を使用してク 

リップカ-ドをドラッグアンドドロッブを使用して、タイムラ 

イン9 5上の所望の位置に挿入する方法である。具体的には、 

ログウインドウ93に表示されているクリップカード179を 

マウス2٥でクリックすることによって、このクリップカード 

がアクティブになり、ドラッグ可能な状態になる。次に、この 

クリップカード179をドラッグさせ、タイムライン95の所 

望の位置でドロップすると、べ-スビデオライン1 3 2人上の 

ドロップ位置に、クリップカード1 7 9に対応するビデオイベ 

ントが挿入され、ぺ^ᄌォーディォラィン132B上のドᄆッ 

プ位置に、クリップカード179に対応するォ-ディォぺント
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が挿入される。

第2の方法は、ダィレクトェントリモードを使用して、クリ 

ップカード1 79をタィムラィン1 78Β上に自動的に並べる 

方法である。まず、編集オぺレ-夕によってログウィンドウ9 

3ダィレクトェントリ-ポタン180がクリックされると、通 

常モ-ドから、ダィレクトェントリーモードになる。このダィ 

レクトェントリ-モードとは、ログウィンドウ93に表示され 

ているクリッブカード179を、ドラッグアンドドロップせず 

にクリックするだけで、タィムラィン上に並ぺることができる 

モ-ドである。具体的には、このダィレクトェントリーモード 

において、編集オぺレータが、ログウィンドウ93のクリップ 

力ード179をクリックすると、タィムラィン95のナウラィ 

ン139の位置に、クリックされたクリップカード179に対 

応するビデオィべント及びオ-ディオィべントが挿入される。 

また、このィべントの挿入に伴なってナウラィン139は、ダ 

ィレクトェントリーモードによつて新しく挿入されたィべント 

のアウト点の位置に自動的に移動する。つまり、ログウィンド 

ウ93のクリップカ-ド179を順にクリックすると、タイム 

ラィン95の右側にクリックされた順に挿入されていくことに 

なる。

ことようなダィレクトェントリーモ-ドを使用することによ 

って、ログウィンドウ93に表示されているクリップカ-ド1 

79を、ドラッグアンドドロップせずに、クリックするだけで 

タィムタィン95に貼り付けることができる。従って、数個で 

は無く何十とぃぅ沢山の数のクリップカ-ド1 79を、タイム 

ラィン上に貼り付けなけれぱいけないような場合に、このダィ
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レクトエントリーモードによつて、各クリップカード179に 

対するドラッグアンドドロップ操作を省略することができるの 

で、編集操作を簡略化できると共に編集時間を短縮することが 

できる。

ステップSP 4 0 2 では、編集オぺレ-夕の操作に応じて、 

〇۶٧21は、タイムライン95に貼り付けられたオ-ディオ 

のミックスダウン設定を行なう。このミックスダウン処理とは、 

オーディオイべントに対して設定された4つのトラックの出力 

レべルを設定すると共に、この4つのトラックを最終オーディ 

オ出力（プログラムアウト）の4チャンネルに対するルーティ 

ングを設定するための処理である。

まず、プログラムウインドウ94のツールバーからオーディ

オミツクスダウン用のダイアログ選択ボタン162がクリック

されると、グラフィカルユーザインターフェース9〇上にオー

ディオミツクスダウン用のダイアログ200が表示される。

ダイアログ200は、べ-スオ-ディオ（BASE）、サブ 

オーディオ（SUB） ١ポイスオーバ1 （٧〇1）及ぴボイス 

オーバ2 （VO2）に設定された各オーディオイべントがもつ 

4つのトラツク丁1~丁4 （又は2つのトラック丁1~丁2）

を、夫々最終オーディオ出力（プログラムアウト）チャンネル 

٠ヒ1〜〇ヒ4にどのように対応付けて出力するかを設定する 

ための出カルーティング部201と、この各オーディオイべン 

卜がもつ4つのトラツク丁1~丁4に対し、夫々オ-ディオの 

レべルを設定するためのトラックフヱーダ部208と、専用コ 

ント-口-ラ5に設けられたトタックフェー"ダが4っのトラッ 

ク丁1〜丁4にどのょぅにァサィンされてぃるかを示すフェー
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ダパネルアサイン部2 0 7と、オーディオラインの各トラック 

に対して専用コント-ローラ5に設けられた4っのフェーダレ 

バーをアサインするための設定ダイアログをオ-プンするため 

のフェーダアサインボタン202と、専用コントーローラ5に 

設けられた4っのフヱ-ダレバーを使用して各トラックのオー 

ディオレべルをマニュアル調整するモードを、オンするかオフ 

するかを示すオンゾオフボタン2 0 2人とを備えている。

この出カル-ティング部201において、各トラツク丁1~ 

丁4に対して所望の出カチャンネル0ヒ1〜〇ヒ4位置に対応 

するクロスボィントポタンをクリックすることにょり、各トラ 

ックを所望の出カチャンネルにルーティングすることができる 。

例えば、図28に示した例は 

2B上のイべントのトラツクT 

1人をクリックすることにょり 

ルC h 1にルーテイングしてい 

にして、トラック丁2を出カチ 

を出カチャンネル〇ヒ3に、ま 

ルC h 4にルーテイングしてい 

ォ-ディォライン134、ボイ 

ポイスオーバ2ライン1383 

イオラインのオ-デイオイべン 

ぞれ出カチャンネル〇ヒl〜c 

イスオーバ1のオーディオイべ 

それぞれ出カチャンネル〇ヒ1 

ボィスォ-バ2のォーディォィ 

をそれぞれ出カチャンネル〇ヒ

、べ-スオ-ディオライン1 3 

1のクロスポイントボタン20 

、トラツク丁1を出カチャンネ 

ることを示している。以下同様 

ャンネル٠ヒ2、トラツク丁3 

たトラツク丁4を出カチャンネ 

ることを示している。またサブ 

スオ-バ1ライン138人及び 

についても同様に、サブオーデ 

卜のトラツク丁1〜丁4をそれ 

h 4にルーティングし、またポ 

ントのトラツク丁1及び丁2を 

及びC h 2にルーテイングし、 

べントのトラック丁1及び丁2 

3及びC h 4にルーティングし
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ていることを示している。

ここでミックスダウン設定用のダイアログ200に設けられ 

た、マニュアルフェーダボタン202をクリックすると、図2 

9に示すようなフェ-ダアサイン用のダイアログ205が表示 

される。

ダイアログ205は、べースォーディォ、サプォーディォ、 

ポイスオーパ1及びポイスオーバ2に登録されたオーディオイ 

べントが有する4つのトラツク丁1〜4؟ （又は2つのトラッ 

ク丁1〜丁2）を、専用コントロ-ラ5のどのフェーダレバー 

٢1~ド4にアサインするかを設定するためのアサインパネル 

206を有している。当該アサインパネル206において、各 

列に設定された各トラツク丁1〜丁4に対して設定された所望 

のフェーダレバー？1〜卩4に対応するボタンをクリックする 

ことにより、それぞれのトラツク丁1~丁4を任意のフヱーダ 

レバー۶1〜٢4にアサインすることができる。

例えぱ図29は、べースオーディオのトラツク丁1及び丁2 

に属するボタン206人及び2063をクリックすることによ 

り、ぺ-スオーデイオのトラツク丁1及び丁2を第1のフェー 

ダレバ-卩1にアサインしていることを示している。以下同様 

にして、サブオ-デイオのトラツク丁1及ぴ丁2のボタン20 

6〇及び206٥をクリックすることによりトラツク丁1及ぴ 

丁2を第2のフェーダレバー？2にアサインしていることを示 

し、さらにボタン206£及び206?をクリックすることに 

よりボイスオ-バのトラツク丁1及ぴ۴2を第3のフヱ-ダレ 

バー٢3にァサィンしてぃることを示す0

各ォーディォラィンのトラック丁1〜۴4のォーディォレべ
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ルを設定する場合には、マウス2٥で、トラックフェーダ部2 

08のスライダ208人を上下させることによって所望のオー 

ディオを設定することができる。また、オン'オフボタン20 

2人がオンになっている場合には、専用コントローラのフェー 

ダレバ-によるマニュアル調整が可能である。従って、編集オ 

ぺレータが、このフェーダレーバ1؟~卩4を上下させること 

によって、各フェーダレバーに対応付けられたトラックにおい 

て所望のオーディオレぺルろ設定することができる。また、こ 

の時、編集才ぺレータが専用コントローラ5のフェーダレパー 

を操作すると、そのフェーダレバーの操作に追従して、ミック 

スダウン設定ダイアログのトラックフヱーダ部208のスライ 

ダ208Αが自動的にスライドする。

また、フヱ-ダアサインダイアログ205において、各オ- 

ディオライン（BASE、SUB、٧〇1及び٧〇2）の各卜 

ラック丁1〜丁4に対する専用コントローラのフェーダレバー 

卩1〜4؟のアサインを自由に設定することができる。従って、 

你【시군 - ٠ Æ す ベ 을 ナ ー ギر ナ が ベ ー ス إ ᅳا ノ ナ （ R Д ヌ P ١

のみの場合には、このべースオーディオのトラック٢1〜丁4 

に対して、それぞれフェーダレバー卩1〜？4をアサインする 

ことができたりもする。つまり、各オ-ディオライン（BAS 

E、SUB、VOl及びV◦2）及び各トラックTl〜T4を、 

物理的に専用コントローラ5のフェーダレバーと関連付けてい 

るのでは無く、ソフト的に関連付けている事によって、各オー 

ディオライン及び各トラック丁1〜丁4と、専用コントローラ 

5のフヱーダレバーと関連付けを如何様にでも変更することが 

できる。
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ステップ3卩402においてオ-ディオミックスダウンの設 

定が終了すると、次のステップ3۶403に進む。

ステップ5尸4 0 3では、編集オぺレ-夕の編集操作に応答 

して、CPU2 1 ؛؛١ タイムライン上のイべントに対してエフ 

ェクトを設定するためのエフェクト設定ダイアログ1 90をオ 

ープンする。具体的には、編集オぺレータが、プログラムウイ 

ンドウ94においてビデオエフェクトポタン159をクリック 

すると、図30に示すようなエフェクト設定用のダイアログ1 

90がオープンする。

このェフェクト設定ダイアログ190は、現在設定されてい 

るエフェクトパターンを示すエフエクトパターン部1 9 1と、 

使用頻度の高いエフエクトパターンが表示されるフェバリット 

パターン部1 92と、選択されたエフエクトのトランジシヨン 

を設定するためのトランジション設定部193と、エフェクト 

を設定する対象（ビデオ'オーディオ）を選択するピデオ'オ 

ーディオ選択部195と、エフェクトをモディファイするため 

のパラメータが設定されるモディファイ部198と、キー信号 

に関するパラメ-夕を設定する尺6ヅ設定部199とを備えて 

いる。

ステップ3۶404では、エフェクト設定対象として、ビデ 

オ及びオーディオを選択する。ビデオとオーディオの両方に同 

時にエフェクトをかける場合には、「Video」と「Aud 

io」ポタン195の両方をクリックし、ビデオ又はオ-ディ 

オのいずれか一方のみにエフエクトをかける場合には、「V i 

deo」又は「Aud i 〇」ボタン195のぃずれかをクリッ 

クする。
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ステップ3۶405では、編集オべレ-夕は、所望のェフェ 

クトを選択する。このェフェクトを選択する方法として、以下 

の3つの方法のいずれかによってェフェクトを選択することが 

できる。

第1のェフェクト選択方法は、ェフェクトを表わすパタ-ン 

番号を直接入力することによって、所望のェフヱクトを設定す 

る方法である。例えば、編集オぺレータが、所望のェフェクト 

パタ-ン番号を予め知っている場合には、パタ-ン番号設定部 

191に所望のェフェクトパターンのパタ-ン番号を、キーボ 

-ド2٠より直接入力すると、この入力されたパタ-ン番号に 

対応した所望のェフェクトが設定される。

第2のェフェクト選択方法は、編集オぺレータが好んで使用 

する使用頻度の高いェフェクトのパタ-ン(以下、これをフェ 

イバリットパターン(Favorite Pattern)と呼ぶ)から所望のェ 

フェクトを選択する方法である。具体的には、CPU2 1Ö١ 

編集オぺレータが好んで使用する使用頻度の高いェフェクトの 

パタ-ンを常に記憶しておき、このェフェクト設定ダイアログ 

190のフェイバリットパターン表示部192に、この使用頻 

度の高いェフェクトのパターンを示すアイコンが表示されるよ 

うに構成さされている。編集オぺレ-夕が、このフヱイバリッ 

トパターン表示部1 9 2の中から所望のェフェクトパターンを 

クリックすることによって、所望のェフェクトが選択される。

第3のェフェクト選択方法は、全パターンリズトの中から所 

望のェフェクトパターンを選択する方法である。編集オぺレー 

夕が、パターンリストボタン194を押すと、登録されてぃる 

全てのェフェクトパターンが種類毎に表示され、その中から所
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望のエフェクトパターンをクリックすることによって、所望の 

エフェクトが選択される。

これらの何れかの方法でエフヱクトが選択されると、その選 

択されたエフェクトのアイコンが、エフエクトパターン部19 

1に表示される。これによって、エフェクトが選択される。

ステップ3406؟では、編集オぺレータによって、選択さ 

れたエフェクトに対して所望のトランジション時間が設定され 

る。この選択されたエフェクトに対してトランジション時間を 

設定する場合には、ダイアログ1 90上のトランジション設定 

部193٨において、選択したエフェクトの遷移時間（トラン 

ジション時間）をキーボ-ドから入力するか又はプリセットさ 

れた複数個のトランジション時間の中から所望のトランジショ 

ン時間を選択することによりトランジション時間を設定するこ 

とができる。

ステップ3۶407では、選択されたエフェクトに対してエ 

フェクトパラメータを設定する。具体的には、このエフェクト 

パラメータとは、例えば、ビデォ切り替え位置のェッジ（Edge） 

に関するパラメ-夕、ライトを当てるような効果であるライテ 

ノング（Lighting）に関するパラメータ、影や帯を引くような効 

果であるトライアル（Traial） /シャドウ（Shadow）に関するパラ 

メ٠٠夕、エフェクトを設定する位置であるロケーシヨン 

（し〇じ&^〇11）に関するパラメ-夕等であって、エフェクトの種類 

に応じて様々なパラメータを設定できるようになっている。エ 

フェクト設定ダイアログ1 90のモディファイ部1 98を使用 

することにょって、これらのェフェクトに関する各種パラメ- 

夕を設定することができる。さらにダィァログ1 90上におい
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ては、キーボタン199をクリック入力することによってクロ 

マ（Chroma）キー及ぴ又は外部（External）キーを設定し得るよう 

になされている。

ステップ3卩408では、編集オぺレ-夕の操作にしたがっ 

て、〇۶リ21は、設定されたェフェクトをプレビューするす 

るように各ソ-スデパイス及ぴ編集処理装置を制御する。編集 

オペレータが、ダイアログ190のフェ٠ダレバー196又は 

人丁ボタン（人٧七〇ポタン）197を操作することによって、 

設定されたェフェクトをビュ-ア1 06の画面上でプレビュー 

することができる。

設定されたェフェクトが、ワイプ効果等のトランジションェ 

フェクトの場合には、フェーダレバー1 9 6が最も上に位置し 

ている状態ではビューア1 0 6にはバツクグランド画像が表示 

される。またフェーダレバー1 96をマウスによりドラッグし 

て上から下の方向に向かって移動させるに従って、フォアグラ 

ンド画像に次第にトランジションしていく。そして、フェーダ 

レバー196が最も下に位置している状態ではビューア106 

にはフォアグランド画像が表示される。これによりフェ-ダレ 

バー196のマニユアル操作による任意の速度及ぴ位置でトラ 

ンジションェフェクトをプレビューすることができる。

尚、フォアグランド画像とは、トランジションェフェクトの 

実行によって画面に現れる画像または、アニメ-ションェフェ 

クトの実行によってバックグランフド画像に挿入され、ェフェ 

クトパタ-ンを埋める画像の事を言う。また、バックグランド 

画像とは、トランジションェフェクトの実行にょって、画面か 

ら消し去られる画像または、アニメーションェフェクトの実行
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によってフォアグランド画像が埋められたェフェクトパターン 

が挿入される画像のことを言う。

また、本実施例の編集装置におぃては、ェフェクトの種類と 

してトランジションエフェクトとアニメーションエフェクトの 

2種類を有している。トランジションェフェクトとは、ワイプ 

効果やぺージターン効果等のように、2っの画像を切り換える 

ビデオェフェクトのことを言い、アニメ-ションエフェクトと 

は、3次元画像空間変換等の画像に特殊効果をかけるェフヱク 

卜、または、スポットライト効果、ズームァップ効果及びピク 

チャインビクチャ効果等のようにある画像にビデオェフェクト 

のかかった画像を挿入するェフェクトのことを言う。

また、フェーダレバー196のマニユアル操作の代わりに、 

ATボタン（Autoボタン）197がクリックされた場合に 

は、ェフェクトに対して予め設定されたトランジションスビー 

ドで、バックグランド画像からフォアグランド画像にトランジ 

ションしていく。具体的には、人丁ボタン197がクリックさ 

れると、まず初めにフェ-ダレバ-1 96が最も上の位置に移 

動して、その後、自動的に-定のスビ-ドで徐々に下に移動し 

ていく。そのフェーダレバー1 96の移動に伴なって.定のス 

ピードで、バックグランドビデオからフォアグランドビデオに 

トランジションするトランジションェフェクトが実行される。 

その結果、ビュ-ア106上にてトランジションエフェクトを 

プレビューすることができる。

このプレビュー処理を行なう段階では、このステップ503

にぉぃて選択されたェフェクトは編集ォぺレータにょってまだ

タィムラィン95のェフヱクトラィン135に貼り付けられて
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いないので、このエフェクトがどのイべントに対して設定され 

るかはまだ分からない。従って、このェフェクトをプレビュー 

するためのブレビュー処理を行なうために必要なバックグラン 

ド画像及びフォァグランド画像は、既に、編集処理装置3の画 

像処理部3٠に設定されていたビデオ信号を使用し、ェフェク 

卜を仮想的に実行する。なぜなら、このェフヱクトのプレビュ 

一は、設定されたェフェクト自体、設定されたトランジション 

時間及び設定されたェフヱクトパラメータが適切か否かをチェ 

ックするためのプレビュ-処理であるので、バックグランド画 

像及びフォァグランド画像はどのような画像であっても良いか 

らである。

実際には、編集処理装置3のマトリックススィッチャ部33 

の制御によって、現在、画像処理部3〇に対してビデオ信号3 

24として供給されている信号をフォアグランドビデオとし、 

画像処理部3 〇に対してビデオ信号3 2 6として供給されてい 

る信号をバックグランドビデオとして使用する。つまり、この 

エフェクトのプレビュ-をおこなうときには、コンピュ-夕の 

C P U 2 1は、画像処理部3 Cにビデオ信号S 2 6として供給 

されていた信号をバックグランド画像として使用し、画像処理 

部3〇にビデオ信号324として供給されている信号を、フォ 

ァグランド画像として使用するように編集処理装置を制御する。

ステップ3卩408のプレビュ٠—の結果、エフェクトダイア 

ログ1 90によって設定したェフェクトが所望のェフェクトで 

あったときには、次のステップSP4() 9に進む。

ステップ3卩409では、編集ォぺレータの操作にしたがっ 

て、0۶ لا2 1ةخ١ 選択されたェフェクト及び、そのェフェク
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卜に関するフォアグランドイぺントを、タイムライン95に貼 

り付ける。このタイムラインへのェフェクトの貼り付け方は、

トランジションエフェクトとアニメーションェフェクトとで異 

なるので、トランジションェフェクトのタイムラインの貼り付 

け方法とアニメ-ションェフェクトのタイムラインの貼り付け

。方法とをそれぞれ説明する

iLT١トランジションェ،؛٢٠؛Bl36B1 03؟AÄO ۴ه١
フェクトをタイムラインに貼り付ける方法を説明する。

編集オぺレ-夕が、ダイアログ190のフェイバリットパタ 

-ン表示部192内の選択されたトランジションェフェクトの 

アイコン1913を、タイムライン95上にマウス2٥によつ 

92 てドラッグすると、図3 1人に示すようなアイコンの影1

乂が、タイムライン95上に表示される。 

このアイコンの影192乂を、ライムライン95のエフェク 

トライン135の所望する位置でドロツプすると、図31Bに

示すように、トランジションェフェクト192٢が設定される。 

2」この図31已は、「Heli-Ι」というイべントから 

ヒ1?2」というイべントに遷移するときに、「Mixjk¿ 

って示されたェフェクト期間において、「He 1 i-1」の画 

2」の画像とをミックスすることを表わしてい؟؛像と「3ヒ 

る。っまり、このミックスェフェクトを実行する場合には、「H 

el i-1」というイべントがバックグランド画像として指定 

٢Ship2」というイべントがフォアグランド画像と、され

して指定される。

このょぅにィべント間にトランジションェフェクトを設定す 

ると、バックグランド画像として指定されてぃるィべントのァ
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ウト点が、自動的にトランジション時間分だけ延長される。例 

えぱ、バックグランド画像として指定されているイべント「H 

 のアウト点が、「00:00:05:00」であ「؛-611

つて、このミックスエフエクト192٢のトランジション時間 

が2秒であつたとすると、バックグランド画像として指定され 

ているイべント「Hel i-ljのアウト点が、自動的に2秒 

だけ延長され、「00:00:07:00」になるということ 

である。

このようなトランジションエフェクトを実行する場合には、

コンピュ-夕のС P U 2 1からの制御信号に応答して、編集処 

・誌٠ 3のマطリックᄌᄌイ、ソチャ部。Rけ.「На 1 i-lj 

という素材のビデオ信号を、出力端子〇٧丁9から出力される 

信号326として設定し、「Ship2」という素材のピデオ 

信号を、出力端子〇٧丁7から出力される信号324として設 

定するようにクロスポイントを切り換える。また、コンピュー 

夕のС P U 2 1からの制御信号に応答して、編集処理装置3の 

画像処理部は、このミックスエフェクトに設定されたトランジ 

ション時間及び各種のエフェクトパタメータに応じたエフェク 

卜を実行するように、$キサ54٩を٠1٠すろ-

次に、図32から、図35を参照して、アニメ-ションエフ 

ェクトをタイムラインの貼り付け方法を説明する。アニメ-シ 

ョンエフェクトをタイムライン上に貼り付ける方法は、エフェ 

クトの種類及びイぺントに対するエフェクトの設定の仕方によ 

つて異なつてくるので以下の第1のケース及ぴ第2のケースに 

分けで説明する。

第1のケ-スは、1っのィべントにズ-ム効果ゃラィトスポ
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ット等の特殊効果をかけるためのエフェクトを設定する場合で 

ある。この第1のケースについて、図32人及ぴ図323を参 

照して説明する〇

トランジションエフエクトをタイムライン上に貼り付けた操 

作と同じように、編集オぺレ-夕が、ダイアログ1 9 0のフェ 

イバリットパターン表示部192内の選択されたアニメ-ショ 

ソヱ~フ٣々1、の۴ノコ٦ノ1 タイムライン95上にマ

ウス2٠によつてドラッグすると、図32人に示すようなアイ 

コンの影192三が、タイムライン95上に表示される。この

7ا^نلاتتج9 2ج£١دحيتشتجو9 5(7تد7كرتجحت

ン135の所望する位置でドロツプすると、図323に示すよ 

うに、イベント「002」に対して特殊効果等のアニメーショ 

ンエフェクト1 92卩が設定される。

尚、図32Bに示したようなアニメーションエフェクトを実 

行する場合には、コンビュᅳ夕2のС P U 2 1からの制御信号 

に応答して、編集処理装置3のマトリックᄌᄌイッチャ部3в 

は、イベント「0 0 2」という素材のビデオ信号を出力端子〇 

٧丁9から出力される信号326として設定するように、クロ 

スポイントを切り換える。また、コンビュータの^٧21؟か 

60制御信号仁応答ᄂ工、編集処理装置3ᄍ画像処理部3요않、 

このモディファイエフエクトに設定されたトランジシヨン時間 

及び各種のエフエクトパタメータに応じたエフェクトを実行す 

るように、特殊効果ブロック5 3を制御する。

第2のケースは、ビクチャインビクチャ効果等のように、あ 

るィべントに対してェフェクトのかかったィぺントを挿入する 

ためのェフェクと設定する場合でぁる。この第2のケースを説
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明するために、以下のように、「エフェクトとクリツプとを同 

時に設定する場合」、「先に貼つたェフヱクトを、後から貼る 

クリツプと同じ長さにする場合」及び「後から貼るクリツプを、 

先に貼つたェフェクトと同じ長さにする場合」について、それ 

ぞれ説明する。

まず、エフヱクトとクリツプとを同時に設定する場合につい 

て、図33八及び図333を参照して説明する。

まず、編集オぺレータが、ログウインドウに表示されたクリ 

ツプカ-ド179をマウス2٥によつてタイムライン上にドラ 

ツグすると、図33٨に示すようなアイコンの影1 9 2 G ذم ١  

タイムライン95上に表示される。このアイコンの影192٠ 

を、オーバレイビデオライン1 3 6の所望する位置でドロツプ 

すると、図33вに示すように、オーバレイビデオライン13 

6に、ログウインドウ9 3からドラツグアンドドロツプされた 

イベント「007」が貼り付けされる。さらに、これと同時に、 

エフェクト設定ダイアログ1 90に現在設定されているエフェ 

クトが、自動的にエフェクトライン135に貼り付けられる。 

また、そのエフェクトの期間として、オーバレイビデオライン 

136に貼り付けられたイべント「007」の期問に対応する 

期間が設定される。

このように、オ٠_バレイビデオライン1 3 6に所望のイべン 

卜を貼り付けるだけで、タイムラインのエフェクトライン1 3 

5に自動的にエフェクトが設定されることによつて、--層操作 

性を向上させることができる。

떠 ٩ ٩  군 1 か ナ 서 か ァ ニ ハー ぐノ я ソ ェ フ ャ 々 I、を 実 行- ナ

る場合には、コンピュᅳ夕2のС P U 2 1からの制御信号に応
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答して、編集処理装置3のマトリックᄌᄌイッチャ部3вは、 

イベント「002」という素材のビデオ信号を、出力端子〇し 

丁9から出力される信号226として設定し、同じイべント「0 

07」という素材のビデオ信号を、出力端子〇٧丁7から出力 

される信号324として設定するようにクロスボイントを切り 

換える。また、 - ..

答して、編集処理装置3の画像処理部3вは、このモディファ 

イエフェクトに設定されたトランジション時間及び各種のエフ 

ェクトパタメータに応じたェフェクトを実行するように、特殊 

効果ブロック53を制御する。

次に、先に貼ったエフェクトを、後から貼るクリップと同じ 

長さにする場合にっいて、図34A及び図34Bを参照して説 

明する。

まず、編集オぺレ-夕が、図34人に示すように、ダイアロ 

グ1 90において選択されたアニメーシヨンエフエクトのアイ

حت19 16ج١لايتديو9 50رتتجتجوعتت13 5
上にマウᄌ2 Dによつてドラッグし、所望にイベントの上にに 

なるようにドロップすることによって、エフェクトライン13 

5上に所望のエフヱクbl 92尺を貼り付ける。

次に、編集オぺレ-夕が、図34人に示すように、ログウイ 

ンドウに表示されたクリップカード179をマウス2٥によつ 

てタイムライン上にドラッグする。そして、図ЗЗBに示すよ 

うに、ドラッグしたクリップカードをタイムラインのオーバレ 

イピデオライン136にドロップすると、所望にイべント19 

2 Lがォーバレィビデォラィン1 3 6に貼り付けられる。そし 

て、このフォァグランド画像として貼り付けられたィベント1
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92乙の期間に応じて、先に貼り付けられたェフェクト1 92 

尺の期間が変更され、その結果、ェフェクトライン135には、 

この後に貼り付けられたイぺント192しの期間に対応した期 

間を有したェフェクト192^が表示される。つまり、後に貼 

り付けられたイべント192乙の期間に応じて、エフェクト1 

9 2Mのトランジション期間が変更される。

このようにして、このフォアグランド画像として貼り付けら 

れたイべント1 92しの期間に応じて、先に貼り付けられたェ 

フェクトの期間を自動的に変更することによって、ェフュクト 

の期間を再設定する必要がないので、編集操作性を向上させる 

ことができる。

図343に示したようなアニメーションエフェクトを実行す 

る場合には、コンピュータ2の。۶٧21からの制御信号に応 

答して、編集処理装置3のマトリックᄌスイッチャ部ЗBは、 

イベント「◦02」という素材のビデオ信号を、出力端子〇リ 

丁9から出力される信号326として設定し、同じイべント「0 

02」という素材のビデオ信号を、出力端子〇し丁7から出力 

される信号324として設定するようにクロスボイントを切り 

換える。また、コンピュ-夕の〇卩リ2 1からの制御信号に応 

答して、編集処理装置3の画像処理部3ヨは、このビクチャイ 

ンピクチャェフェクトに設定されたトランジション時間及び各 

種のェフヱクトパタメータに応じたェフェクトを実行するよう 

に、ᄌイッチャブᄆック5 2を制御する。

次に、後から貼るクリップを、先に貼ったェフェクトと同じ 

長さにする場合にっぃて、図35A及ぴ図35Bを参照して説 

明する。
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まず、編集ォぺレ-夕が、図35人に示すように、ダイアロ 

グ1 90において選択されたアニメーションエフェクトのアイ 

コン19 18を、タイムライン9 5のエフエクトライン13 5 

上にマウᄌ2 Dによつてドラッグし、所望にイベントの上にに 

なるようにドロップすることによつて、エフエクトライン13 

5上に所望のエフェクト1 920を貼り付ける。

次に、編集オぺレ-夕が、図3 5人に示すように、ログウイ 

ンドウに表示されたクリップカード179をマウス2٥によつ 

てタイムライン上にドラッグする。そして、035B،：zrtJ： 

うに、ドラッグしたクリップカードをタイムラインのエフェク 

トライン1 3 5の先に貼られたエフェクト1 9 2〇に重なるよ 

うにドロップすると、イべント1 92Ρがオーバレイビデオラ 

イン1 3 6に貼り付けられる。そして、先に貼り付けられたエ 

フエクbl 920の期間に応じて、このフォアグランド画像と 

して貼り付けられたイべント1 92Nの期間が変更され、その 

結果、オ-バレイビデオライン1 3 6には、この先に貼り付け 

られたェフヱクト1 92〇の期間に対応した期間を有したイぺ 

ント192۶が表示される。つまり、この先に貼り付けられた 

エフェクト192〇の期間と、後に貼られたイべント192۶ 

の期間とが一致するように、イぺント192۶のアウト点が変 

更されるということである。

このようにして、この先に貼り付けられたエフェクト期間と、 

後に貼られたイべントの期間とが一致するようにすることによ 

つて、イべントの期間を変更する作業を省略することができる 

ので、編集操作性を向上させることができる。

1S35B ، ح 7ؤغ^ئم ا�ي
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る場合には、コンピユータのC P U 2 1からの制御信号に応答 

して、編集処理装置3のマトリックススィッチャ部33は、ィ 

ベント「0 0 6」という素材のビデオ信号を、出力端子〇٧丁 

9から出力される信号326として設定し、ィぺント「003」 

という素材のビデオ信号を、出力端子〇٧丁7から出力される 

信号324として設定するようにクロスポィントを切り換える。 

また、コンピユータの〇۶٧21からの制御信号に応答して、 

編集処理装置3の画像処理部は、このモディファィエフェクト 

に設定されたトランジション時間及び各種のエフェクトパタメ 

ータに応じたエフェクトを実行するように、特殊効果プロック 

5 3を制御する。

次に、タィムラィン95を使用して、エフヱクトをタィムラ 

ィン95に貼り付ける方法について、図36人及ぴ図365を 

参照して説明する。

まず、編集オぺレ--夕が、ビユーアウィンドウ92の丁しボ
١

タン126をクリック入力するとタィムラィン制御モードに切 

り換わる。このタィムラィン制御モ-ドとは、タィムラィン9 

5とビュ-ワウィンドウ9 2を時間的に関連つけた制御モ-ド 

である。従つて、タィムラィン95におけるナウラィン139 

の表示位置のタィムコ-ドに対応するビデオ画像が、ビユ-ア 

ウィンドウ92のビユーア106に表示される。

編集オぺレータが、フアィルの所望フレームをサーチするた 

めに、デバィスコントᄆール部9 6のᄌラィダ部1 2 0を操作 

すると、それに伴なってナウラィン139は、タィムラィン9 

5上を移動する。つまり、編集ォぺレータが再生ゃジョグ走行 

等のデバィスコントロ ールを行なうと、コンビュータ2は、ナ
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ウライン139がタイムライン95上を右に移動するように、 

モニタ2٥に表示されるグラフィカルユ-ザインターフェ-ス 

90を変更し、これと連動してビューアウインドウ92のビュ 

-71 0 6にビデオ画像が表示されるように、各ソーᄌデバイ 

スを制御する。

次に、編集オぺレ-夕が、ビュ-アウインドウ92のビュー 

71 06に表示されたビデオイメ-ジを見ながら、所望の位置 

にてマークインポタン115をクリックすると、CPU2 1| ؛١  

マークインボタン115が押されたときに、タイムライン95 

上においてナウライン1 3 9が存在している位置に、イン点ポ 

イントを示すフラグ166〇とマークライン166〇を表示す 

る〇

また、このイン点がマ-キングされたタイミングにおいて、

ビューアウインドウ9 2上のイン点表示欄1 1 0には、ビュー 

ア1 0 6に表示されているフレームのᄌタンプビクチヤでは無 

くて、タイムライン制御モᅳドにおいてイン点がマーキングさ 

れたことを示すために、フラグ116٠のような画像が表示さ 

れる。

さらに、編集オぺレータが、デバイᄌコントロ ール部9 Öの 

スライダ部120を操作してフアイルをサ-チし、所望の位置 

にてマークアウトボタン116をクリックすると、CPU21 

は、マークアウトボタン116が押されたときに、タイムライ 

ン95上においてナウライン139が存在している位置に、ア 

ウト点ポイントを示すフラグ1668とマ.クライン166٥ 

を表示する。

また、このァゥト点がマ-キングされたタィミングにおいて、
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ビ ユ ᅳ了 ウィン ド ウ92 上 の ア

ァ 10 6に表 示 されて い る フ

ハ١١ < て、 タイム ラ イン制 御 モ

グ さ れた ことを 示 すため に ١ フ

示 さ れる 〇

次 に、 編集ォ ベ は ١ 図

ン ド ウ9 3のク リ ップカ ب ド 1

—٠ ド 17 9をマ ゥ 72D に よ つ

の マ ーク ライン 1 66C と ア ク

間 の オー バレイ ビ デオラ ィ ン 1

果 ١ オー バレイ ビ デオラ ィ ン 1

及 び マー クライ ン 166 D の 間

١ت ッ プさ れたィ ベ ントが 挿 入 さ

う に 、ス テツプ S Ρ40 7 に お

が ١ 自動 的に、 エ フエク 卜 ラ ي

6 C 及び マーク ラ ィン1 6 6 D

も し、 ログウ ン ドゥ9 3 か ら

レ シヨ ンと、 マ ークラ ィ ン 1

D に 上っ て規定 さ れるデ ュ レ

一 ク ライ ン16 6 。及び マ 一一 ク

れ る デュ レーシ 3 ンよ優 先 さ せ

عط ク ライ ン16 6 ◦及び マ 一 ク

れ る デュ レーシ 3 ンに従 زر て ١

さ れ るク リップ の アゥト 点 の 夕

と によ つて、 マ ークラ ィ ン 1

D に よつ て規定 さ れるデ 그 レ ١٠٠٠٠

ウト点表示欄112には、ビュ 

レームのスタンプピクチャでは 

ドにおいてアウト点がマーキン 

ラグ116٥のような画像が表

363に示すように、ログウイ 

79の中から所望のクリップカ 

てドラッグし、設定したイン点 

卜点のマークライン166ΌΘ 

36上にドロツプする。その結 

36上のマークライン166〇 
に、ログウインドウ9 3からド 

れる。また、図36Bに示すよ 

いて設定されているェフェクト 

ン135上のマークライン16 

の間に、挿入される。 

ドロップされるクリップのデュ 

66〇及ぴマークライン166 

ションとが異なる場合には、マ 

ライン166٥によって規定さ 

るようにしている。つまり、マ 

ライン166٥によって規定さ 

ログウンドウ9 3からドロップ 

イムコ-ドを補正するようする 

66〇及ぴマ-クラィン166 

ションに対して、ロダウンドゥ
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93からドロップされるクリップのデュレーションとを一致さ

せることができる。

尚、図36٨及び図36ヨでは、オーバレイビデオライン1 

36にイべントを貼る例を説明したが、同様に、他のライン（サ 

ブオーディオライン134、ボイスオーバライン138人、1 

38Β）にもクリップを貼ることができる。

以上のような操作及び制御によつて、既にタイムライン上に 

貼り付けられているバックグランドイべントの位置をタイムラ 

イン上で見ながら、タイムライン95上においてェフェクト及 

びェフェクトに関するフォアグランドイべントの挿入される区 

間を設定することができる。また、既にタイムライン上に貼り 

付けられているバックグランドイべントのイン点及ぴアウト点 

等の編集点にこだわることなく、任意の位置及び期間にェフェ 

クト及びフォアグランドイべントを貼り付けることができる。

ステップ3۶409のェフェクトの貼り付け処理及びフォア 

グランドイべントの貼り付け処理が終了すると、次のステップ 

SP4 1O؛：lÖ٥

7۶7；SP4 1 0において、編集オぺレ-夕の制御にした 

がつて、コンピュータ2の〇۶٧21は、タイムライン95上 

に作成したプログラムをプレビューするプレビュ-処理を実行 

する。具体的には、編集オぺレーが、プレビュ٠-ボタン٢ Р V 

WJ 123已をクリックすると、タイムライン95のナウライ 

ン1 3 9の位置からプレビューが開始される。プレビュー中は、 

コンピュータ2の制御によつて、タイムライン9 5上のプログ 

ラムに対応した映像及ぴ音声がローカルストレージ8から再生 

される。さらに、コンピュータ2の制御によって、タィムラィ
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ン9 5上のプログラムに対応した映像処理及ぴ音声処理が行わ 

れるように、編集処理装置3は、供給された映像素材及び音声 

素材を処理し、コンビュータ2に出力する。コンピュータ2の 

〇卩^21は、供給された映像がビューアウインドウ92のビ 

ューア106に表示するように表示コントローラ23を制御す 

ると共に、その表示されている映像と対応するように、タイム 

ライン95上においてナウライン139のタイムライン95上 

における位置を可変するように表示コントロ-ラ23を制御す 

る〇

ナウライン139が、ビュ-アウインドウ92のビューア1 

06に表示されている映像と対応するように移動しているので、 

編集オぺレータは、ビューアウインドウ92のビューア106 

に表示されている映像を見ながら、ビューア106に表示され 

ている映像が、タイムライン9 5上に作成されたプログラムの 

どの位置の映像であるのかを容易に把握できると共に、タイム 

ライン9 5上に作成されたプログラムのどの位置までビューイ 

ングが終了したかを容易に把握することができる。

次に、このプレビューのときの編集処理装置3の処理につい 

て、図37を参照して詳しく説明する。図37٨から図37〇 

は、プレビューを実行しているときのあるタイミングにおける 

タイムラインの様子を表わしている図である。

図37は、イべント£0とイべント£1との間にトランジシ 

ョンェフェクト「Wi pe」が指定されている例を示している。 

図37٨から図37〇は、プレビューを実行中のあるタイミン 

グにぉけるタィムラィンの様子をそれぞれ表ゎしてぃる図でぁ 

る٠
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図37٨は、エフェクト実行前であって、イベントEOが再 

生されている状態を示している。このときには、コンピュータ 

2は、このイべント£0をバックグランドイべントとして処理 

するように編集処理装置3を制御する。このイぺント£0の信 

号がローカルストレージからの出力信号313人として編集処 

理装置3のマトリクᄌᄌイチャ部ЗBの入力端子IN4に供給 

されている場合を例にあげて、この時の編集処理装置3の制御 

をより詳しく説明する。

編集処理装置3のシステムコントロール部3٨は、まず、入 

力端子IN4と出力端子OUT9を接続するためのクロスポイ 

ント卩49をアクティブにするようにマトリクススイチヤ部3 

5を制御する。その結果、

卜E 0のビデオ信号S 1 3 Aは、出力端子О U T 9から出カビ 

デオ信号S26として出力され、画像処理部ЗCに供給される。

出力端子〇٧丁9から出力された出力信号526は、画像処 

理部3〇のデマルチプレクサ5 IDに供給される。デマルチプ 

レクサ51٥は、3〇1フォーマットのデータのぺイロード部 

からデジタルビデオ信号をのみを抽出する。画像処理部3 Сに 

おいて、デジタルビデオ信号は、スイッチャブロック5 2、特 

殊効果プロック53及ぴミキサブロック54を介して出カピデ 

オ信号332として出力される。

画像処理部3 Сから出力されたデジタルビデオ信号S 3 2は、 

再ぴマトزックᄌᄌイッチャ部3 Вの入力端子I N 1 ()に供給 

される。〇卩リ21は、編集処理装置3のシステムコントロー 

ル部ЗAを介して、入力端子IN10と出力端子OUT5を接 

続するためのクロスポィント卩105をァクティプにするょぅ
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にマトリクススイチャ部33を制御する。その結果、入力端子 

I N 1 0に供給されたデジタルビデオ信号S 3 2は、アゥトプ 

ットプロセッサ46を介して出力端子〇٧丁5からデジタルビ 

デオ信号32としてコンピュータ2に出力される。

編集処理装置3から出力されたデジタルビデオ信号22は、 

コンピュ-夕2のビデオプロセッサ22に供給され、表示コン 

トローラ23を介してコンピュータモニタ2丑ビューアゥイン 

ドゥ92に表示される。その結果、ローカルストレージ8から 

再生信号313人として再生されたイべント£0のビデオ信号 

が、ビューアゥインドゥに表示される。

図373は、図37人に示した状態よりさらにプレビュ-が 

進んだ状態を示し、イべント£0とイべント£1の間に設定さ 

れたトランジションエフェクト「Wipe」が実行され始める 

タイミングを示している。

このタイミングにおいて、コンピュータ2は、このイべント 

EOをバックグランドイぺントとして処理し、イべントE1を 

フォアグランドイべントとして処理するように編集処理装置3 

を制御する。先ほどと同じように、このイべント£()の信号が 

口-カルストレージからの出力信号313人として編集処理装

イベ.ソًا、ド1のÆ &が口 一カルスطレー、'，からの屮，-h & - ٩ اً

3вとして編集処理装置3のマトリク거ᄌイチャ部3вの入力 

端子I N 5に供給されている場合を例にあげて、この時の編集 

処理装置3の制御をより詳しく説明する。

٠^奶』现或右 ٠-٩ のマ1、リ々ススノチセ餅ぃ^٩け اベソt、P、.

0のビデォ信号を画像処理装置3 Cに供給するために、クロス
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ボイントの制御は行なわなくてよい。なぜなら、コンビュ-夕 

2によつて、イべント£0は既にバックグランンドイべントと 

して処理されるように編集処理装置3が制御されているので、 

マトリックススイッチヤ部33のクロスボイント۶49をアク 

ティプにしておけぱ、入力端子IN4に供給されたイべントE 

0のビデオ信号S 1 3 Aは、出力端子О U T 9から出カピデオ 

信号326として画像処理部3〇に出力されるからである。

画像処理部3٠に出力信号526として供給されたイぺント 

£〇のビデオ信号は、デマルチプレクサ51٥を介して、スイ 

ッチャブロック52のビデオ信号処理回路52?に供給される。 

ビデオ信号処理回路5 2 Еは、供給されたイベントЕ 0のビデ 

オ信号に対して、ワイプ信号発生回路5 23からのワイプ制御 

信号に基いて、ワィプ効果を施す処理を行なう。ワィプ処理さ 

れたイべント£0のビデオ信号は、ミキサ回路543に供給さ 

れる。

尚、イべント£〇に関するキー信号は、イベントΕ0のビデ 

ナ イ言 & ¿.ァ 삼 ナ ٨ マ 1 طし、、み ス 7 ノ、ソ ヰ 부 R じ、상 ،汁 ٨ /し ᅳ ؟

ィング処理及ぴビデオ信号処理回路5 2 Fにおけるワイプ処理 

と同じように、マトリックススイッチャ部33におけるルーテ 

ィング処理が行われ、さらに、キ-信号処理回路52٥におけ 

るワイプ処理が行われる。

一方、 ٠جددأرريب1وةبا8ؤعح||ةلم4جح<رتجغتا£1(7د  

ビデオ信号をコンビュ-夕2に供給するため、編集処理装置3 

のシステムコントロ-ル部3人は、まず、入力端子IN5と出 

力端子〇じ丁7を接続するためのクロスボィント卩57をァク 

ティブにするょぅにマトリクスᄌィチャ部ЗBを制御する。そ
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の結果、入力端子I N 5に供給されたイベントE 1のビデオ信 

jsi ЗВは、出力端子〇٧۴7から出カビデオ信号324と 

して出力され、画像処理部3〇に供給される。出力端子〇リ丁 

7から出力された出力信号3 2 6は、画像処理部3。のデマル 

チプレクサ513に供給される。デマルチプレクサ513から 

出力されたイべント£1のビデオ信号は、スイッチャブロック 

52のビデオ信号処理回路52£に供給される。ビデオ信号処 

理回路52£は、供給されたイべント£1のビデオ信号に対し 

て、ワイブ信号発生回路5 2人からのワイプ制御信号に基いて、 

ワイプ効果を施す処理を行なう。ワイプ処理されたィべントE 

1のビデオ信号は、ミキサ回路5 4 Вに供給される。

尚、イべント£1に関するキ-信号は、イベントElのビデ 

ナ & 卜 데 ナ み マ レ 、、、々 ス ス ノ、ソ ヰ ゼ 없 ٩ R س 방 レ十 ス バノ ー チ

ィング処理及びビデオ信号処理回路52£におけるワイプ処理

ィング処理が行われ、さらに、キー信号処理回路52〇におけ 

るワイプ処理が行われる。

ミキサ回路543は、ワイプ処理されたイべント£1のビデ 

オ信号と、ワイプ処理されたイべント£〇のビデオ信号とをミ 

ックスし、ミックスした信号を出力信号332として出力する。

画像処理部3 Cから出力されたデジタルビデオ信号S 3 2は 

Sてドマط " '、、々ススノ、リ斗· مه & ٩  R »イト1 jて コンピュータ2 

に供給される。その結果、ローカルストレージ8から再生され 

たイべント£0の映像とイべント£1の映像とに基いて生成さ 

れたヮィブ映像が、ビューァゥィンドゥ92に表示される。

図37Cは、図37Bに示した状態ょりさらにプレピューが
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進んだ状態を示し、イべント£0とイべント三1の間に設定さ 

れたトランジシヨンエフェクト٢WipeJ^^TL ١^^٤  

ングを示している。

ワイプ処理が行われていときには、コンピュータ2は、この 

イべント£〇をバックグランドイぺントとして処理し、イべン 

卜£1をフォアグランドイべントとして処理していたが、この 

ワイプ処理が終了したタイミングにおいて、コンビュータ2は、 

イべント£0に代わつて、イべント£1をバックグランドイべ 

ントとして処理するように編集処理装置3を制御する。この時 

の編集処理装置3の制御をより詳しく説明する。

まず、編集処理装置3のマトリクススイチャ部33は、イべ

جح£0؛�ااحن٠خه٠٠ؤ0ج|جب30ححت؟لًاع٠وبح2

に供給する必要がないので、いままでアクティブであった入力

卜卩49を、インアクティブに変更する。その結果、入力端子 

I N 4に供給されたイベントE 0のビデオ信号S 1 3 Aは、出 

力端子〇٧丁9から出力されなくなる。一方、イベントЕ()の 

代わりに、イぺントЕ 1をバックグランドビデオとして処理し 

なければいけないので、編集処理装置3のマトリクススイチャ 

部3 BK、イべントE 1の信号が供給されている入力端子I N 

5と出力端子〇し丁9とを接続するためのクロスポイント卩5 

9をアクティブにする。その結果、入力端子IN5に供給され 

ているイべントE1のビデオ信号S13Bは、出力端子OUT 

9から出力される。

このように、ェフェクトの実行タィミングに応じて、適切な 

信号が出力されるょぅに編集処理装置3のマトリックススィッ

118



wo 98/47145 PCT/JP98/01684

集オぺレ-夕はタイムライン95上に所望のプログラムを作成 

するだけで、作成したプログラムに対応したビデオプログラム 

を自動で作成することができる。

このステップ3۶4 1 〇におけるプレビュ-処理の結果、満 

足のいくプログラムでなく、修正が必要であるのであれぱ次の 

ステップ3۶411に進み、満足のいいくプログラムであれぱ、 

次のステップ3۶412に進む。

ステップ3۶4 11では、編集才ぺレ-夕の操作に従って、 

〇卩٧21は、タイムライン95に貼り付けられたイべント及 

ぴエフェクトを修正する。

イべントを修正する場合には、まず、タイムライン95にお 

いて修正を必要とするイべントをマウス2٥でダブルクリック 

する。CPU2H ؛١ ダプルクリックされたイべントをローカ 

ルストレージ8から再生し、ビユーアウインドウ92に表示す 

るように、ローカルストレージ8及び編集処理装置3を制御す 

る。また、CPU2 1{  ローカルストレージ8から再生され ؛١

た映像をビュ-アウインドウ92のビュ-ア106に表示する 

と共に、内部ハ-ドディスク《〇٥に記憶されたイン点及ぴア 

ウト点のスタンプピクチャをイン点画像表示部11〇及ぴアウ 

卜点画像表示部120にそれぞれ表示する。

クリップを作成したときと同じ要領で、必要に応じて、イン 

点及びアウト点の再設定、ビデオ及ぴオーディオレベル等の各 

種パラメ ータの再調整を行なう。

所望の修正処理が終了し、編集ォぺレータは、八٥1）ボタン 

122人をクリックすると、C P U 2 1 ءجي ١ 修正されたィぺン

119



wo 98/47145 PCT/JP98/01684

卜に関する情報を、タイムライン95上の古いイべントの情報 

にオーバライトすると共に、タイムライン95の表示を、古い

イべントから修正されたイぺントに変更する〇 

また、エフェクトを修正する場合には、まず、タイムライン 

95において修正を必要とするェフェクトをマウス2٠でダブ 

ルクリックする。CPU21fâ١ダブルクリックされたエフエ 

クトを設定したエフェクト設定ダイアログ1 90をオ-プンす

る〇

ェフヱクトを設定したときと同じ要領で、必要に応じて、エ 

フエクト種類、トランジション時間及ぴモデイファイパラメー

夕等の再設定を行なう。

所望の修正が終了し、エフェクト設定ダイアログ1 90が閉 

١修正されたエフェクトに関する情»じられると、CPU21 

報を、古いェフェクトの情報にオ-バライトすると共に、タイ 

ムライン95の表示を、古いエフエクトから修正されたエフェ

クトに変更する。

١タイムライン95»ステップ3۶412では、CPU2 1 

）上に作成されたプログラムに従ってプᄆグラムリᄌ卜（EDL

ة طةص№١٠ج دس ب K اح، ي، ق4٦

٥しフォルダにファイルとして記録する。£た 

١編集オぺレ-夕の،1؛ ステップ3卩412では、CPU2 

指示に従って、完成ビデオプログラムを作成する。編集才ぺレ 

一夕が、只£〇ポタン123٥をクリックすると、図38のよ 

うなRECダイアログがオープンする。まず、編集オぺレータ

は、完成ビデォプログラムを記録するための記録デバィスを、 

٧丁只7及びォンェァサーバ9の中か、ローカルストレージ8
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ら選択し、適切なファイル名を入力する。編集オぺレ-夕が、 

エクシキュ-トボタン「Execute」をクリックすると、 

コンビュ-夕2は、プレビューのときと同じように、作成した 

プログラムリスト（EDL）又はタイムライン95上のプログ 

ラムに従って、ローカルストレージ8及び編集処理装置3を制 

御する。その結果、指定されたデバイス上に、完全ビデオプロ 

グラムが記録される。

以上のように、本発明の編集システムは、口-カルストレー 

ジから再生されたソースデ-夕をルーティングするためのスイ 

ッチャプロックと、スイッチャブロックから出力されたピデオ 

信号を処理するビデオ信号処理ブロックと、スイッチャブロッ 

クから出力されたオーディオ信号を処理するオーディ^処理ブ 

ロックとを備えた編集処理装置と、口-カルストレージに記録 

されたソース素材を編集するためのソフトウェアプログラムに 

よってプログラムされ、編集用ソフトウエアプログラムを使用 

して作成した編集プログラムに対応するようにスイッチャプロ 

ック、ビデオ信号処置ブロック、オーディオ信号処理ブロック 

及びローカルストレージを制御するコンビュータとを備えたこ 

とを特徴とするものである。

よって、この編集システムによれば、タイムライン上に作成 

したプログラムに応じて各処理ブロックを自動的に制御するこ 

とができ、編集効率を向上させることができる。また、本発明 

の編集システムによれぱ、即時性の求められるニュ-ス番組の 

制作時に、ノンリニァの特徴でぁるランダムァクセス性を生か 

した素早ぃ編集作業が行なぇる。また、ニュ-ス番組制作ゃ報
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道番組制作において、本発明の編集システムを使用することに 

よって、モザイク効果の追加や話者の声色の変更、取材現場の 

周辺ノィズの除去機能などの編集を、自分一人で迅速に行なう 

ことができる。

また、本発明の編集システムは、ソース素材を供給するため 

の複数のソースデバイスと、ソ-スデバイスから再生されたソ 

ース素材をランダムアクセス可能な記録するとともに、記録媒 

体からソ-ス素材を再生するためのローカルストレージと、口 

-カルストレ٠—ジから再生されたソ-スデータをルーティング 

するためのスイッチャプロックと、スイッチャブロックから出 

力されたビデオ信号を処理するビデオ信号処理ブロック、スイ 

ッチャブロックから出力されたオーディオ信号を処理するオー 

ディオ処理プロックとを備えた編集処理装置と、ソースデバィ 

スに記録されたソ-ス素材をローカルストレージにダウンロー 

ドするダウンロード処理と、口-カルストレ-ジに記録された 

ソース素材を編集するための編集リストを作成する編集処理と 

を同時に行なうように、ソースデバイス及びローカルストレー 

ジの記録再生動作と、スイッチャブロック、ビデオ信号処理プ 

ロック及びオーディオ信号処理プロックの処理動作とを制御す 

るコンピュータとを備えたことを特徴とするものである。

従って、素材をサーバ等からダウンロードしている時間にも、 

ローカルストレージに記憶された他の素材の編集作業を行なう 

ことができるので、編集作業時間を短縮することができる。ま 

た、本発明の編集システムは、ローカルハードディスクとして 

使用する単独システムと、ネットヮーク上のサーバ素材を共有 

しながら、効率的に編集を行なぅネットヮーク型編集システム
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としても使用できる。

また本発明の編集システムは、ソースデバイスから供給され 

たソ-ス素材をランダムアクセス可能な記録するとともに、記 

録媒体からソ-ス素材を再生するための口-カルストレ-ジと、 

ローカルストレージから再生された複数のソースビデオ信号を 

ルーティングするためのスイッチャブロックと、スイッチャプ 

ロックから出力されたビデオ信号に対して所望のエフェクトを 

施すビデオ信号処理ブロックとを備えた編集処理装置と、ソ- 

スビデオデータに対して施されるエフェクトを設定するェフェ 

クト設定手段と、エフェクト設定手段によって設定されたェフ 

ヱクトに応じて、適切なソースビデオ信号をビデオ信号処理ブ 

ロックに供給するようにスイッチャブロックを制御すると共に、 

エフェクトに対応したエフェクトを実行するようにビデオ信号 

処理ブロックを制御するコンピュータとを備えたことを特徴と 

しているものである。

従って、ェフヱクトを実行するために、編集処理装置の処理 

タイミングや入力信号の設定などを自動で行なうことができる 

ので、編集時間を短縮することができる。また、ニュース番組 

制作や報道番組制作において、本発明の編集システムを使用す 

ることによって、モザイク効果の追加や話者の声色の変更、取 

材現場の周辺ノイズの除去機能などの編集を、高速で行なうこ 

とができる。

また、本発明の編集システムによれば、これらの多彩なエフェ 

クトを実現するために、コンビュ-夕によるソフト上の処理と 

ハードゥェァの両方を最適になるょぅに使用して、リァルタィ 

ムでの高速デジタル画像編集及びォ-ディォ編集を実現できる。
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また、本発明の編集システムは、ソースデバイスから供給さ 

れたソース素材をランダムアクセス可能な記録するとともに、 

記録媒体からソ-ス素材を再生するためのローカルストレージ 

と、ローカルストレージから再生された複数のソ-スビデオ信 

号をル-ティングするためのスィッチャプロックと、スィッチ 

ャブロックから出力されたビデオ信号を処理するためのビデオ 

信号処理ブロックと、スィッチャブロックから出力されたオ- 

ディオ信号を処理するためのオーディオ信号処理ブロックとを 

備えた編集処理装置と、口-カルストレージに記録されたソー 

ス素材を編集するための編集リストを生成し、編集リストに応 

じて、適切なソースビデオ信号をビデオ信号処理ブロックに供 

給するとともに、適切なソースオーディオ信号をピデオ信号処 

理ブロックに供給するようにスィッチャブロックを制御するコ 

ンビュータとを備えたことを特徴としているものである。

従って、本発明の編集システムによれば、ビデオ信号とオー 

ディオ信号のクロスポィントの切り換え制御を簡易化すること 

ができる。

また、本発明の編集システムは、ソ-ス素材を編集するため 

の編集システムにおいて、ソースデバィスから供給された複数 

のソース素材をランダムアクセス可能な記録するとともに、言己 

録媒体からソース素材を再生するためのローカルストレージと、 

ローカルストレージから再生された複数のソースビデオ信号を 

ル-ティングするためのスィッチヤプロックと、スィッチャプ 

ロックから出力されたビデオ信号に対して所望のエフェクトを 

施すビデォ信号処理ブロックとを備ぇた編集処理装置と、複数 

のソース素材を編集するための編集リストを生成すると共に、
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編集リストに応じた完成ビデオプログラムを生成するようにス 

トレージ装置及ぴ編集処理装置を制御する制御手段を備え、完 

成ビデオプログラムに設定されたエフェクトの実行タイミング 

に応じて、適切なソースビデオ信号がビデオ信号処理プロック 

に供給されるようにスイッチャプロックを制御するコンピュ- 

夕とを備えたことを特徴とするものである。

従って、本発明の編集システムによれぱ、エフェクトを実行 

するために、編集処理装置の処理タイミングや入力信号の設定 

などを自動で行なうことができるので、編集時間を短縮するこ 

とができる。また、ニュース番組制作や報道番組制作において、 

本発明の編集システムを使用することによって、モザイク効果 

の追加や話者の声色の変更、取材現場の周辺ノイズの除去機能 

などの編集を、高速で行なうことができる。また、本発明の編 

集システムによれば、これらの多彩なエフェクトを実現するた 

めに、コンピュ-夕によるソフト上の処理とハ-ドウエアの両 

方を最適になるように使用して、リアルタイムでの高速デジタ 

ル画像編集及ぴオーディオ編集を実現できる。

また、本発明の編集方法は、編集用ソフトウエアプログラム 

を使用して、ローカルストレ-ジに記録されたソース素材を編 

集するための編集リストを作成し、編集リストに対応したピデ 

オプログラムを生成するように、スイッチャプロック、ビデオ 

信号処置プロック、オーディオ信号処理ブロック及びローカル 

ストレージを制御することを特徴とするものである。

よって、本発明の編集方法によれぱ、タイムライン上に作成 

したプログラムに応じて各処理プロックを自動的に制御するこ 

とができ、編集効率を向上させることができる。
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また、本発明の編集方法は、ソ-スデバイスに記録されたソ 

ース素材をローカルストレージにダウンロードするダウンロー 

ド処理と、口-カルストレージに記録されたソース素材を編集 

するための編集リストを作成する編集処理とを同時に実行する 

ことを特徴とするものである。

従って、素材をサーバ等からダウンロードしている時間にも、 

口-カルストレ-ジに記憶された他の素材の編集作業を行なう 

ことができるので、編集作業時間を短縮することができる。

また、本発明の編集方法は、記ローカルストレージから再生 

された複数のソースビデオ信号に対して所望のエフヱクトを設 

定し、設定されたエフェクトに応じて、適切なソ-スビデオ信 

号をビデオ信号処理プロックに供給するようにスイッチャプロ 

ックを制御することを特徴とするものである。

従って、本発明の編集方法によれぱ、エフェクトを実行する 

ために、編集処理装置の処理タイミングや入力信号の設定など 

を自動で行なうことができるので、編集時間を短縮することが 

できる。また、ニュース番組制作や報道番組制作において、本 

発明の編集方法を使用することによって、モザイク効果の追加 

ゃ話者の声色の変更、取材現場の周辺ノィズの除去機能などの 

編集を、高速で行なぅことができる。
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言青求の範囲

1. ソース素材を編集するための編集処理装置と、上記シ- 

ス素材を記録再生するためのデ-タストレージ装置と、上記編 

集処理装置及び上記デ-タストレージ装置と制御するコンピュ 

ータとを備えた編集システムにおいて、

上記編集処理装置は、

上記デ-タストレ-ジ装置から再生されたソースデ-夕をル- 

ティングするためのスイッチャブロックと、上記スイッチャブ 

ロックから出力されたビデオ信号を処理するビデオ信号処理ブ 

ロックと、上記スイッチャプロックから出力されたオーディオ 

信号を処理するオーディオ処理プロックとを備え、

上記コンピュータは、

上記データストレージに記録されたソース素材を編集するため 

のソフトウエアプログラムによってプログラムされ、上記編集 

用ソフトウエアプログラムを使用して作成した編集プログラム 

に対応するように上記スイッチャプロック、上記ビデオ信号処 

置ブロック、上記オーディオ信号処理ブロック及び上記データ 

ストレージを制御する制御手段を備えたことを特徴とする編集 

シフ、亍上、٥

2. ソース素材を編集するための編集システムにおいて、 

ソース素材を供給するための複数のソ-スデバイスと、 

上記ソ-スデバイスから再生されたソ-ス素材をランダムアク 

セス可能な記録するとともに、上記記録媒体から上記ソース素 

材を再生するためのデータストレ-ジ装置と、

上記データストレ-ジ装置から再生されたソースデ-夕をルー
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ティングするためのスイッチャブロックと、上記スイッチャブ 

ロックから出力されたビデオ信号を処理するビデオ信号処理プ 

ロック、上記スイッチャブロックから出力された才٠ディオ信 

号を処理するオーディオ処理ブロックとを備えた編集処理装置 

と、

上記ソ-スデバイスに記録されたソ-ス素材を上記データスト 

レージ装置にダウンロ-ドするダウンロ-ド処理と、上記デー 

タストレ-ジ装置に記録されたソ-ス素材を編集するための編 

集リストを作成する編集処理とを同時に行なうように、上記ソ 

ースデバイス及ぴ上記データストレージ装置の記録再生動作と、 

上記スイッチャブロック、上記ビデオ信号処理ブロック及ぴ上 

記オ-ディオ信号処理ブロックの処理動作とを制御するコンピ 

ュ-夕とを備えた編集システム。

3. ソース素材を編集するための編集システムにおいて、 

ソースデバイスから供給されたソ-ス素材をランダムアクセス 

可能な記録するとともに、上記記録媒体から上記ソ-_ス素材を 

再生するためのデータストレ-ジ装置と、

上記データストレージ装置から再生された複数のソースビデオ 

信号をル-ティングするためのスイッチャブロックと、上記ス 

イッチャブロックから出力されたピデオ信号に対して所望のエ 

フヱクトを施すビデオ信号処理プロックとを備えた編集処理装 

置と、

上記ソースビデオデータに対して施されるエフェクトを設定す 

るエフヱクト設定手段と、上記ェフヱクト設定手段によって設 

定されたェフヱクトに応じて、適切なソ-スビデォ信号を上記 

ビデォ信号処理ブロックに供給するように上記スィッチャブロ
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ックを制御すると共に、上記エフェクトに対応したエフェクト 

を実行するように上記ビデオ信号処理ブロックを制御するコン 

ビュータとを備えた編集システム。

4. ソ-ス素材を編集するための編集システムにおいて、

可能な記録するとともに、上記記録媒体から上記ソ-ス素材を 

再生するためのデータストレージ装置と、

上記データストレージ装置から再生された複数のソースビデオ

信号をルーティングするためのスイッチャプロックと、上記ス

イッチャブロックから出力されたビデオ信号を処理するための

ビデオ信号処理ブロックと、上記スイッチャブロックから出力

されたオーディオ信号を処理するためのオーディオ信号処理プ

ロックとを備えた編集処理装置と、

上記データストレージ装置に記録されたソース素材を編集する 

ための編集リストを生成し、上記編集リストに応じて、適切な 

ソースビデオ信号を上記ビデオ信号処理ブロックに供給すると 

ともに、適切なソースオーディオ信号を上記ビデオ信号処理プ 

ロックに供給するように上記スイッチャブロックを制御するコ 

ンビュータとを備えた編集システム。

5. ソ-ス素材を編集するための編集システムにおいて、 

ソースデバイスから供給された複数のソース素材をランダムア 

クセス可能な記録するとともに、上記記録媒体から上記ソース 

素材を再生するためのデ-タストレージ装置と、

上記データストレージ装置から再生された複数のソースビデオ 

信号をルーティングするためのスィッチャプロックと、上記ス 

ィッチャプロックから出力されたビデォ信号に対して所望のェ
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フェクトを施すビデオ信号処理ブロックとを備えた編集処理装 

置と、

上記複数のソース素材を編集するための編集リストを生成する 

と共に、上記編集リストに応じた完成ビデオプログラムを生成 

するように上記ストレージ装置及び上記編集処理装置を制御す 

る制御手段を備え、

上記完成ビデオプログラムに設定されたェフェクトの実行タイ 

ミングに応じて、適切なソースビデオ信号が上記ビデオ信号処 

理ブロックに供給されるように上記スイッチャブロックを制御 

するコンピュータと

を備えた編集システム。

6. データストレージ装置から供給されたソース信号をルー 

ティングするためのスイッチャブロックと、上記スイッチャブ 

ロックから出力されたビデオ信号を処理するピデオ信号処理プ 

ロックと、上記スイッチャプロックから出力されたオ-ディオ 

信号を処理するオーディオ信号処理プロックとを備えた編集処 

理装置と、上記データストレージに記録されたソース素材を編 

集するためのソフトウエアプログラムによってプログラムされ 

たコンピュータとを備えた編集システムを使用して、上記デー 

タストレージ装置に記録されたソース素材を編集するための編 

集方法において、

上記編集用ソフトウエアプログラムを使用して、上記デ-タス

トレージ装置に記録されたソース素材を編集するための編集リ

ストを作成し、

上記編集リストに対応したビデォプログラムを生成するように、 

上記スィッチャブロック、上記ビデオ信号処置ブロック、上記
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オーディオ信号処理ブロック及び上記データストレージを制御

することを特徴とする編集方法。

7. ソース素材を供給するための複数のソ-スデバイスと、 

上記ソースデバイスから再生されたソース素材をランダムアク 

セス可能な記録するとともに、上記記録媒体から上記ソース素 

材を再生するためのデータストレージ装置と、上記データスト 

レージ装置から再生されたソースデータをルーティングするた 

めのスイッチャブロックと、上記スイッチャブロックから出力 

されたビデオ信号を処理するビデオ信号処理プロック、上記ス 

イッチャブロックから出力されたオーディオ信号を処理するオ 

ーディオ処理プロックとを備えた編集処理装置と、上記ソース 

デバィス.上記データストレージ装置及び上記編集処理装置を 

制御するためのコンピュータとを使用して、上記データストレ 

ージに記録されたソース素材を編集するための編集方法におい 

て、

上記ソースデバイスに記録されたソース素材を上記データスト 

レージ装置にダウンロードするダウンロード処理と、上記デー 

タストレージ装置に記録されたソース素材を編集するための編 

集リストを作成する編集処理とを同時に実行することを特徴と 

する編集方法。

8. ソ-スデバイスから供給されたソ-ス素材をランダムア 

クセス可能な記録するとともに、上記記録媒体から上記ソース 

素材を再生するためのデータストレージ装置と、上記データス 

トレージ装置から再生された複数のソースビデオ信号をルーテ 

ィングするためのスィッチャプロックと、上記スィッチャブロ 

ックから出力されたビデォ信号に対して所望のェフヱクトを施
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すピデオ信号処理ブロ’ックとを備えた編集処理装置と、上記デ 

ータストレージ装置及び上記編集処理装置を制御するためのコ 

ンビュータとを使用して、上記デ-タストレージに記録された 

ソース素材を編集するための編集方法において、

記データストレージ装置から再生された複数のソースピデオ信 

号に対して所望のエフェクトを設定し、

上記設定されたエフヱクトに応じて、適切なソースピデオ信号 

を上記ビデォ信号処理ブロックに供給するように上記スィツチ 

ャプロックを制御することを特徴とする編集方法。
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捕正書の請求の範囲

[1 9 9 8年9月10日（1 0. 0 9. 9 8）国際事務局受理:新しい請求の範囲9 —59 

が加えられた:他の請求の範囲は変更なし。（19頁）]

すビデオ信号処理プロツクとを備えた編集処理装置と、上記デ 

ータストレージ装置及び上記編集処理装置を制御するためのコ 

ンピュータとを使用して、上記データストレージに記録された 

ソース素材を編集するための編集方法において、

記データストレージ装置から再生された複数のソースビデオ信 

号に対して所望のエフヱクトを設定し、

上記設定されたエフヱクトに応じて、適切なソースビデオ信号 

を上記ビデオ信号処理ブロツクに供給するように上記スイツチ 

ャブロツクを制御することを特徴とする編集方法。

9. （追加）上記制御手段は、

上記編集プログラムを作成するためのグラフィカルユーザイン 

夕.フェースを、上記コンピュータに設けられたディスプレイ 

に表示することを特徴とする請求項1記載の編集システム。

10. （追加）上記グラフィカルユーザインターフヱースは、 

上記ソース素材に含まれるビデオデータを編集オぺレータがビ 

ューイングしながらイン点及びアウト点を設定することによっ 

て複数のイべントを作成するためのビューアウインドウと、 

上記ビュ-アウインドウにおいて生成された複数のイべントを 

クリツプカードとして登録するログウインドウと、

上記ビューアウンドウにおいて作成された複数のイべントを所 

望の順にタイムライン上に並べることによって上記編集プログ 

ラムを生成するブログラムウインドウと

から構成されることを特徴とする請求項9記載の編集システム

0

11. （追加）上記制御手段は、

上記イべントに関する各種データを上記制御手段内のメモリに
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ファイルとして格納するために、上記イべントに関すろファイ

ルをそれぞれ管理するためのファイルマネージャを有している

ことを特徴とする請求項10記載の編集システム。

12. （追加）上記イべントに関するファイルには、

少なくとも、上記イぺント対して付与されたイぺント名、上記 

イべントのイン点及ぴアウト点のタイムコード'、上記イぺント 

のソース素材が供給されたソース供給デバイスに関するデ-夕 

が含まれていることを特徴とする請求項11記載の編集システ 

ム٠

13. （追加）上記制御手段は、

ソ-ス供給デバイスに記憶された複数のソ-ス素材から、所望

のソース素材を検索するソース素材検索処理と、

上記検索されたソース素材から上記複数のイぺントを生成する

イべント生成処理と、

上記イべント生成処理によって生成された複数のイべントを所

望の順に並ぴ替えることによって上記編集プログラムを生成す

る編集ブログラム生成処理と、

上記作成した編集プログラムに基いて、最終ビデオプログラム 

を作成する処理と

を実行するように上記ビデオ信号処理プロック及び上記スイッ

チャブロックを制御することを特徴とする請求項11記載の編

集システム。

14. （追加）上記ソース素材検索処理において、 

上記制御手段は、上記ディスプレイに表示された素材検索用の 

ダイァログに入力されたキーワードに基いて、上記ソ-ᄌ供給 

デバィスに記憶された複数のソース素材から、所望のソ-ス素
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材を検索することを特徴とする請求項13記載の編集システム

ه

15. （追加）上記制御手段は、

上記ソース供給デバイスから再生されたソース素材のビデオデ 

-夕を、上記ビデオ信号処理ブロックを介して、上記コンピュ 

'夕に供給するように上記スイッチャプロックを制御すると共 

に、上記ソース供給デバイスから再生されたソース素材のオー 

ディオデ-夕を、上記オーディオ信号処理プロックを介して、 

ᄌピーカに供給するように上記ᄌイッチャプᄆックを制御する 

ことを特徴とする請求項13記載の編集システム。

16. （追加）上記イべント生成処理において、

上記ビデオ信号処理ブロックを介して上記コンピュータに供給 

されるビデオデータに対して信号レべルの調整及び上記オーデ 

ィオ信号処理プロックを介して上記コンピュータに供給される 

オーディオデータに対して信号レべルの調整が行われた場合に 

は、

上記制御手段は、上記ビデオデータに対する調整値及び上記オ 

ーディオデータに対する調整値を、上記ソース素材のビデオレ 

ぺル情報及ぴ上記オーディオレぺル情報として上記ファイルに 

登録することを特徴とする請求項15記載の編集システム。

1 7.（追加）上記イべント生成処理において、上記編集オぺ 

レータによつて、上記ビュアーウインドウに表示されているビ 

デオデータに対してイン点及びアウト点が指定された場合には

١

上記制御手段は、上記イン点及び上記アウト点によって規定さ 

れた期間のソース素材を、新たなィべントとして登録すること
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を特徴とする請求項13記載の編集システム٥

18. （追加）上記イべント生成処理において作成された新た 

なイべントに対してプレビューが実行された場合には、 

上記制御手段は、

上記新たなイぺントの時間的前の位置に既に貼り付けられてい 

る既存のイべントに対する上記新たなイべントのつながり具合 

を見るために、上記新たなイぺントとして登録されたイべント 

を上記タイムライン上に仮想的に貼り付け、上記新たなイべン 

卜の所定時間前からプレビュー処理を行なうように上記ソ'ス 

供給デバイスをコントロ-ルすることを特徴とする請求項17 

記載の編集システム。

19. （追加）上記制御手段は、

上記ソース供給デバイスに記録された上記ソース素材を上記デ 

ータストレージ装置にダウンロ-ドするダウンロード処理と、 

上記データストレージ装置に記憶されている上記ソ-ス素材と 

は異なるソース素材を、上記ビデオ信号処理ブロック及び上記 

オーディオ信号処理プロックを介して上記コンピュ-夕に供給 

することによって、上記データストレージ装置に記録されてい 

るソース素材を編集する編集処理とを同時に行なうことを特徴 

とする請求項17記載の編集システム。

2 0. （追加）上記制御手段は、

上記ソース供給デバイスから供給されたソース素材に対して所 

望のシーン名を設定すると共に、

上記ソース素材から生成された複数のイべントに対して、上記 

ソース素材に設定されたシーン名と連続番号とから構成される 

ィべント名を付与し、

136

補正された用紙（条約第19条）



wo 98/47145 PCT/JP98/01684

上記キーワ-ドを用いて上記検索処理を行なうために、上記イ 

べントに関するファイルに上記イべント名を登録することを特 

徴とする請求項17記載の編集システム٠
21. （追加）上記編集用ソフトウエアプログラムは、 

上記イべントを登録するモ-ドとして、上記タイムライン上に 

登録するタイムラインモードと、上記ログウインドウ内に登録 

するログモ-ドとを有し、

上記制御手段は、上記タイムラインモードが設定されている場 

合には、上記登録が指定されたイぺントを上記タイムライン上 

にピデオイベント又はオ-ディオイベントとして貼り付け、

上記ログモードが設定されている場合には、上記登録が指定さ 

れたイべントを上記ログウインドウにクリップカードとして表 

示することを特徴とする請求項17記載の編集システム。

22. （追加）上記ログインドウに表示されるクリップカード 

の表示形態として、

上記イべントのイン点又はアウト点のクリップ画を表示する第 

1の表示形態と、

上記イべントのイン点及びアウト点の両方のクリップ画を表示

する第2の表示形態と、

上記イべントのイン点又はアウト点のクリップ画と、上記イぺ

ントに対して付与されたコメントデータを関連付けて表示する

第3の表示形態とが存在し、

上記制御手段は、

上記イべントを表わすクリップカードを、上記の3つの表示形 

態の何れかの表示形態で表示することを特徴とする請求項21 

記載の編集システム。
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23. （追力卩）上記編集用ソフトウェアプログラムは 、 

上記ログウインドウ内にクリップカ-ドとして表示されている 

イぺントを上記プログラムウインドウのタイムライン上に登録 

するモードとして、

上記ログウインドウに登録されているイべントをポインティン 

グデバイスで指定するだけで、上記タイムライン上に登録する 

第1のモードと、

上記ログウインドウに登録されているイぺントをポインティン 

グデバイᄌでドラグアンドドロップすることによつて上記タイ 

ムライン上に登録する第2のモードとを有していることを特徴 

とする請求項22記載の編集システム٥

24. （追カロ）上記タイムラインは、

上記ソース素材から生成されたビデオイべントをぺースビデオ

イべントとして貼り付けるぺースビデオラインと、

上記べースイべントの含まれるビデオデータに対応するオーデ

ィオデ-夕をオーディオイべントとして貼り付けるオ-ディオ

ラインと、

上記べ.スビデオイべントに対して設定されたェフヱクトをェ

フェクトイべントとして貼り付けるェフェクトラインと、

上記べースビデオイべントに対して上記ェフェクトイぺントに

よつてェフヱクトを施したときに、上記べ-スビデオイべント

に対して才٠バレイされるビデオイベントをオーバーレイビデ

オイべントとして貼り付けるオーバレイビデオラインと

を備えていることを特徴とする請求項23記載の編集システム

٠
25. （追加）上記編集プログラム生成処理は、
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上記オ-ディオラインに貼り付けられたオーディオイべントに

含まれる複数チャンネルのオーディオデータのレべルを設定す

るオ-ディオレべル設定処理と、

上記ぺ一ᄌビデオラインに貼り付けられ2つのベースビデオイ 

べントの間にトランジションエフヱクトを設定する、又は上記 

ベーᄌビデオラインに貼り付けられベ-ᄌビデオイベントに対 

してアニメ-ションエフェクトを設定する、又は上記ぺ-スビ 

デオラインに貼り付けられたぺースビデオイぺントとオーバレ 

イビデオラインに貼り付けられたオーバレイビデオイべントと 

の間にエフヱクトを設定するエフヱクト設定処理とを含むこと 

を特徴とする請求項24記載の編集システム。

26. （追加）上記オーディオレべル設定処理において、 

上記制御手段は、上記タイムラインに貼り付けられたオーディ 

オイべントの各チヤンネルに対するオ-ディオレべルをコント 

口.ルするための複数のトラックフェーダを有したダイアログ 

を表示し、

上記ダイアログにおける編集オぺレ-夕による設定に基いて、 

上記オーディオイべントの複数のチャンネルと上記ダイアログ 

内の上記複数のトラックフヱーダとをそれぞれ任意に対応付け 

ることを特徴とする請求項25記載の編集システム。

27. （追加）上記オーディオレべル設定処理において、 

上記制御手段は、さらに、上記ダイアログにおける編集オぺレ 

ータの設定に基いて、上記ダイアログ内の上記複数のトラック 

フェーダと、専用コントローラに設けられた複数のマニュアル 

フェーダレバーとを任意に対応付け、

上記マニュァルフェーダレバーが編集ォぺレータにょってマニ
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ュアル調整された場合には、その調整操作に追従して、上記調 

整操作されたマニュアルフヱーダレバーの対応付けられた上記 

ダイアログ内のトラックフェーダのスライダ位置を変更するこ 

とを特徴とする請求項26記載の編集システム。

28. （追加）上記エフェクト設定処理において、

上記制御手段は、複数のエフヱクトパターンを示すアイコンが

登録されれているエフヱクト設定ダイアログを表示し、

編集オぺレ-夕が上記エフェクト設定ダイアログに表示されて

いるエフェクトアイコンを選択し、選択したエフェクトアイコ

ンを上記エフェクトラインにドラッグアンドドロップすること

によって上記エフェクト設定処理を行なうことを特徴とする請

求項25記載の編集システム。

29. （追加）上記エフェクト設定ダイアログは、

編集オぺレータが好んで使用する複数のエフェクトパターンの 

アイコンが表示されるフェバリットパターン表示部と、選択さ 

れたエフヱクトのデュレーションを設定するデュレーション設 

定部とを有していることを特徴とする請求項28記載の編集シ 

ステム。

30. （追加）上記エフヱクト設定処理において、

上記制御手段は、上記選択したエフヱクトをタイムライン上に 

貼り付ける前に、上記ビデオ処理ブロックに対してフォアグラ 

ンドビデオ及びバックグランドビデオとして割当てられていた 

ビデオイべントを使用して、上記選択されたエフェクトのプレ 

ビュ.を実行するように上記スイッチャプロック及び上記ビデ 

ォ処理プロックを制御することを特徴とする請求項29記載の 

編集システム。
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3 1. （追加）上記エフェクト設定処理において、

上記バックグランドビデオとして指定されているイぺントと上 

記フォアグランドビデオとして指定されているイべントの間に 

おいて、上記トランジションエフェクトを設定する場合には、 

上記制御手段は、上記バックグランドビデオとして指定されて 

いるイべントのアウト点を、上記トランジシヨンエフエクトの 

デュレーションに応じて更新することを特徴とする請求項30 

記載の編集システム。

3 2.（追加）上記エフェクト設定処理において、上記ぺース 

ビデオイべントと上記オーバレイビデオイべントとの間に上記 

アニメ-ションエフェクトを設定する場合には、

上記制御手段は、上記オーバレイビデオラインに貼り付けられ 

る上記オーバレイビデオイぺントの位置に応じて、上記アニメ 

ーシヨンエフエクトのデュレーシヨン又は上記オーバレイビデ 

オイべントのデュレーションを変更することを特徴とする請求 

項31記載の編集システム。

3 3.（追加）上記制御手段は、

上記ベ-スビデオラインに貼り付けられているビデオイぺント 

に関するビデオ素材を上記ビューアウインドウに表示すると同 

時に、該ビューアウンドウに表示されているビデオイベントの 

フレームの上記タイムラインにおける時間的位置を示すために 

、上記タイムライン上にナウラインを表示し、

編集オぺレータによる編集点のマ-キング操作に応答して、上 

記マーキング操作したときの上記ライン位置が上記編集点であ 

ることをタイムライン上において示すために、上記イン点及び 

ァゥト点を示すフラグを上記タィムラィン上に表示することを
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特徴とする請求項32記載の編集システム。

34. （追加）上記タイムライン上のイン点及びアウト点によ 

って設定された期間に、ビデオイべント、オ-ディオイべント 

又はエフェクトイべントが揷入された場合には、

上記制御手段は、上記タイムライン上のイン点及びアウト点に 

よって設定された期間と、その期間に揷入されるイべントのデ 

ュレーションが-致するように、揷入されるイべントのデュレ 

ーションを変更することを特徴とする請求項33記載の編集シ 

ス亍ム٠

35. （追加）第1のべースビデオイべントと第2のべースビ 

デオイべントとの間に上記トランジションエフヱクトが設定さ 

れている最終ビデオプログラムをプレビューする場合には 

上記制御手段は、

上記トランジションエフェクト実行前は、上記第1のべースビ 

デオイべントをバックグランドビデオとして上記ビデオ信号処 

理プロックに供給するように上記スイッチャブロックを制御し

١

上記トランジシヨンエフエクト実行中は、上記第1のべースビ 

デオイベントをバックグランドビデオとして上記ビデオ信号処 

理プロックに供給すると共に、上記第2のべースビデオイベン 

卜をフォアグランドビデオとして上記ビデオ信号処理プロック 

に供給するように上記ᄌイッチャプロックを制御し、 

上記トランジションエフェクト実行後は、上記フォアグランド 

として上記ビデオ信号処理プロックに供給されていた上記第2 

のぺ.ᄌビデオイベントを、バックグランドとして上記ビデオ 

信号処理ブロックに供給するように上記ᄌィッチャブロックを

142

補正された用紙（条約第19条）



wo 98/47145 PCT/JP98/01684

制御することを特徴とする請求項34記載の編集システム٥

36. （追力٥）上記コンピュ-夕に設けられたディスプレイに 

は、上記編集リストを作成するためのグラフィカルユーザイン 

ターフヱースが表示されることを特徴とする請求項6記載の編 

集方法。

37. （追加）上記グラフイカルユーザインターフェースは、 

上記ソ-ス素材に含まれるビデオデータを編集オぺレータがビ 

ュ-イングしながらイン点及びアウト点を設定することによっ 

て複数のイべントを作成するためのビューアウインドウと、 

上記ビュ-アウインドウにおいて生成された複数のイぺントを 

クリップカードとして登録するログウインドウと、

上記ビューアウンドウにおいて作成された複数のイべントを所

望の順にタイムライン上に並ぺることによって上記編集リスト

を生成するプログラムウインドウと

から構成されることを特徴とする請求項36記載の編集方法。

38. （追カロ）ソース供給デバイスに記憶された複数のソース 

素材から、所望のソース素材を検索するソース素材検索処理と

١

上記検索されたソース素材から上記複数のイべントを生成する

イべント生成処理と、

上記イべント生成処理によって生成された複数のイぺントを所

望の順に並び替えることによって上記編集リストを生成する編

集リスト生成処理と、

上記作成した編集リᄌ卜に基いて、最終ビデオプログラムを作 

成する最終ビデオプログラム作成処理と

を実行するょうに上記ビデォ信号処理ブロック及び上記スィッ
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チャブロックが制御されることを特徴とする請求項37記載の

編集方法。

3 9. （追加）上記ソース素材検索処理において、

上記ディスプレイに表示された素材検索用のダイアログに入力 

されたキ-ワードに基いて、上記ソーᄌ供給デバイᄌに記憶さ 

れた複数のソース素材から、所望のソース素材を検索すること 

を特徴とする請求項3 8記載の編集方法。

40. （追加）上記ソース供給デバイスから再生されたソース 

素材のビデオデータが上記ビデオ信号処理ブロックを介して、 

上記コンピュータに供給されるように上記スイッチャブロック 

が制御され、

上記ソ-ス供給デバイスから再生されたソース素材のオーディ 

オデータが上記オーディオ信号処理ブロックを介してスピーカ 

に供給されるように上記スイッチャブロックが制御されること 

を特徴とする請求項3 8記載の編集方法。

41. （追加）上記イぺント生成処理において、

上記ビデオ信号処理ブロックを介して上記コンピュ.夕に供給 

されるビデオデータに対して信号レベルの調整及ぴ上記オーデ 

ィオ信号処理ブロックを介して上記コンピュ-夕に供給される 

オーディオデータに対して信号レべルの調整が行われた場合に 

は、

上記ビデオデータに対する調整値及び上記オーディオデータに 

対する調整値を、上記ソ-ス素材のビデオレぺル情報及び上記 

オーディオレぺル情報として記憶し、

上記記憶されたビデオ情報レベル及びオーディオ情報レベルに 

基ぃて、上記ビデオ信号処理ブロック及び上記オーディォ信号
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処理プロックに供給されるビデオデータ及びオーディオデータ

のレべルを調整することを特徴とする請求項40記載の編集方

法。

42. （追加）上記イべント生成処理において、上記編集才ぺ 

レータによつて、上記ビュアーウインドウに表示されているビ 

デオデータに対してイン点及ぴアウト点が指定された場合には

١
上記イン点及び上記アウト点によって規定された期間のソース 

素材を、新たなイべントとして登録することを特徴とする請求 

項4 0記載の編集方法。

43. （追加）上記イべント生成処理において作成された新た 

なイべントに対してプレビューが実行された場合には、 

上記新たなイぺントの時間的前の位置に既に貼り付けられてい 

る既存のイべントに対する上記新たなイぺントのつながり具合 

を見るために、上記新たなイべントとして登録されたイべント 

を上記タイムライン上に仮想的に貼り付け、上記新たなイべン 

卜の所定時間前からプレビュー処理を行なうことを特徴とする 

請求項4 2記載の編集方法。

44. （追カロ）上記ソース供給デバイスに記録された上記ソー 

ス素材を上記デ-タストレージ装置にダウンロ-ドするダウン 

口 -ド処理と、

上記データストレージ装置に記憶されている上記ソース素材と 

は異なるソース素材を、上記ビデオ信号処理プロック及び上記 

オ-ディオ信号処理ブロックを介して上記コンピュータに供給 

することによつて、上記デ.タストレージ装置に記録されてい 

るソ'ス素材を編集する編集処理とを同時に行なぅことを特徴
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とする請求項4 2記載の編集方法。

45. （追加）上記編集用ソフトウエアプログラムは、 

上記イぺントを登録するモードとして、上記タイムライン上に 

登録するタイムラインモードと、上記ログウインドウ内に登録 

するログモードとを有し、

上記タイムラインモードが設定されている場合には、上記登録 

が指定されたイべントを上記タイムライン上にビデオイべント 

又はオーディオイぺントとして貼り付け、

上記ログモードが設定されている場合には、上記登録が指定さ 

れたイぺントを上記ログウインドウにクリップカードとして表 

示することを特徴とする請求項42記載の編集方法。

46. （追加）上記ログインドウに表示されるクリップカード 

の表示形態として、

上記イべントのイン点又はアウト点のクリップ画を表示する第

1の表示形態と、

上記イべントのイン点及びアウト点の両方のクリップ画を表示

する第2の表示形態と、

上記イべントのイン点又はアウト点のクリップ画と、上記イべ

ントに対して付与されたコメントデータを関連付けて表示する

第3の表示形態とが存在し、

上記イべント表わすクリップカードは、上記の3つの表示形態 

の何れかの表示形態で上記ログウインドウに表示されることを 

特徴とする請求項4 5記載の編集方法。

47. （追加）上記編集用ソフトウエアプログラムは、 

上記ログウインドウ内にクリップカ-ドとして表示されている 

ィべントを上記プログラムゥィンドゥのタィムラィン上に登録
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するモードとして、

上記ログウインドウに登録されているイべントをポインティン

グデパィスで指定するだけで、上記タイムライン上に登録する

第1のモードと、

上記ログウインドウに登録されているイぺントをポインティン 

グデバィスでドラグアンドドロップすることによつて上記タイ 

ムラィン上に登録する第2のモードとを有していることを特徴 

とする請求項4 6記載の編集方法。

48. （追カロ）上記タィムラインは、

上記ソース素材から生成されたビデオィべントをべースビデオ

イぺントとして貼り付けるぺ-スビデオラインと、

上記べースィべントの含まれるビデオデータに対応するオーデ

ィオデ-夕をオ-ディオィべントとして貼り付けるオーディオ

ラインと、

上記べースビデオイべントに対して設定されたエフヱクトをエ 

フエクトイべントとして貼り付けるエフェクトラインと、 

上記べースビデオイベントに対して上記エフェクトイべントに 

よつてエフェクトを施したときに、上記べースビデオイべント 

に対してオーバレイされるビデオイベントをオ.バーレイビデ 

オイべントとして貼り付けるオーバレイビデオラインと 

を備えていることを特徴とする請求項47記載の編集方法。

49. （追加）上記編集リスト生成処理は、

上記オーディオラィンに貼り付けられたオーディオィべントに

含まれる複数チャンネルのオーディオデータのレべルを設定す

るオーディオレべル設定処理と、

上記ベーᄌビデォラィンに貼り付けられ2つのベーᄌビデォィ
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ぺントの間にトランジションエフエクトを設定する、又は上記 

ぺ-スビデオラインに貼り付けられぺースビデオイベントに対 

してアニメーションエフェクトを設定する、又は上記ぺースビ 

デオラインに貼り付けられたべ-スビデオイぺントとオ-バレ 

イビデオラインに貼り付けられた才-バレイビデオイべントと 

の間にエフヱクトを設定するエフェクト設定処理とを含むこと 

を特徴とする請求項48記載の編集方法。

5 0. （追加）上記オーディオレべル設定処理において、 

上記タイムラインに貼り付けられたオーディオイべントの各チ 

ャンネルに対するオーディオレべルをコントロ-ルするための 

複数のトラックフェーダを有したダイアログを表示し、

上記ダイアログにおける編集オぺレータによる設定に基いて、 

上記オーディオイべントの複数のチャンネルと上記ダイアログ 

内の上記複数のトラックフヱーダとをそれぞれ任意に対応付け 

ることを特徴とする請求項49記載の編集方法。

5 1. （追加）上記オーディオレぺル設定処理において、さら

上記ダイアログにおける編集オぺレータの設定に基いて、上記 

ダイアログ内の上記複数のトラックフェーダと、専用コントロ 

ーラに設けられた複数のマニュアルフェーダレバーとを任意に 

対応付け、

上記マニュアルフエ.ダレバーが編集オぺレ-夕によつてマニ 

ュアル調整された場合には、その調整操作に追従して、上記調 

整操作されたマニュアルフヱ-ダレバーの対応付けられた上記 

ダイアログ内のトラックフェーダのスライダ位置を変更するこ 

とを特徴とする請求項50記載の編集方法。
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52. （追カロ）上記エフヱクト設定処理において、

複数のエフェクトパターンを示すアイコンが登録されれている 

エフェクト設定ダイアログを表示し、

編集オぺレータが上記エフェクト設定ダイアログに表示されて 

いるエフェクトアイコンを選択し、選択したエフェクトアイコ 

ンを上記エフエクトラインにドラッグアンドドロップすること 

によって上記エフヱクト設定処理を行なうことを特徴とする請 

求項49記載の編集方法。

53. （追加）上記エフェクト設定ダイアログは、

編集オぺレータが好んで使用する複数のエフェクトパターンの 

アイコンが表示されるフェバリットパタ-ン表示部と、選択さ 

れたエフェクトのデュレーションを設定するデュレーション設 

定部とを有していることを特徴とする請求項52記載の編集方 

法。

54. （追加）上記エフヱクト設定処理において、

上記選択したエフェクトをタイムライン上に貼り付ける前に、 

上記ビデオ処理ブロックに対してフォアグランドビデオ及びバ 

ックグランドビデオとして割当てられていたビデオイベントを 

使用して、上記選択されたエフェクトのプレビューを実行する 

ように上記スイッチャプロック及び上記ビデオ処理プロックを 

制御することを特徴とする請求項53記載の編集方法。

5 5.（追加）上記エフェクト設定処理において、

上記バックグランドビデオとして指定されているイべントと上 

記フォアグランドビデオとして指定されているイべントの間に 

おいて、上記トランジションエフェクトを設定する場合には、 

上記パックグランドビデオとして指定されているィベントのァ
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ウト点を、上記トランジシヨンエフェクトのデユレーシヨンに 

応じて更新することを特徴とする請求項54記載の編集方法。 

56.（追加）上記エフェクト設定処理において、上記べース 

ビデオイべントと上記オーバレイビデオイべントとの間に上記 

アニメ-ションエフェクトを設定する場合には、

上記オーバレイビデオラインに貼り付けられる上記オ-バレイ 

ビデオイべントの位置に応じて、上記アニメーションエフエク 

卜のデュレーシヨン又は上記オーバレイビデオイぺントのデユ 

レ-ションを変更することを特徴とする55記載の編集方法。

5 7.（追加）上記べースビデオラインに貼り付けられている 

ビデオイベントに関するビデオ素材を上記ビュ-アウインドウ 

に表示すると同時に、該ビューアウンドウに表示されているビ 

デオイべントのフレームの上記タイムラインにおける時間的位 

置を示すために、上記タイムライン上にナウラインを表示し、 

編集才ぺレータによる編集点のマーキング操作に応答して、上 

記マーキング操作したときの上記ライン位置が上記編集点であ 

ることをタイムライン上において示すために、上記イン点及ぴ 

アウト点を示すフラグを上記タイムライン上に表示することを 

特徴とする請求項5 6記載の編集方法。

58.（追加）上記タイムライン上のイン点及ぴアウト点によ 

つて設定された期間に、ビデオイべント、オ-ディオイべント 

又はエフェクトイぺントが挿入された場合には、

上記タイムライン上のイン点及びアウト点によって設定された 

期間と、その期間に揷入されるイべントのデュレーションが一 

致するように、挿入されるイべントのデュレ-ションが変更さ 

れることを特徴とする請求項57記載の編集方法。
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59. （追加）第1のべースビデオイべントと第2のべースビ 

デオイべントとの間に上記トランジションェフヱクトが設定さ 

れている最終ビデオプログラムをプレビューする場合には 

上記トランジションェフェクト実行前は、上記第1のぺースビ 

デオイべントがバックグランドビデオとして上記ビデオ信号処 

理ブロックに供給され

上記トランジションェフェクト実行中は、上記第1のぺースビ 

デオイべントがバックグランドビデオとして上記ビデオ信号処 

理ブロックに供給されると共に、上記第2のべースビデオイべ 

ントがフォアグランドビデ'オとして上記ビデオ信号処理プロッ 

クに供給され、

上記トランジションェフェクト実行後は、上記フォアグランド 

として上記ビデオ信号処理プロックに供給されていた上記第2 

のベーᄌビデオイベントが、バックグランドとして上記ビデオ 

信号処理プロックに供給されることを特徴とする請求項58記 

載の編集方法。
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1 編集装置

2 コンピュータ

2Β モニタ

3 編集処理装置

6 ディリーサーバ

7 VTR

8 ローカルストレージ

9 オンエアバッファ

90 編集用画面
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93 ログウィンドゥ

94 プログラムゥィンドゥ

95 タイムライン

96 デバイスコントロール部 
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110 ィン点画像表示部

112 ァゥト点画像表示部 

135 ェフェクトライン 

139 ナゥライン
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179 クリップ
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